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本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　　　序章







　延えん喜ぎ帝国と長年にわたって敵対してきた遊牧民シムールの本拠地は、延喜帝国の支配する大陸の北西部に広がる大平原である。

　エリンの地と呼ばれるこの平原は標高が高く、あまり雨が降らないために、大きな樹木が育たない。

　樹木と呼べるのは、北にそびえる霊れい峰ほう山ざんの雪解け水が流れ下る小川に沿ってまばらに生えている背の低い灌かん木ぼくだけで、それ以外の土地はすべて草の生い茂る草原となっている。

　そして、この草が羊や馬などの家畜の飼料となり、シムールの生活を支えている。

　シムールたちはそれぞれの部族ごとに領地が分かれている。彼らは家畜が好む放牧地をいくつか選んでおき、その放牧地の草を家畜が食べつくすと、次の放牧地に生活の本拠地ごと移動するのだ。

　そうやって、次々に場所を変えて、最初の放牧地に戻ってきた頃には、羊や馬に食べられて短くなってしまった草が、ちゃんと元通りに伸びているわけである。

　遊牧民という言葉には、適当に風の向くまま気の向くままにふらふらと動き回るようなイメージがあるが、そうではない。農家が畑を転作するように、ちゃんとローテーションを組んで移動しているのである。

　ただし、その範囲は畑に比べれば途方もなく広く、そして明確に区切りがされているわけではない。知らない人から見れば、風任せで適当に移動しているようにしか思えないのかもしれない。

　そのシムールの本拠地である、エリンの地の西の地平に日が沈みかけた頃。

　シムール十二支族の中のひとつ、武闘派として知られるタッケイ族の居住地に、一頭の早馬が走り込んできた。

　夕暮れが近づく中、夜行性の平原狼おおかみの群れから守るために、放牧していた羊や馬を囲いの中に追い込んでいたタッケイ族の人々は、不安に満ちた顔でその早馬を見送った。

　早馬の騎手が頭に巻き、長く後ろになびかせている長布の色は白。それはサイト族の色であり、族王エオルからの使者であることを示している。

　早馬に乗った使者は、タッケイ族の族長であるスンタタのいる大包建タオパイクーの手前で馬から飛び下りると、背中に回していた文書筒を抱えなおし、そのまま中に飛び込んでいった。

　その姿を見ていたタッケイ族の男たちは、お互いの顔を見合わせると小声で言葉を交わした。

「何かあったのか？」

「もしかして、帝国との全面戦争が始まるんで陣立てをしろ、というお触れじゃないだろうな？」

「いや、エオル王は帝国との戦いはしばらく様子を見ると決めたはずだぞ？」

「そういえば、帝国軍が侘タ瑠ル徒トに迫せまっているという話を聞いた。もしかしてその件じゃないか？」

「ああ、そうかもしれん。いよいよ侘瑠徒攻めが始まったんだろう……」

『侘瑠徒』という言葉が出たとたん、男たちは微び妙みような表情になって黙だまり込んだ。

　タッケイ族の男たちにとって、侘瑠徒、という言葉は、ある意味禁句だった。

　それはシムール十二支族の中で最も勇ゆう猛もう果か敢かんである、と名高いタッケイ族の戦士が、ユルム族との連合軍三万の兵力をもって侘瑠徒に攻めかかったものの、相手の奇策に嵌はまり逆に旗を巻かざるを得なかった過去があるからである。

　タッケイ族から見れば、プライドに泥を塗られたのだから憎にくんで当然なのだが、いざ戦いが終わってみれば、負傷者こそ多かったものの死んだ者はほとんど無く、憎むに憎めない、それどころか妙に清すが々すがしさすら感じるという、どうにも勝手の違う戦争相手となった。この辺の微妙な温度差が、侘瑠徒の話題は口にしない、という不文律になっていったのだ。

　しばらく微妙な沈ちん黙もくが続いた後で、一人ひとりがぽつりとつぶやいた。

「帝国軍は三万の大軍だそうだな……やつら……勝てるかな？」

「俺たちでさえ退けたんだ、帝国軍なんかに負けるものか！」

「いや、帝国軍は俺たちと違って城攻めが得意だからな……やつら、苦戦するんじゃないかな？」

「負けて欲しくないな……侘タ瑠ル徒トが帝国に負けたら、俺たちは帝国より弱かったってことになっちまう」

「それは嫌いやだな……本気で嫌だ」

「戦った相手を応援するのも変な話だが……侘瑠徒の連中にはがんばって欲しいものだな……」

　タッケイ族の男たちは微び妙みような表情をしながら顔を合わせるのだった。

　その頃、真っ赤な布が張り巡らされた族長の大包建タオパイクーの中では、タッケイ族の若き族長スンタタがエオル王からの書状に目を落としていた。

　シムールの包建パイクーの構造は基本的にどの支族も変わらない。十二支族ごとにそれぞれの精霊色と呼ばれる加護精霊の色が決められており、族長の包建の中にはその色の布が張り巡らされている。

　シャン族の精霊色は青、そしてタッケイ族の精霊色は赤である。

　そして、族長の大包建の内部には先祖の霊を祀まつる霊れい廟びようが置かれており、その霊廟にはそれぞれの部族の精霊のシンボルが掲げられている。

　祖先を崇拝する宗教上の祭さい祀しはシムールの文化に深く根ざしており、族長という地位は軍事や行政などの裁量と運営と宗教上の指導者も兼ねる、重要な役職でもある。

「失礼します！」

　そうひと声かけて、スンタタの許もとにやってきたのは平服姿のシャールだった。
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「使者の方は、休息用の包建にご案内して、茶と軽食を出しておきました。換え馬の用意も申し付けてあります」

　そう言って一礼したのを見て、スンタタは小さくうなずいた。

「うむ、ご苦労だった……」

　先日のエオル王の面前での嫁選び勝負に負けた後、何か思うことがあったのだろう。シャールは皮鎧よろいを着込んで男の戦士のような格かつ好こうをするのをやめていた。

　身分は兵士であり百人隊長のままだが、戦士としての仕事をするとき以外は鎧を着なくなった。

　とはいえ、飾りの多い若い女向けの衣装を着るのには、まだ抵抗があるのだろう。シャールが着ているのは、男向けのごく普通の作業用の衣装だった。

　だが、以前は鎧を着込むために布を巻いて抑えていた胸が自由に動くようになったため、服が簡素な分、妙みように色っぽくなっており、スンタタは時折目のやり場に困るときもある。

　兄の浮かぬ顔を見て、シャールの整った顔が曇くもった。

「よくない知らせですか？　兄様」

「うむ、エオル王からの通達だ……侘タ瑠ル徒トの情勢がな……シャン族の戦士たちが手痛い損害を受けたらしい。晴せい凛りん殿はシャン族を侘瑠徒の防衛から外して城の外に逃がしたそうだ」

　シャールの顔から、すっと血の気が引いた。

「シャン族を城の外に？　ということは、今、侘瑠徒に立て篭こもっているのは、元からあの侘瑠徒にいた守備兵だけ、ということですか？」

「うむ、そういうことになるな……」

「そんな！」

　シャールは息を吞のんだ。

「シャン族の兵士四千人がいなくなれば、後に残っているのはせいぜい二千人……たったそれだけの兵力で、三万の帝国軍を迎え撃うとうというのですか？　それは、あまりにも馬ば鹿かげています！」

　そこまで言った後で、シャールの顔がぱっと輝いた。

「あ！　もしかして、エオル王は、シャン族に代わって勇ゆう猛もうなる我がタッケイ族が応援に行くように、と下命してきたのですか？　ああ、そうですわ！　弱卒のシャン族と、戦い方を知らない子供のミーネ姫には晴凛様を任せておくわけにはいきませんものね！」

　だが、スンタタは暗い表情のまま首を振った。

「いや、そうではない。逆だ……我がタッケイ族に対し、侘タ瑠ル徒トへの援軍はまかりならぬ、と言ってきたのだ。この書状には、侘瑠徒の状況と共に、帝国との戦線拡大に繫つながりかねない軽けい挙きよ妄もう動どうは慎つつしむように、という言葉が書かれている。

　タッケイ族だけではない。すべての支族の族長に向けて、シムールの名の下もとにおける一切の軍事行動を禁ずるという通達だ」

「なぜですか！　エオル王は晴せい凛りん様をお認めになったではないですか！　侘瑠徒の王として、侘瑠徒と同盟を結んだのではないのですか？　なのに、なぜ救いの手を差し伸べようとはしないのですか！」

「確かに、エオル王は晴凛殿をシムールの族長たちに引き合わせ、その上で侘瑠徒の王として認めた……だが、それは、こちらから攻めることはしない、という信義を結んだに過ぎん。侘瑠徒は侘瑠徒であり、シムールの属国ではないのだ。たとえ危機に陥おちいっていようと、援軍を差し向ける理由は無い」

「それは……そうかもしれません。でも！」

　なおも言い募ろうとするシャールを見み据すえてスンタタは言った。

「お前の言っていることはわかる。お前の想いもだ。だが、これはそういった、個人の想いなどで決めることではないのだ！

　私はタッケイ族の族長であり、そしてエオル王はシムールすべての王だ！　私にもエオル王にも、シムールの民を幸せに導くという責任がある！

　確かに、我がシムールは帝国に赤い矢を送り付け、戦いを宣言した。しかし、その戦いの結果はどうだ？　我がタッケイとユルムの同盟軍は、晴凛殿が率いるわずか数千の侘瑠徒に立て篭こもった帝国兵とシャン族の合同部隊に子供のようにあしらわれ、旗を巻いて逃げ帰るハメになった。日々訓練を欠かさぬ勇ゆう猛もう果か敢かんな我がタッケイ族ですら、数千の侘瑠徒の兵に負けたのだ。このような状態で、帝国と全面戦争になれば、我がシムールはどれほどの損害を受けるか、想像するに難くない。シムール滅亡の危機ですらある。

　シムールの未来を考えれば、ここで帝国と、事を構えることはできぬと判断したエオル王の決断に従うしかないのだ！」

　シャールは口をつぐんでスンタタを見つめ続ける。みるみるうちに目め尻じりに涙が浮かんでくるが、それをぬぐうことなく、スンタタに詰め寄った。

「では……兄様は晴凛様が死んでもいいとお考えなのですね！　私の夫になるかもしれない人が、死んでも構わない！　見殺しにする！　そうおっしゃるのですね！」

　シャールの泣き顔を見たスンタタは、慌あわてて首を振った。

「いや、そうではない！　晴凛殿の人柄を私は知っている。知っているからこそ、一人前の男だと見込んだからこそ、お前の婿むことして認めたのだ。死んでも構わんなどと思っているわけではない……心情的には今すぐにでも我がタッケイの戦士を招集し、援軍を差し向けたいくらいなのだよ……」

「では、そうなさってくださいまし！　今すぐ角笛を吹き、兵の招集を！　今から集めれば、明日あしたの朝にはここを発たつことができます！　ここから侘タ瑠ル徒トまで、早はや駆がけで行けば一日でございます！　遅くなったのでは間に合いません！」

「いや、だから、そうはいかんのだ。兵を動かすことはできん。エオル王の命に背そむけば、タッケイ族はシムールの裏切り者になってしまう。それはできん！　私はお前の兄だ……だが、兄である前に、このタッケイの族長なのだ……」

　シャールの目に溜たまった涙は、今にもこぼれ落ちそうだった。

　スンタタは困り果てたように視線を逸そらし、言葉を探した。

「それに……その……晴せい凛りん殿なら、この危機を乗り越えることができるかもしれんではないか。いや、あの男ならできる！　我がタッケイとユルムの連合軍三万を退けた男なのだ。今度の帝国軍三万も彼ならできる！　私は、そう信じている！　これは……そう、試練なのだ！　シムール三万を退けた晴凛殿の実力が、まぐれでなかったことを証明するための試練なのだ。だからエオル王は、兵を出してはならぬと厳命されたのだよ、うん、きっとそうだ！」

　シャールはじっとスンタタを見み据すえると、ゆっくりと聞いた。

「兄様は、本当にそんなことができるとお考えですか？　いいえ、兄様にお尋ねします。兄様なら、それがおできになりますか？　わずかな手勢で侘瑠徒に立て篭こもり、帝国軍三万を退けることができると言うのですか？」

　スンタタは言葉に詰まった。

「あ、いや……私にはできん。無理だ。だ、だがしかし、晴凛殿ならきっと……」

　シャールは叫さけんだ。

「兄様！　兄様は自分にもできないことを、他人に要求するおつもりですか！　あなたは何様ですか！

　わかりました！　兄様の本心が、今、このシャールにはよーくわかりました！　兄様は晴凛様が憎にくいのですね！　いいえ違う！　兄様は、このシャールが憎いのです！　私の幸せなんかどうでもいいのです！」

　スンタタは心の中で頭を抱えた。

　その反応は、こうなるのではないか……と恐れていた通りのものだった。

　シャールは思い込みが激しい。

　弓の勝負で自分に勝った男でなければ嫁に行かない、という誓いを立て、スンタタが何と言っても首を縦に振らなかった。

　そして、そのシャールが「この人！」と思い込んだのが、晴凛なのだ。

　スンタタは胸の中で大きくため息をついた。

　──先日のエオル王の前で行われた嫁選びの際、シャン族のミーネ姫に負けた時点であきらめてくれればよかったのに……。

　同じタッケイ族なら言うまでもない。それどころか他の支族からも、シャールを嫁に欲しいという声は星の数ほどある。それほどシャールの整った容よう貌ぼうは他部族にまで知れ渡っているのだ。

　スンタタは晴せい凛りんのところに嫁に行くことに反対していたわけではない。それどころか、シャールが望むなら、その想いをかなえてやりたい、と思っている。だが、それと同時に、どうせ結婚するなら、同じシムールのほうが楽だろうし、周囲の人間の祝福も受けやすいのに、という思いもある。

　まあ、要するにひと言で言ってしまえば、スンタタは妹想い、というか妹馬ば鹿かなのである。

　──晴凛殿の生命が危ないと聞いて、シャールがおとなしく言うことを聞くわけがなかった。

　スンタタが自分のうかつさに胸の中で舌打ちをしたとき、シャールはすっと姿勢を正した。

「わかりました。兄様が応援を出さぬと言うのなら……それがタッケイ族の、そしてシムールの未来のためだと言うのなら、もう頼みません！」

　先ほどの涙目はどこへやら、とたんに無表情になったシャールの顔を見て、スンタタは嫌いやな予感がした。

　シャールがこうやって、自分の要求を引っ込めたときは、必ず自分で何とかしようとする。他人の手は借りない！　と言いだすに決まっているのだ。

「まさか、お前、自分一人ひとりで行くとか言いだすつもりじゃ……」

「その通りです！　私は、これから戦支度を整え、侘タ瑠ル徒トに向かいます！」

「馬鹿な！　たった一人で何ができる！」

「たった一人で何もできないというのなら、兵を出していただけるのですか？」

「う……そ、それは無理だ」

「何もできないのならお黙だまりください！」

　シャールは、ぴしゃり、と言った後で、スンタタを見み据すえ、ゆっくりと頭を下げた。

「今まで育てていただいた御恩は忘れません。私は今このときから、シャールという名前を捨てます。私はもはやタッケイの民でも、ましてやシムールでもございません！　名もなき、ただ一人の戦士となって侘瑠徒で戦う晴凛様のもとに向かいます！」

「馬鹿なことを言うな！　いくらお前がタッケイの名を捨てた、シャールの名を捨てたと言っても、そんな理屈が通用するものか！　名前とは他人がお前を呼ぶときのものでもあるのだ！

　お前が何と言おうとも、タッケイのシャールが侘瑠徒の戦いに参じた、という事実は消せぬ！

　現実の一人の人間が、そう簡単に消せるとでも思っているのか！」

　血相を変えてスンタタは怒鳴るが、シャールは涼しげな表情でついと顔を背そむける。

「そんなもの……兄様が何とでも言い訳すればいいだけのことではないですか！　あれはスンタタのシャールではない！　人の姿をしていても人ではない！　この世に降臨した精霊の戦士だ、とでも言っておけばいいのです！」

「そんな言い訳が通用する……」

　──わけがないだろう。と、言葉を続ける前に、シャールはくるりと背を向けた。

「事態は一刻を争います！　では、旅支度がありますので、私はこれで失礼します！」

「あ、おい、シャール！」

　スンタタは包建パイクーを出ていく妹の背中に向かって声をかけた。しかし、その背中には冷たい拒絶の意思だけがあった。

　取り残されたスンタタは頭を抱え、大きなため息をついた。

　──どうする？　どうすればいい。いくら何でも一人ひとりで行かせるわけにはいかん！　かといって、護衛の兵士をつけることもできん。

　エオル王はシムールの名の下もとの行動一切を禁じた。これに逆らえば、我々タッケイ族はシムールの掟おきてを破った者として、末代まで汚名を背負うこととなるだろう。そんなことはできん。私は亡き父から族長としてこのタッケイ族を任された。私にはタッケイ族の民を守る責任がある！

　掟破りの汚名を背負えば、私は先祖代々のタッケイの精霊に、何と申し開きをすればいいのだ！

　スンタタは霊れい廟びようの前に置かれた頭のついた大きな黒い熊くまの毛皮に目を落とした。

　北の山に棲せい息そくする巨大な洞窟熊ケイブベアが、タッケイ族の精霊獣だった。戦いに赴おもむくとき、この熊の頭を自分の頭に乗せ、熊の勇ゆう猛もうさ凶暴さを自分の身に宿らせ、守り神として祈りをささげるのが、タッケイ族の戦士の風習だった。

　──私はどうすればいいのだ。答えを教えてくれ、精霊獣よ……。

　霊廟の前に置かれた大きな熊の頭は何も答えずに、じっとスンタタを見つめているように見えた。

　その頃、族長の大包建タオパイクーの隣にあるシャールたちの暮らす包建の中では、髪の毛をいくつもの小さなリボンで小分けに結んだ十五歳くらいの少女が、手のひらを広げたくらいの幅の長い布を、包帯のようにくるくると巻きながら、さみしそうにため息をついていた。

　──お姉さまは、最近、この布を胸にお巻きになることが、めっきり減ってしまった。

　この布を胸に巻くのをお手伝いすることが、私の喜びでしたのに……戦装束に身を固めた、お姉さまの凛り々りしいお姿を見ることもないのでしょうか……。

　メンミは巻いた布から手を離して、その手をじっと見つめた。

　──あのお姉さまの豊かな豊かな白いふくらみを、こう、両手で、ぎゅーっと押し潰つぶすときのあの反発力！　この手で支え、押さえるときの、あの、ぽよん、とした感触！

　あの感触を楽しむことができないなんて……ああ、メンミは悲しゅうございます。

　メンミが小さく、ふう、とため息をついたとき。

　包建パイクーの入り口の布を搔かき分けて、シャールが飛び込んできた。

「あ、お姉さま」

　シャールは、メンミが持っていた巻いた布を見て、にっこりと笑った。

「ああ、ちょうどよかった！　メンミ！　戦支度だ！　皮鎧よろいを持ってきてくれ！　弓と矢の用意も忘れるな！」

「本当ですか、お姉さま！　この布を、その豊かな、ぽよんぽよんの胸に巻くのでございますね！　お手伝いします！　ささ！　そんな不ぶ恰かつ好こうな服なんか早くお脱ぎになって！」

　メンミはそう言うなり、目をらんらんと輝かせてシャールに抱きついた。

「あ、おい、いい、自分で脱ぐ！　こら、そんなところに手を入れるな！」

　シャールはまとわりついてくるメンミを引きはがすと、真剣な目で言った。

「それと、これは大事なことだから、よく聞いてくれ。この包建には、今後一切人を入れるな！

　たとえ兄様であっても長老であっても、私は誰とも会わん！　この包建に入っていいのはお前だけだ！」

　メンミは巻いた布をぎゅっと抱きしめると、目にうるうると涙をにじませてうなずいた。

「わかりました！　お姉さま！　やっと私の気持ちを受け入れていただけたのですね！　この包建は私とお姉さまだけの愛の巣になるのですね！　このメンミ、しっかり守り遂げてご覧に入れます！」

　シャールの覚悟を、メンミはいつものようにしっかり誤解してうなずくのだった。







　　　第一章「侘瑠徒攻城戦一日目、夜」







　侘タ瑠ル徒トの街があるタリム盆地は、はるか昔に地ち殻かく変動で隆りゆう起きした広い台地が、万年雪を頂く霊れい峰ほう山ざんから流れ出すタリム川とコラ川という二つの川によって浸食され広がったものである。

　隆起した台地の一部は、そのまま高層平原として広い草原となり、ロクト高地と呼ばれて現在はシムールたちの遊牧地となっている。

　この盆地はもともとタリム川とコラ川の水が注ぎ込む大きな湖だった。

　だが、今から数千年前に起きた大規模な地殻変動で南の山岳地帯が崩壊し、湖の水がそこから流れ出した。そして、後に残ったのが、このタリム盆地だった。

　湖から流れ出した水によって作り出された広い洪積平原が、今の延えん声せいの街のある北域平原であり、タリム川とコラ川が合流した川は帝国風に光こう来らい川と名を変えて、そのまま南にあるロブ湖に注いでいる。

　侘瑠徒の街はタリム盆地の北側である。ロクト高地に近い扇せん状じよう地の下を削けずって流れるタリム川に程近い場所に作られている。そこからは、このタリム盆地全体を見下ろすことができるのだった。

「すごい数ですね……街がひとつ引っ越してきたみたいだ……」

　城壁の上に立った晴せい凛りんはそう言うと、ふう、とため息をついた。

　晴凛が見ていたのは、侘瑠徒の街の南側にある、タリム川が大きく湾曲するセラムの大曲り、と呼ばれるあたりだった。

　侘瑠徒から一長里キロメートル半ほど離れたそのあたりは、いつもなら渡し小屋の灯あかりがひとつ灯ともっているだけで、それ以外は墨すみを流したような大地が広がっているはずだった。

　だが今、晴凛の見ているタリム盆地には、何千という数の灯りが灯っていた。

「まあな、三万からの人間が集まっているんだ。街がひとつできたのと変わんねえよ」

　晴凛の右隣に立っていた伏ふせ龍たつはそう答えると、腕を組んで考え込むようにつぶやいた。

「それにしても、長ちよう弓きゆうの射程距離のほぼ二倍の距離に陣地を作るとは、沢さわ樹ぎも用心深いぜ。

　攻城用の砦とりでは射程距離ギリギリのところに作るのが定石だから、てっきりもっと近くに作ると思っていたが。ほかにも、いろいろ妨害工作を考えていたんだけどな……」

　晴凛は悔くやしそうにうなずいた。

「ええ、あの半分の距離ならギリギリ何とか届くかもしれませんけど、さすがにあそこまで飛ばせる弓はありませんからね。もっとも、矢が飛んでこないって安心感がなけりゃ、あんな風に真昼並みの明るさでかがり火を焚たいて陣地とかの構築はできないでしょうけど……」

　伏ふせ龍たつの右隣に立っていた燎りよう原げん上じよう佐さが、晴せい凛りんの言葉に答えた。

「帝国緑軍は、有事即応のために日頃から訓練を積んでいる展開部隊だからな。工兵部隊の練度は高い。闇やみ夜よの中で一切の灯あかりを使わずに、材木を組み上げることができる緑軍の工兵たちにしてみれば、あれだけの灯りがあれば、真昼間に作業しているのと同じだよ」

　晴凛は、燎原上佐の口調の中に、どこか自慢するような響きがあるのに気づいていた。

　──帝国軍に反旗を翻ひるがえし脱走兵になったとはいえ、燎原上佐は二十年以上帝国軍に身を置いていたわけだし……かつての部下を貶けなす気にはなれないんだろうな。

「帝国の工兵はあそこで、この城壁を乗り越えるための雲うん梯てい車しやとか高こう架か楼ろうとかいう道具を組み立てているということですか……」

「おそらくそうだろう。総攻撃に備えて準備怠おこたりない、というところだろう」

「ふむ……」

　伏龍は顎あごの下に右手を置いて、じっと帝国軍の本陣を赤々と照らすかがり火を見ていたが、やがて、ぽつり、と聞いた。

「燎原さんは、今、言いましたよね。帝国緑軍の工兵は闇夜の中でも組み立てができるって……でも、それほどの腕を持っている連中なら、夜中にあれほどのかがり火を焚たく必要はないはずだよな？　ってことは、あの、大規模なかがり火は、工兵以外の兵士も組み立てに加わっているってことの証明じゃねえのかな？」

　燎原は、あ、そうか、という顔になった。

「確かに君の言う通りだ。一般兵を動員するとしたら、手て許もとを明るくするために照明が必要になる！　ということは、帝国軍は、一般兵も動員して城攻めの道具を組み立てているってことだな……」

　伏龍はうなずいた。

「ええ、それに間違いありません。問題は……なぜ、そんなにしてまで、夜中に兵士を動員して準備しなくちゃならないのか、その理由です。

　常識的に考えれば、別にこんな夜中に夜っぴて準備しなくちゃならねえ理由はねえ。

　帝国軍は今日きようの夕方、あそこにやってきて布陣したばかりだ。普通なら、明日あしたの朝を待って、明るくなってから城攻めの道具を組み立てるもんだ。なにも、行軍してきたその晩に、あんな風に徹夜で作業しなくたっていいはずだ。そうは思いませんか？」

「言われてみればその通りだな……まるで追い立てられているかのようだ……」

　燎原の言葉を聞いた晴凛は、あることに思い当たった。

「あ！　もしかして……帝国軍の連中は、あれに気がついたんじゃ……」

「あれ？　あれとは何かね？」

　怪け訝げんな顔をする燎原に、晴凛は説明した。

「食料です！　延えん声せいの帝国軍の備蓄食料を買い集めたときに、すぐに発覚しないように砂と糠ぬかを混ぜた偽物の穀物袋を作って、それとすり替えておいたんです！

　もしかして、その偽装に気がついたんじゃないかな？」

　伏ふせ龍たつは面白そうに笑いながらうなずいた。

「ああ、俺も同じことを考えていた……おそらく、帝国軍の連中は延えん声せいを出陣するときには、そのからくりに気がついていなかったに違いねえ。出陣して食料を運び出そうとしたときに発覚したんだろうな」

　燎りよう原げん上じよう佐さはうめくようにつぶやいた。

「三万の軍勢を布陣させた後で、食糧不足が露ろ見けんしたというのか？　食料が無くては軍隊は戦闘力……いや、兵士そのものを維持できん。兵士たちは食えるから軍にいるのだ。満足に食わせてもらえないということがわかれば、片っ端から脱走してしまうぞ？」

「だからですよ……あの帝国軍を指揮している沢さわ樹ぎは、自分たちが食糧不足だということを兵士に知られたくねえんだ。

　だから、手持ちの食料が尽つきる前に、何が何でもこの侘タ瑠ル徒トを落とそう、そう考えている。沢樹には時間が無い。限られた時間の中で何とかするしかない。その焦あせりがあのかがり火を焚たいた徹夜作業というわけです」

　燎原がふむ、と考え込んでいると。

　城壁の階段を駆かけ上がってくる、ぱたぱた、という小さな足音が聞こえた。

　──あれ？　あの足音は……。

　と、晴せい凛りんが考えるのと同時に、階段を二段跳とびで駆け上がってきたミーネが、最後の段を跳び越して、ぽん！　という効果音が聞こえてきそうな勢いで城壁の上に現れた。
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　あたりをきょろきょろと見回したミーネは晴凛と伏龍を見つけると、にぱっと白い歯を見せ、両手を振り回しながら走り寄ってきた。

「広場にいないと思ったら、三人揃そろってこんなところにおったのか。どうじゃ？　帝国軍の様子は？　広場でわしが焼いた焼肉の煙と匂においは、空き腹を抱えた帝国軍のところまで漂ったかのう？」

「ええ、この季節、夕方から宵よいの時間帯に北からの風が吹きますからね。きっとミーネ姫の焼いた焼肉の匂いは、帝国軍の本陣まで届いたと思いますよ」

　晴凛はそう言うと、赤々とかがり火を灯ともしている帝国軍の本陣を指差した。

「あそこで夜なべ仕事をしている連中の中には、空すき腹を抱えているやつがいっぱいいると思いますよ」

「そう言えば、帝国軍の本陣はえらく明るいのう。まるで祭りでもやっているみたいじゃ」

　ミーネはそう言いながらつま先立ちをして、城壁の上部にある胸きよう壁へきと呼ばれる凸とつ型がたの石積みの間から外を覗のぞいた。

　その仕草を見た晴凛は、ちょっと驚いた。

　──僕がこの侘タ瑠ル徒トに来た頃、確か、ミーネ姫はあそこまで背が届かなかった。

　ほんの数カ月しか過ぎてないのに、背が伸びたんだな……。

「しかし、こうやって敵が準備をしているところを、指をくわえて見ているだけ、というのも癪しやくじゃな……何か策は無いのか？　晴せい凛りんの弓の腕ならあそこまで飛ぶのではないか？」

「いや、いくら何でも、それは無理です……」

　晴凛は苦笑しながら説明した。

「人の力には限度があります。帝国軍の使う長ちよう弓きゆうの中には、強ごう弓きゆうと呼ばれる遠距離専門の弓がありますが、それでも飛ぶのはせいぜい二百短里メートルくらいで、思い切り仰ぎよう角かくをつけても、三百短里は無理なんですよ」

「ならば、もっと大きな弓を使えばいいではないか！　那な刳ぐりのいる鍛か冶じ場に、でっかい弓が置いてあるぞ？　あれを使うというのはどうじゃ？」

「大きな弓？」

「そうじゃ！　あの霜そう弊へい経けいの銅像が持っていた、大きな鉄の弓じゃ！　あれならあそこまで届くじゃろう？」

　晴凛と伏ふせ龍たつは顔を見合わせた。

　確かに、ミーネの言う通り、霜弊経の銅像の持っていた弓は大きかった。全長は四短里はあるだろう。鉄でできていて針金の弦げんが張られている、かなり凝った造りのものだった。

「確かに、あれは大きい弓ですけど、あんな大きな弓は人の力では引けませんよ？」

「一人ひとりで引かなくてもいいじゃろう。馬で引いてもいいし、何と言ったかのう、あの重たい丸太を持ち上げるときに使う、綱を掛ける輪っか……」

「滑かつ車しやのことですか？」

「ああ、そうそう、それ、滑車じゃ！　あれを使えば、一人でも十人力だと那な刳ぐりが教えてくれた！　あれを使えば引けるはずじゃぞ？」

「確かに、引こうと思えば引けますけど……弓を押さえる弓手ゆんではどうします？　あんな大きくて重たい弓、持てませんよ？」

「う……それは……」

　そのとき、言葉に詰まったミーネを見ていた伏ふせ龍たつが、すっとんきょうな大声を上げた。

「それだっ！」

「うにゃあ！」

　ミーネがびっくりしたように飛び下がった。

「な、何じゃ！　何があった？」

「その背中にある弩ど弓きゆうを見て思いついたんだ！　弓を立てて使おうと思うからいけない！　弓を寝かせて、大きな丸太に固定するんだ！　でっかい弩弓として使えば、矢を遠くまで飛ばせるかもしれない！　やつらの度肝を抜いてやれる！」

　晴せい凛りんと燎りよう原げんは顔を見合わせた。

「どう思います？」

「鉄の弓と言っても飾り物だからな。鋳い物ものだとしたら硬くてもろい。力を加えれば折れてしまうだろう……」

「わかった！」

　ミーネはそう言うなり、階段のほうに走り出した。

「どこに行くんですか？」

　ミーネは振り向いて答えた。

「那刳のところじゃ！　ここでぐだぐだ考えているよりも、実物を見たほうが早い！」

「それもそうだ」

　晴凛と伏龍、そして燎原の三人は再び顔を見合わせて、どちらともなく笑った。




　那刳が仕事をしている侘タ瑠ル徒トの鍛か冶じ屋の作業場の中は、壁も天井も真っ黒に煤すすけており、鉄の焼ける臭においと炭の燃える臭いが充満していた。

　鉄を溶かし鍛たん造ぞうするための炉ろからは、真っ赤に燃えた炭がふいごの音に合わせて勢いよく炎を吹き上げている。

　厚手の革の前掛けを身に着けた那刳は、伏龍の言葉を聞いて大きくうなずいた。

「ああ、あの弓か！　あれなら、鍛たん鉄てつでできているぞ！」

「鍛鉄ですか！　鋳い物ものじゃないんですね？」

　驚く伏ふせ龍たつを見て、那な刳ぐりはうなずいた。

「ああ、俺も驚いたんだ、普通あんな大きな弓を作るなら、青銅の鋳物にするからな。あれを作った職人には、何か知らねえが、こだわりがあったんじゃねえかな？　こう……針金を張ったときの弓の反りを忠実に作りたかったとか、そういったこだわりが……」

　伏龍は壁に立て掛けてある大弓に近づくと、右手でコンコンと叩たたきながら那刳に向き直った。

「……で、こいつ、弩ど弓きゆうにするにはどれくらいかかる？」

「そうだな……一日、いや、今から取りかかれば、明日あしたの朝にはでき上がるかもしれん」

「そんなに早く？」

　驚く晴凛を見て、那刳は後ろにある棚を指さして、にやっと笑った。

「弓を固定する金具を一から作ってたんじゃ無理だがね。そこに、門の修理に使う大きな蝶ちよう番ばんや、太い釘くぎがあるだろう？　あれをちょいと加工して使えば、何とかできそうだ……それにしても、お前さんたちは面白いものを考え出すなあ」

　ミーネが胸を張った。

「うむ、この大おお弩ど弓きゆうも、言いだしっぺはわしなのじゃ！」

「うん、ミーネ姫は偉いぞ」

　那刳はそう言って笑った後で、ちょっと真ま面じ目めな顔になって伏龍と晴せい凛りんを見た。

「考えつくのも偉いが、子供の考えることだと馬ば鹿かにしないで、できるかどうかやってみよう、と思えるお前さんたちも偉い」

「いや……俺たちも中身は子ガ供キみたいなものだから……なあ」

「ええ、まあ」

　照れたように頭を搔かく晴凛を見て、那刳はもう一度笑った。

「子供だから帝国に喧けん嘩か売れるんだ。お前さんたちの中にある、その子供の部分を大切にしたほうがいいぞ」




　鍛か冶じ場を出たところで、伏龍は晴凛とミーネ、燎りよう原げんに向き直った。

「……というわけで、今夜は寝よう」

「へ？」

　晴凛は思わず間抜けな声を上げてしまった。

「寝るって……」

　伏龍は帝国軍の本陣のある方角を指差した。

「あのかがり火を見ただろう？　帝国軍は明日のために準備中だ。今夜は攻めてこねえ。通常の見張り員と待機の兵士だけを残して、俺らとほかの兵士たちもしっかり寝るとしようぜ」

「で、でも、敵の夜襲とかが、あるかもしれません！」

「うむ、私もそう思う。こちらの兵力や戦闘力を調べるために、小規模な夜戦を仕掛けてくる可能性は捨てきれない」

　伏ふせ龍たつは晴せい凛りんと燎りよう原げんの顔を交互に見てから、口元に微笑を浮かべ首を振った。

「いや、それはない。なぜなら、さっきも言った通り、沢さわ樹ぎには時間が無いんだ。短期間に決着をつけるとしたら、そんな小刻みな兵力の投入なんて不効率なことはしねえ。大規模な兵力を大量に投入し、一気に攻略する！　それしかねえんだ。

　それに……俺はあの沢樹の性格をよく知っている。あいつは自己顕けん示じ欲が強い。この戦いで自分の優秀さを見せつけて、名を売りたいと思っているに違いない。

　優秀な戦い方というのは、一気に形勢が決まるような鮮やかな戦い方だ。小細工を弄ろうするような戦い方じゃない。ましてや、俺の小細工に悩まされたとしたら、死んでも俺と同じような戦い方はしないだろう。あいつはそういうやつだ」

「はあ……」

「うむ……」

　晴凛と燎原はお互いの顔を見合わせた。

　伏龍の言ってることはもっともなのだ。だが、目の前に三万の大軍が押し寄せているこのときに、あっさりと寝てしまっていいものだろうか？

　──さすがにそれは、まずいんじゃないか？

　そう考えるのは当然である。

　だが、伏龍はそんなことにはお構いなしに、両手を握って頭の横に持ってくると、そのまま背筋を伸ばすようにして、あくびをした。

「ふぁあああ、じゃあな、俺は先に寝るぞ」

　そう言って立ち去りかけた伏龍を見て、晴凛が声をかけようとする。

　そのとき、伏龍はくるりと振り向いた。先ほどの緩ゆるい微笑とは違い、目が真剣だった。

「いいか、晴凛。俺たちは劣勢だ。そんなことは、言われなくたってみんなわかっている。ここに立って、あの灯あかりを見るだけでわかることだ。だからこそ、ここで寝るんだ！　俺も、お前も、燎原さんも！　この侘タ瑠ル徒トにいる兵士たちは、俺たちを見ている。表情、しぐさ、態度。そのすべてが見られている！

　当たり前だ。兵士たちは俺らに、自分の運命を預けているんだからな。敵のことも気になるだろう。でも、自分たちの上に立つ人間が何を考えているかのほうが、もっと気になるんだ。

　兵士は目の前の戦いしか見えない。でも、指揮官はもっと広く遠くを見ている。自分たちの知らない先のことを見ている。そう考えているんだ」

　伏龍はそこで言葉を切ると、にやっと笑ってみせた。

「だからこそ、寝るのさ。ちゃんと見張りと、何かあったときのための初動人員を確保しておけば、あとは寝てしまっても問題は無い。それに、明日あしたからの戦いに備えて、気力と体力を養うのは、当然のことだ……違うか？」

「それはそうですけど……」

　伏ふせ龍たつは晴せい凛りんの顔を見て微笑ほほえんだ。

「お前が感じている、その後ろめたさみたいな気持ちは不安の裏返しだ。だからこそ、その不安を表に出すなって言ってんだ。わかったか？　わかったら寝ろ！　俺は先に寝るからな！」

　伏龍はそう言い残すと、城壁の上の見張り台から下りていった。

　後に残った晴凛と燎りよう原げんは、再びお互いの顔を見合わせた。

　最初に口を開いたのは燎原だった。

「いや、何というか……指揮官というものを頭ではわかっていたつもりだったんだがな。ああやって面と向かって言われると、いろいろ気づかされるものだ。

　簡単に言ってしまえば、部下に不安感を与える上官、国民に不安感を与える王は、その資格が無いということだ。ハッタリでもやせ我慢でも何でもいいから、他ひ人とに希望を与えることが求められている。そういうことだよ。

　私はあとしばらく兵士たちの間を回って、彼らと話をしてから寝よう。君も寝られるときにはしっかり寝ておいたほうがいいぞ」

「はい、わかりました」

　晴凛はそう言うと小さく頭を下げた。




　晴凛と別れ、総そう督とくの公邸の南側にある南寮と呼ばれる離れの別宅に戻ってきたミーネは、寝間着に着換えて寝室にいた。

　いつもなら、隣にいるはずのミリンの姿は無い。

　部屋の中は薄暗く、枕元に立っている燭しよく台だいの小さな灯あかりが、広い寝室をぼんやりと照らし出しているだけである。

　小さな灯芯の炎が、ゆらゆらと揺ゆれるたびに、光の届かない部屋の隅の暗がりが微び妙みように姿を変える。

　ぽつんと一人ひとりで寝床の上で枕を抱えて座り込んだミーネは、半はん刻ときほど前に様子を見にきたアイリーンに向かって虚勢を張った自分の言葉を思い浮かべていた。

　──あんなことを言うのではなかった……。

『はぁい、姫さま。今日きようは大変だったわねぇん』

『どうしたのじゃ？　もしかして、夜食を持ってきてくれたのか？』

『……あれだけ晩ご飯食べて、まだ食べたりないの？』

『何か抱えておるようだからな』

『ああ、これ？』

　と、アイリーンが掲げて見せたのは、彼女が使っている枕であった。

『……何じゃ、食えないものを持ってきて。つまらん』

『うふふ、ごめんなさいね』

　そう言ってくすくす笑うと、アイリーンはミーネの布団に近づいてきて、

『もしかしたら、姫さまが独ひとり寝で怖いんじゃないかなって思ってね。一いつ緒しよに、寝ない？』

『にゃ？』

　ミーネは一いつ瞬しゆんぽかんとして、その後、首をぷるぷると横に振って、

『な、ななな、何を言うか！　怖いなんて、そんなことあるものかっ！』

『……そんなに振りまくったら、首の骨がはずれちゃうわよ？　……って言うか、図星だった？』

『こっ、怖くない、怖くなんかないのじゃ！　わしは、いやしくもシャン族の姫なのじゃ、臆病者ではない！　だから……一人ひとりで寝ることなど、朝飯前なのじゃ！』

　と、こんな感じで、ミーネはアイリーンを枕ごと追い出したのが、半はん刻ときほど前であった。




　あのおっぱいお化けは、わしのことを心配して、一緒に寝るか？　と誘ってくれたのに、わしはつまらん意地を張って断ってしまった。

　ミーネは一人ぼっちの寝室を見回して、ふう、と小さくため息をついた。

　──この部屋は、一人で寝るには広すぎる……あの行かず後ご家けが横にいて、ちょうどいいのだ。

「……まったくもう、あの馬ば鹿かミリンめ！　わしをこんなところに一人で寝かせおって！」

　そう、口に出してつぶやいてみたものの……自分の言葉の理り不ふ尽じんさに、かえって落ち込んでしまった。

　ミーネが落ち込むのも無理はない。

　ミーネは物心ついた頃から、ずっと護人もりとのミリンと一緒だった。

　護人というのは、シムールの族長の子弟などに特別に付く養育係である。子弟と寝食を共にして、シムールの族長として執とり行う祭さい祀しなどの作法や、さまざまな伝統的な知識を教え込むのが、その役目である。

　とはいえ、野生児のミーネがおとなしく言うことを聞くはずもない。

　生半可な娘では、ミーネの護人は到底務まるまい。そう考えたシャン族の族長イシルが一族から選び出したのが、体術で身体からだを鍛きたえ上げたミリンだったのである。

　歯に絹着せぬ毒舌振りと、人一倍キツイ性格で、シャン族はおろかシムール十二支族に名がとどろき渡っていたミリンだったが、ミーネとは相性がよかったのだろう。以来八年間、ミーネとミリンは一緒に生活してきたのである。

「うー……」

　枕を抱え込んだまま、ミーネは低くうなって、そのままごろん、と寝床に転がった。

「どうすればいいのじゃ。眠いのじゃ、でも、寝るのが怖いのじゃ……わしは今まで一人ひとりで寝たことがない。いつもミリンと一いつ緒しよじゃった……ミリンと別れて一人で寝たことなど一度も……」

　そこまでつぶやいたとき、ミーネの目が見開かれた。

「いや……あるぞ！　うん、ある！　族王エオルのところに行ったときじゃ！　あのとき、わしはアイリーンに言われた通りに、自分の寝床を抜け出して、晴せい凛りんの寝床に忍び込んだ。

　晴凛はおらんかったので、わしは、そのまま晴凛の寝床で寝てしもうたが……」

　ミーネは目を見開くと、大きくうなずいた。

　──うん、そうじゃ！　晴凛じゃ！　晴凛と一緒に寝れば何も怖くはない！　晴凛のところに行って一緒に寝てくれと頼めばよいのじゃ！

　晴凛は優しいから、きっと駄だ目めとは言わん。一緒に寝てくれるはずじゃ！

　思わず顔を上げたミーネだったが、すぐに頰ほほを赤くして下を向いた。

「いや……駄目じゃ。それではまるで、わしが晴凛のことが好きで好きでたまらんようではないか。だ、だいたい、一人が怖いからなんて言ったら、まるで子供ではないか！　それはいかん。それは面白くない……」

　ミーネは枕を抱えたまま、寝床の上でまだまだ大人とは言い難い細い足をじたばたと動かした。

「うにゅう、何かよい知恵はないか……こう、一緒に寝ることができる理由は……」

　そして、ミーネは、はた、と足を止めた。

　そのまま、がばっと起き上がる。

　枕を抱え込んだまま、ミーネは再び大きくうなずいた。

「そうか！　理由を見つけた！　うん、これなら文句はあるまい！」

　その視線の先には、部屋の片隅に立て掛けていた、お気に入りのあれがあった。




　ミーネが何やら思いついたその頃、総そう督とく府公邸の本宅の一室では、大きな寝台の上に横になった晴凛が、寝付けないまま狭せまい部屋の天井を見上げていた。

　その狭い部屋は本来は総督に仕える侍じ従じゆうの部屋であり、総督の寝室ではない。

　総督の寝室は公邸の最も奥にあり、晴凛が寝ている部屋の数倍の広さがある。

　今、その部屋は負傷したシャン族の兵士たちの病室として使われている。

　晴凛が寝ている大きな寝台は、本来、その寝室に置かれていたものだった。だが、病室で使うには大きすぎるため、この部屋に移されたのだ。

　晴凛は『こんな大きな寝台に寝るのは無む駄だです』と主張したのだが、伏ふせ龍たつに『使わないでゴミにするほうがもっと無駄だ。侘タ瑠ル徒トの王なんだから、せめて寝台くらいは王様気分になれ』と言われて、無理やり使わされている。

　部屋の半分以上を占しめている大きな寝台の上で、両手を頭の後ろで組んだまま、天井を見上げた晴せい凛りんは、寝床に入って何度目かのため息をついた。

　──ふう。

　伏ふせ龍たつさんは、さっさと寝ろ、みたいなことを言ってたけど、そんなに簡単に寝られるわけがないよなあ。

　三万の帝国軍が城壁の向こうにいて、虎こ視し眈たん々たんと侘タ瑠ル徒トを狙ねらっているってことを知っていて、それでも高いびきで寝られるくらいじゃないと、王様の資格なんかないんだろうけど……。

　──考えてみれば、王様になろう、なんて僕は考えたこともなかったんだよな。

　反乱を起こしたってことにされて、言い訳も何もできなくて、殺されないためには、こうするしかなかったわけで……結果的に、帝国から分離独立した侘瑠徒という街の王様ってことになっちゃったわけだけど……。

　シムールのエオル王のように、帝国も中立を認めてくれないかなあ。シムールでもない、帝国でもない、という位置を認めてくれれば言うことはないんだけど。でもちょっと、そいつは虫がよすぎるよなあ……。

　そう言えば、エオル王が言っていたよな……シムールの族長連合が侘瑠徒を認めたのは、タッケイとユルム連合軍三万を見事に退けたからだ。その実績があったから、侘瑠徒の中立を認めたのだって。

　口先だけで何を言ったって、信用してくれるわけがない。帝国だってそれは同じだ。

　伏龍さんも言ってたよな、国家の力関係は無む法ほう者ものと同じだ。そして無法者にとって話し合いというのは、まず殴なぐり合ってそれで決着がつかなかったときに、初めて出てくる選択肢だって。

　──嫌いやだなあ、そんなの。でも、そういうものなんだろうなあ。世の中って……。

　晴凛が、またため息をつこうとした、そのとき。

　部屋の外で、何やらシムール語でひそひそ言い合う声が聞きこえた。

　──あれ？　誰だろう。こんな夜中に。

　片方は奥の病室で負傷兵の手当てをしているシャン族の薬師さんの声だよな……もう一人ひとりは……まさか！

　そのまさかだった。

　晴凛の寝室の戸ががらりと開くのと、ミーネの声が響くのは同時だった。

「晴凛！　護衛に来たぞ！」

「え？」

　寝床に肘ひじをついて上半身を起こした晴凛が見たものは、小こ脇わきに大きな枕を抱え寝巻着姿で胸を張っているミーネの姿だった。

「護衛……って？」

　──どういう意味ですか？　と聞く前に、ミーネが自信満々の顔で答えた。

「うむ、晴せい凛りんはこの侘タ瑠ル徒トの王じゃ！　帝国の刺客が送り込まれるやもしれん！　だから、わしがお前の隣に寝て、寝込みを襲ってくる刺客から守るのじゃ！」

　その顔を見ていた晴凛は、すぐにピンときた。

「ははあ……どうやらミリンさんと別れて一人ひとりになったので、あの部屋で寝るのが心細くなったんですね？」

　図星であった。

　ミーネは目を見開いて、しばらく酸素が足りなくなった金魚のように口をぱくぱく開けた後で、慌あわてて首を振った。

「ち、違う！　そんなことではないぞ！　わしは、お前のことが心配で心配で寝られなかったのじゃ！　だからこうして……」

「枕を持って、護衛に来てくれた……というわけですか？」

「そ、そうじゃ……」

　ミーネが両手で枕を抱きかかえて、こくん、とうなずく。すると。

　──ごとん！

　何やら重い音と共に、何かが枕の中から床に落ちた。

　それは、ミーネ用に那な刳ぐりが作った弩ど弓きゆうだった。当然ではあるが、矢も持ってきている。その矢じりが晴凛のほうを向いてキランと光った。

　物ぶつ騒そうなこと、この上ない。

「うわ、何でそんなものを！」

「こ、これは、もしものときにお前を守る武器が必要だと思ったからじゃ！

　断じて、これを持ってくれば、一人で眠れないから来たと見破られても、言い訳になると思ったからなんかじゃ、ないんじゃぞ！　絶対じゃぞ！　ホントじゃぞ！」

　必死に言い訳するミーネを見ながら、晴凛は、やれやれ、という顔で考えた。

　──知らない人が見たら、どう見ても、こっちが刺客だよなあ……さて、どうしたものか。

　ミーネはおずおずと上目遣いで晴凛を見ている。その表情には不安と期待が入り混じっていた。

　いつもなら、こっちのことなどお構いなしに、さっさと寝床に潜もぐり込んできただろう。なのに、今日きようは、やけにしおらしい。

　──どうやら、ミリンさんがいないのが、よほど心細いらしいな。

　考えてみれば、ミーネ姫はシャン族の許もとを離れて、この侘瑠徒で生活していたときもずっとミリンさんと一いつ緒しよだった。

　一人で寝たことがないとしたら、そりゃあ心細くもなるだろう。

　追い返すのはいくらなんでも可哀かわい想そうすぎるよな……一緒に寝るのも初めてじゃないし。まあ、いいか。

　晴せい凛りんはにっこり笑った。

「わかりました、ミーネ姫に護衛をお願いしましょう」

「本当か！　よかった！　……じゃなかった……えーと、ああ、そうだ、お前がそうまで言うのなら、特別じゃ。わしが添い寝してやろう。安心して寝るがいい！」

　ミーネは練習してきたような口調でそう言うと、枕と弩ど弓きゆうを抱えて寝台によじ登ってきた。

「弩弓は床に置いておいたほうがいいと思いますよ？　角が当たると危ないし……」

「何を言う！　わしは護衛だ！　丸腰で寝るわけにはいかん！」

「はいはい、そうですか、あくまでもそこにこだわるということですね。わかりました。じゃあ、枕の上のほうに置いておきましょう。いくらなんでも、こいつを抱えて寝るわけにはいきませんからね……」

　晴凛はそう言うと、ミーネの手から弩弓をひょい、と取り上げて、枕の上のほうに置いた。

「あ……」

　弩弓を取り上げられたミーネが小さく声を上げるのを聞いた晴凛は、笑いながら夜具を引っ張り上げた。

「はいはい、じゃあ寝ますよ。もう夜も遅いですからね」

「むう……」

　ミーネはおもちゃを取り上げられた子供のように不満げに唇くちびるを尖とがらせると、そのまま枕を抱えて夜具の中に潜もぐり込んだ。

　枕に顔を突っ込んだまま、くぐもった声でミーネは言った。

「言っておくが、わしは本当に護衛のために、ここにこうして来たのじゃぞ。

　間違っても一人ひとりで寝るのが怖かったとか、心細かったとか、そんな理由ではないからな？　念を押しておく。いいな？」

「はいはい」

　ミーネは枕から顔を上げて、晴凛をむぅとにらんだ。

「はいはい、と言うな！　はい、のひと言で充分じゃ！」

「……はい」

　目の前で優しく微笑ほほえむ晴凛と目が合った。

　そのとたん、ミーネの顔が、ぼひっ！　と音が聞こえるくらい赤くなった。

「あ、あうう……そ、そうじゃ、はいは一回でいいのじゃっ」

　ミーネは慌あわててくるりと晴凛に背を向けた。

　──うわわわ、なぜじゃ？　なぜ急にこんなに恥はずかしくなるのじゃ！　この間、エオル王のところで寝たときには、何ともなかったのに！

　ミーネは肝心なところに気づいていないが、エオル王の包建パイクーで晴凛の寝床に忍び込んだときは晴凛はおらず、ミーネは先に寝てしまっていた。

　こんな風に直接、顔を合わせていたわけではない。何ともなかったのも、当然である。

　背中を向けた、そのうなじに、晴せい凛りんの息がかかるような気がして、ミーネは思わず身体からだを丸めた。晴凛がそばにいる夜具に、自分がくるまっているのだと思うと、なぜか胸の動どう悸きが高まるのだ。

　──むぅ、これではかえって寝れんではないか。

　目の前で、ごそごそと丸くなったミーネを見て、晴凛は思わず胸の中で笑った。

　──何か、大きな猫ねこと一いつ緒しよに寝ているみたいだな。

　ミリンさんがこの光景を見たら、きっとひどい悪口を言われるに違いない。

　夜具の中に、ふわっと、何かいい匂においが満ちた。

　それは、花の匂いに似たどこか甘い匂いだった。

　──あれ？　これ、何の匂いだろう？？

　晴凛は自分の記憶の中にある嗅きゆう覚かくの記憶をたどった。

　──こんな、いい匂いをかいだのは初めてだ。

　アイリーンさんは身体に香こうを焚たき込んでいると伏ふせ龍たつさんが言っていたけど、その通りすごくいい匂いがする。風上に立つだけでわかるくらいだ。

　あの匂いに比べれば、すごく薄い、ほのかな匂いだけど……どこか似ている。

　ミーネはアイリーンさんのところに行って、いろんなことを聞いているみたいだし、もしかしたら、香を焚くことを教わったのかもしれないな。

　気がつくと、ミーネが寝息を立てていた。

　規則正しく上下する目の前の丸い夜具の盛り上がりを見て、晴凛はふっと笑った。

　──護衛は……無理のようですね。ミーネ姫。

　晴凛は夜具の中に漂うふんわりとした香りを大きく吸い込んだ。

　その香りを吸い込んだとき、なぜだかイライラしていた神経のトゲが、すうっと収まっていくような気がした。

　──でも、こうやって一緒にいるとなんとなく安心しちゃうのは、なぜだろう？

　ミーネ姫が頼りになるわけじゃない。どっちかというと逆だよな……頼られているって言ったほうがいいかもしれない……というか、実際、頼られているんだけど。

　そんなことを考えている晴凛の目の前で、ミーネがごろんと寝返りを打った。

　何か夢を見ているのだろう、小さな声でむにゃむにゃとつぶやく。

「当たったぞー晴凛、ど真ん中じゃ……わしを見直したか……うんうん、それでいい……」

　どうやら、夢の中で、晴凛の護衛として大活躍しているらしい。

　晴凛は大きくため息をつくと、そっとミーネの頭に右手を載せた。

　毎晩ミリンが櫛くしで梳すいている髪の毛は、今夜はくしゃくしゃのままだ。その髪の毛の印象もあって、今夜のミーネはいつもより子供っぽく見えた。

　──侘タ瑠ル徒トの街に頼られても、背負いきれる自信は無いし、不安で不安で仕方ないけど……なぜだろう？　ミーネ姫に頼られるのは嬉うれしい。

　人間って、人から頼られると嬉しい生き物なのかもしれないな。

　自分の力量が認められた喜びって、自信に繫つながるからなのかな？

　君を認めているよ、君を信頼しているよって言われるのって、やっぱり嬉しいものな。

　こうやって誰かに頼られるって嬉しさを、他の人にも感じさせてやりたいな。

　──そうだ。明日あした、伏ふせ龍たつさんに相談してみよう……。

　晴凛は大きく息を吐いて、目を閉じた。

　何だか、今度は眠れそうな気がした。







　　　第二章「侘瑠徒攻略戦二日目、朝」







　日の出前の空は、どこかにまだ夜の余よ韻いんを残した濃い青色に染まっている。

　東の荒地の先にそびえる東山脈の山々の向こうが、白く輝き始めた頃。

　朝もやの漂うタリム盆地の中に、兵士を起こす帝国軍の起床ラッパの鋭い音が響き渡った。

　簡単な天幕の下で、厚手の毛織物に包まって寝ていた兵士たちが、ごそごそと動き始める。

　一人ひとりの兵士がのんびりと支度を始めた同僚を急せかした。

「おい、急げ！　完全装備で整列だぞ！」

「そういえば、そんなことを聞いたような気がしたな……」

「馬ば鹿か！　何をのんびりしてやがる！　今日きようから毎朝整列させる。遅い部隊には朝食の支給が無いって、夕べ、隊長が回ってきて言ったじゃねえか！　こいつは連帯責任だぞって！　お前の愚図のせいで、飯が食えなくなったら同じ隊の連中から吊つるし上げ……いや、袋ふくろ叩だたきだぞ！　食い物の恨うらみは恐ろしいんだからな！」

　そう言われて、初めて納得したのだろう。のんびり支度していた同僚の兵士は、慌あわてて動き出した。

　百人隊長の横についている旗手が集合地点を知らせるために吹く警笛が、野営地の中に響き渡る。

　完全装備に身を固めた三万の兵士たちが、がちゃがちゃという鎧よろいの音を立てながら走り回る音はすさまじいものとなるため、人間の声による号令はとても聞こえない。

　兵士たちは、警笛の音と旗手の掲げている旗を目当てに自分の隊を見分けて、そこに集合するのである。

　要領のよい部隊は二十人隊長が自分の部下を掌しよう握あくして二十人ごとに集まってくるが、中には部下をまとめられずバラバラに集合してから人数を確認している部隊もある。

　野営場の外周では、白い兜かぶとをかぶった憲衛兵たちが集合してくる兵士たちの群れを確認していた。

　憲衛兵というのは、いわば軍隊の中の警察官である。

　一般兵士の規則違反や不正行為の取り締まりと、幹部士官の抗命、つまり命令違反や反逆なども取り締まるのが仕事である。現場の指揮官の命令ではなく、中央の軍務局の命令で動く特別部隊である。

　強大な兵力を持つ前線部隊の指揮官が帝国に反旗を翻ひるがえさないかどうか、常にチェックするのもまた彼ら憲衛兵の仕事であり、この侘タ瑠ル徒ト攻略部隊において沢さわ樹ぎ延えん銘めいの指揮下に置かれることになったのは当然のことだった。

　足元に置かれた香こう炉ろの燃え具合を見ていた憲衛兵の一人ひとりが、顔を上げて沢樹に告げた。

「時間です！」

「わかった……」

　沢樹はゆっくりとうなずくと、右手を掲げた。

　それを合図に再びラッパが吹かれた。

　三万の兵士のほとんどは集合を終え、百人ごとの五列横隊を作って沢樹の前に集結していた。

　寝過ごしたのだろう。今頃になって、集合場所に駆かけ込んでくる兵士もいる。

　だが、その兵士たちは、すべて憲衛兵たちによって止められてしまった。

　昨夜、煌こう々こうとかがり火を燃やした中で、工兵たちが作り上げた丸太で組んだ指揮台の上に立った沢樹は、目の前に並ぶ三万の帝国兵に向かってゆっくりと口を開いた。

「我が忠勇なる帝国軍の兵士たちよ！　諸君らの前にあるあの侘瑠徒は、我が帝国の領内に刺さったシムールのトゲである！　あのトゲの中には帝国を裏切り、憎にくきシムールと手を結んだ反乱者どもが住み着き、帝国国内に不信と腐敗に満ちた毒を流し出そうとしている！

　諸君らが柔らかな砂地ではなく石の転がる荒地に野営しなくてはならなかったのも、満足な食事を摂とれなかったのも、すべてあの侘瑠徒に住み着いている性根の腐った者どもの策略である！」

　沢さわ樹ぎはそこで言葉を切ると、あらためて声を張り上げた。

「諸君らの中には、すでに風評として聞いた者がいるかもしれない。侘タ瑠ル徒トに巣食う反乱者どもの姦かん計けいによって、延えん声せいの備蓄食料を根こそぎ奪われた！　今、我が軍の元にある食料は二十二日分である！」

　兵士の間にどよめきが広がった。

　不安そうな顔で互いの顔を見合わせる者や、不安から首を振る者たちで、整列した三万の軍勢が波打つように動く。

　──ああ、言ってしもうた。

　指揮台の下で沢樹を見守っていた孟もう旗き将軍は、小さく首を振った。

　──確かに誤った風評を抑え込むには、正しい情報を与えるに限る。真実は強い。噓うそや誤魔化しを打ち消すだけの力がある。しかし、それは両刃の剣だ。噓や誤魔化しを消すのと同時に人々が抱いだいている希望的観測や幻想をはぎ取り、現実を目前に突き付けることになる。

　世の中には、真実を理性的に冷静に受け取ることができる人間ばかりが住んでいるわけではないのだ。

　真実を告げることで指揮官が信用されるとは限らない。真実が逆に指揮官を見限る理由になることもある。優勢に軍を進めることができれば、兵は指揮官を信頼するだろう。しかし、もし敗色が強まれば、兵はあっという間に崩れるに違いない。

　孟旗将軍は指揮台の上に立つ沢樹を見上げた。

　──つまり、あの男はそれだけの自信があるからこそ、ここで真実を告げたのだろう。決して負けないという自信が……。

　沢樹の言葉は続いていた。

「……食糧不足を恐れることはない！　私は諸君らに十分な食事と休息を与えることを、ここに約束する！　それは、諸君らの正当な働きに対する対価だ！

　だが、正当に働かぬ者や狡こう猾かつに立ち回り、他の部隊より楽をしようとするような者には、私はその対価を与える気はない！

　対価は優れた者、秀ひいでた者により多く与えられるべきものである！

　本日より、憲衛兵による査察を強化し、兵士の行動を採点し、劣った部隊とそうでない部隊との間に明確な食糧配給の差をつけることとする！

　規則違反した者、部隊行動の際に最後になった者、鎧よろいなどの装備をきちんと着用できない者──そういう者が所属する部隊の食糧配給の量を罰として減らし、優秀な部隊への賞しよう誉よに回す！

　間違いを犯さねば、正当な対価として十分な食事と休息が与えられ、間違いを犯した者、劣った者にはそれに応じたものしか与えられない、という厳然たる規律！　まさに信賞必罰の体制で臨むこととする！

　帝国が必要としているのは、体力的、精神的に真に優れた兵士である！　帝国緑軍は正しよう真しん正しよう銘めいの精兵に生まれ変わるのだ！」

　沢さわ樹ぎは芝居がかった身振りで、侘タ瑠ル徒トの城壁を指差して叫さけんだ。

「兵士たちよ！　不安に思うことはない！　君たちの食糧は、すべてあの侘瑠徒にある！

　昨夜、君たちもかいだだろう、あの焼肉の匂においを！

　あの城壁の中にいる連中は、シムールの手先となって我が帝国に刃やいばを向けた裏切り者である！　やつらは近隣の村々を襲い、ああやって贅ぜい沢たくの限りを尽つくしている！

　正しき道理は我にあり！　あの反徒どもを攻め滅ぼし、糧食を我が手に取り戻すのだ！」

「うぉおおおおおお！」

　三万人の兵士の上げる叫び声が、朝の空気を震わせてタリム盆地に響き渡った。

　その声は周囲の山々に当たって跳はね返った。

　山々に響き渡る、うおおおおん！　という音を聞きながら、孟もう旗き将軍は思った。

　──兵士たちはまだ気づいていない。沢樹が言った信賞必罰は、彼らにとって他ひ人と事ごとだ。いや、自分たちは優秀で賞しよう誉よを与えられる側だと思っているから、こうやって雄叫おたけびを上げることができる。自分たちが懲ちよう罰ばつを受ける側に回るとは思ってもいない。

　罰を受けてもなお、兵士たちは雄叫びを上げることができるだろうか？




　孟旗将軍は一いち抹まつの不安を覚えながらも、それを表情に出すことはせず、兵士たちを威厳のある顔で見み据すえるのだった。




　三万の兵士の上げた「うぉおおおおおお！」という叫び声は、当然侘瑠徒にも届いていた。侘瑠徒の中央広場に集まった守備兵たちはびくっと首をすくめると、不安げな顔で目の前に立っている晴せい凛りんと伏ふせ龍たつと、そして龍りゆう飛ひたちを見上げた。

「朝っぱらから元気な連中だな……まだ朝飯前だってのに」

　にやっと笑った伏龍を見て、晴凛も余裕満々、という顔で答えた。

「食えるものがあるうちは、人間、元気でいられますからね」

「そうだな、そのうち、あの連中も大声を出せなくなる日が来る……今からその日が楽しみだ！」

　伏龍はそう言った後で、ちらっと晴凛を見た。

　その目はこう言っていた。

　──それでいいんだ、晴凛。なかなか板についてきたじゃねえか。

　晴凛も視線だけで答えた。

　──わかってますよ。国王がおたおたしていたんじゃ始まりませんものね。

　──そうだ、それでいい。

　伏ふせ龍たつは視線でそう答えると、目の前に並んでいる龍りゆう飛ひをはじめとする守備兵の指揮官たちを見回した。

「さて、いよいよ防衛戦が始まる！　おそらく弓きゆう兵へいを主体とした強行偵察部隊が、この侘タ瑠ル徒トの城壁の守備体制を調べるために、東西南北それぞれの城壁に攻め寄せてくるはずだ。

　手はず通り、部隊を東西南北に分けて配置するが、その東西南北の各部隊の指揮官に対して、晴せい凛りんから話があるそうだ！」

　守備兵たちは怪け訝げんそうな表情でお互いの顔を見合わせた。

　今まで、こういうときに話をするのは伏龍の役目であり、晴凛が先に立って話をすることはほとんどなかった。

　──一体何を話すつもりなんだろう？

　守備兵たちは不安と期待の入り混じった視線を晴凛に注いだ。

　伏龍にうながされて兵士たちの前に立った晴凛は、ちょっと緊張した面おも持もちで話し始めた。

「えーと、どうも、晴凛です……今、伏龍さんがおっしゃった通り、守備隊は東西南北それぞれの受け持ちに分かれて城壁の守備についてもらうことになっています。

　僕はその東西南北のそれぞれの城壁守備部隊の隊長を、将軍に任命しようと思うんです」

　初耳だったのだろう、前に立っていた龍飛がすっとんきょうな声を上げた。

「しょ、将軍だってえ？」

　突とつ拍ぴよう子しもないその言い方に、守備兵の中から笑いが起こった。

　龍飛は真っ赤な顔で唇くちびるを尖とがらせて文句を言った。

「冗談も休み休み言ってくだせえ！　俺は、しがねえ十人隊長ですぜ？　将軍ってのは万人単位の兵士を動かす人間の肩書きだ！　俺を将軍にするなんて悪ふざけはやめてくだせえ！」

　晴凛は笑いながらうなずいた。

「うん、そうだよね。帝国軍では、将軍ってのは軍団長以上の人の称号だ。でも、ここは帝国じゃない。ここは侘瑠徒なんだ。だから侘瑠徒の基準で将軍を選んでも、ちっとも不思議じゃないんだ」

　そして、晴凛は整列した兵士たちを見回して言葉を続けた。

「部下のいない将軍の肩書きなんか何の意味もないかもしれない。将軍に任命されたからって、別に楽になるわけじゃないし、お金が貰もらえるわけじゃないし、帝国の役人のように領地を任されるわけでもない。本当に、肩書きだけのものにしか見えないかもしれない。

　でも、これは信頼の証あかしなんだ。侘瑠徒の人間が、その人を信頼している、その人を将軍として認めているってことの証明なんだ。

　侘瑠徒には、指揮官になれる人がほとんどいない。士官と呼べる人は、燎りよう原げん上じよう佐さとあと数人くらいで、それ以外の人は十人隊長や二十人隊長ばかりだ。だから、僕はその中で優秀な人を士官にして、将軍に任命しようと思ったんだ」

　龍りゆう飛ひは目を丸くした。

「それが俺ってことですかい？」

「そうだよ、龍飛さん。あなたは部下の人たちから慕したわれているし、勇ゆう敢かんだし、それに頭もいい。伏ふせ龍たつさんや燎りよう原げん上じよう佐さたちに相談したけど、誰も異論は無かった……だから龍飛さんを将軍に任命して、北壁の守備を任せようと思っているんだ」

　晴せい凛りんは兵士たちに向き直った。

「みんなはどう思う？　龍飛さんは将軍にふさわしいと思わないか？」

　兵士たちの間から、笑いの交じった声が飛んだ。

「おう！　俺はかまわねえぞ！」

「龍飛の兄貴なら、将軍って呼んでもいいぜ！」

「酒飲み将軍って呼び名なら、とっくに貰もらってるけどな！」

　守備兵たちがどっと笑った。

　晴凛は軍服の肩に着ける肩章を龍飛に差し出した。

「……というわけなんだ。龍飛さん、いや、龍飛将軍。北壁の守備はお任せします」

　龍飛は困ったような顔で晴凛と伏龍の顔を交互に見た後で、大きく息を吸った。

　そして、目をつぶると、自分自身に気合を入れるように、ふん！　と鼻から息を吐き出して目を見開いた。

「わかりやした！　正せい剛ごう龍飛！　謹つつしんで、その任、受けさせていただきやす！　この身にかえましても、侘タ瑠ル徒トの北壁、守り抜いてご覧にいれやす！」

　そして、晴凛の手から受け取った肩章を右手に握って高々と差し上げて叫さけんだ。

「いいか、北壁守備隊！　ドジ踏ふむんじゃねえぞ！　にわか将軍って馬ば鹿かにされねえように気合入れていくからな！」

　守備兵の四分の一、北壁の守備部隊の兵士たちが右手を上げて叫んだ。

「おおおおう！」

　晴凛はにっこり笑って、残りの三人の士官にも将軍を意味する肩章を渡した。

「庸よう虎こ下か尉い。あなたを将軍に任じ西壁をお任せします」

「ありがとうございます！」

「姓せい階かい軍曹。あなたを将軍に任じ東壁をお任せします」

「がんばります！」

「善ぜん後ご下尉。あなたを将軍に任じ南壁をお任せします」

「南は敵の本陣の目の前、責任重大です。がんばります！」

　自分たちの部隊の指揮官が肩章を受け取ると、守備兵たちは口笛を吹き、手を叩たたいてそれを祝福した。

　四人全員に肩章の授与が終わったのを見て、伏龍が笑いながら言った。

「これで侘タ瑠ル徒トは無敵だぜ。なんせ、東西南北、四人の将軍が守ってるんだからな。いわば侘瑠徒四天王だ」

　伏ふせ龍たつの言葉を聞いた龍りゆう飛ひがにやっと笑って答えた。

「四天王ですかい？　こりゃあますます負けられねえな。もし最初に負けたら、絶対にこう言われちまう『あいつは、我が四天王の中でも、最も小物……大したことはない……』ってな！」

　兵士たちは再びどっと笑った。




　その様子を、少し離れたところで見ていたミーネが、まだ半分寝ぼけたような口調でアイリーンに聞いた。

「……こんな朝早くから……何をやっておるのじゃ？　演芸大会か？」

「違うわよ。晴せい凛りんくんが兵士を元気づけるために、将軍の位を与えているのよ」

「将軍？　はて……そんなに偉そうなやつは、おらんはずだぞ？」

　アイリーンは笑いながらうなずいた。

「そうよ、偉そうなやつはいないわ。だから作ったのよ。今け朝さ早く晴凛くんが伏龍のところに来て、提案したらしいのよ。守備隊の隊長を将軍に任命できないか？　って」

　ミーネは目を丸くした。

「晴凛が？　うーむ、朝起きたら寝床にいないし、どこに行ったのかと思ったら……そんなことをやっておったのか」

　ミーネのつぶやきを聞いたアイリーンは、ちょっと驚いたように目を見開いた後で、にこっと笑った。

「へえ……晴凛くんが寝床にいなかったってことは……もしかして一いつ緒しよに寝てたのかしら？」

「にゃっ！」

　ミーネは目を見開いた。見る見るうちに顔が赤くなる。

「わ、わしは、晴凛の護衛をしていたのだ！　帝国軍には軍師がついておるという話ではないか！　その軍師とやらが、晴凛を亡き者にするために刺客を送り込んでくるやもしれん。そう考えたのだ！　決して、決して一人ひとりで寝るのが怖くなったとか、心細くなったとか、そんな理由ではない！　その証拠に、こう、弩ど弓きゆうを抱えてだな……」

　一生懸けん命めい言い訳するミーネを見て、アイリーンは揶や揄ゆするように笑った。

「はいはい、わかりました……護衛ですね」

「笑うなーっ！」

　かんしゃくを起こしたミーネを、アイリーンは探さぐるような目で見た。

「で……どうでしたか？」

「どうでしたか……って、何がじゃ？」

「あらあ、それは当然、晴凛くんと一緒に過ごしたひと晩の感想に決まってるじゃない」

　ミーネは胸を張った。

「ああ、そのことか、安心せい！　何も無かったぞ！　わしの護衛ぶりに、恐れをなしたのだろう、刺客は襲ってこなかった！　わしは当分、護衛を続けるつもりでおる！　晴せい凛りんは、侘タ瑠ル徒トの王じゃからな！」

「あらま……」

　ミーネの答えを聞いたアイリーンは、拍ひよう子し抜けしたような顔になった。

「なーんにも無かったの？　晴凛くんは？」

「何も無かったと言っておるじゃろう？　わしが護衛についておるのだ！　何かあってたまるか！」

「んーと、そう意味じゃなくてぇ……エーと、何て言おうかな……まあいいわ、とりあえず何も無かったってことで」

　そこまで言ってから、アイリーンは、ふう、と小さくため息をついた。

「うーん、晴凛くんって、もしかしてそっちの気があるのかしら？　そういえば、伏ふせ龍たつも何だかんだ言って、何もしてくれないし……もしかして、あの二人ふたりできてんじゃないのかしら？」

　アイリーンの言葉を聞いたミーネは目を丸くした。

「できているって……子供か？」

「そんなわけないでしょう！　そんなことになったら私の立場がないわよ！　何のために私は伏龍を追いかけていると思ってるのよ！」

　アイリーンがそう答えたとき、南の城門の上にある見張り台に立っていた兵士が、警笛を吹いた。

『ピィイイイイイイッ！』

　侘瑠徒の中庭に集まっていた兵士が、一斉に見張り台を見上げた。

　見張り台の兵士が大声で叫さけんだ。

「敵陣に動きがありまーす！」

　兵士たちの間にさーっと緊張した空気が流れていく。

「よし！　手はずどおり、城壁の守備隊は配置につけ！　迎撃用の長ちよう弓きゆう部隊は、指定場所で待機！　敵が遠とお矢やを打ち込んでくる可能性がある！　城内を動くときは屋根つきの通路を使え！　頭の上から降ってくる矢は避けようがないからな！」

「おう！」

　侘瑠徒の守備兵はそう答えると、一斉に持ち場に向かって走り始めた。

「晴凛、見張り台に登るぞ！　敵の動きをこの目で確かめたい！」

「わかりました！」

　晴凛がはそう言って伏龍の後を追って歩き出す。すると、

「せいりーん！」

　ミーネが手を振りながら走ってきた。

「どうした？　敵か？　敵が攻めてきたのか？」

「いいえ、まだわかりません。ただ、敵に動きがあったようなので、それを見るためにこれから伏ふせ龍たつさんと見張り台に登るんです。

　ミーネ姫はアイリーンさんと総そう督とく府の建物で待機していてください。危険です」

「何を言う！　敵の様子を見るのなら、わしの目が必要ではないか！　晴せい凛りんの目より、わしの目のほうがよっぽど遠くまで見えるぞ！」

「でも……」

　──危険です。

　と晴凛が言う前に、伏龍が口を開いた。

「確かに、シムールの人たちの目のよさは保証付きだからな、見張りにはもってこいかもしれないな……」

「伏龍さん！」

「なあに、戦闘が始まったわけじゃない。矢が飛んでくるのはずっと先だ。それに、ミーネ姫は昨日きのうお前と一いつ緒しよに帝国軍の騎兵隊と戦っているじゃないか。今さら危ない目に遭わせたくない、とか言っても説得力がないぜ」

「ええ、まあ、それはそうなんですけど……」

　ミーネはぺたんこの胸を張った。

「そうじゃ、この酔っ払いの言うことが正しい！　わしはちゃんと戦える一人前の戦士じゃ！　いつまでも、子供扱いするでないぞ！」

「わかりました。じゃあ、敵の動きを見るだけですよ？　敵が射程距離に近づいてくる前に戻ってください。そして表に出ないって約束してくださいね」

　晴凛の表情は優しかった。だが、目は笑っていなかった。

　ミーネはその目に気け圧おされたようにうなずいた。

「う、うむ、約束する……」

「じゃあ、急いで見張り台に登りましょう、行きますよ」

「わ、わかった」

　ミーネの素直な態度を見た伏龍は、ちょっと意外そうな顔になったが何も言わなかった。




　見張り台は東西南北の城門の屋根の下に丸太を組み、板を張り巡らして作られている。

　帝国本陣が見える南の城門にある見張り台に掛かっている梯はし子ごを上りながら、ミーネは丸太の表面を蔽おおっている金属板を見て怪け訝げんな顔になった。

「この板は火矢で燃やされんように貼ってあるらしいが……こんなにたくさんの青銅の板をどこから持ってきたのだ？」

　晴せい凛りんは笑いながら答えた。

「ああ、この青銅の板のこと？　あれですよ、霜そう弊へい経けいの銅像。あれをバラして叩たたきなおして使ったんです」

「なんと！　これはあの疫やく病びよう神がみの成れの果てか！」

　ミーネは青銅板をぺちぺちと叩たたきながら言った。

「うむ、不気味な疫病神だったが、こうなってしまうと、ただの銅の板だな。たわいもないものじゃ」

　見張り台は周囲を青銅板で蔽おおった厚い木の板で囲われた箱型をしており、兵士が四人並んで立つほどの広さしかない。

　外の様子を窺うかがう覗のぞき窓は、矢が飛び込まないように横に細長く伸びている。

　見張り台に入ったミーネが、その覗き窓を見上げて文句を言った。

「高すぎる！　あれでは背が届かん。外が見えんではないか！」

「そうですよね……何か踏ふみ台になるものでもあればいいんですけど……」

「踏み台などいらん！　晴凛がわしを持ち上げればいいだけのことじゃ！」

「え？」

「何を驚いておる！　早くやらんか！」

「……は、はい」

　晴凛はミーネの背中に回ると、両脇わきの下に手をあてて、ぐい、と持ち上げようとした。

　──ふにゅん。

　以前とは微び妙みように違う柔らかさが手のひらに伝わってくるのと、ミーネが悲鳴と笑い声の混じったような『うにゃあ！』という妙な声を上げて、身をよじるのは同時だった。

「く、くすぐったい！　変な触り方をするな！」

「変な触り方なんかしてませんよ！」

　顔を赤くしたミーネは、自分の身体からだを抱えるように脇の下を押さえて、晴凛をにらみつけた。

「と、とにかく、ここは触るな。違う方法でわしを持ちあげろ！」

「じゃあ……腰のところを持ち上げます……いいですか？」

　晴凛はそう言うと腰を落とし、ミーネの後ろから腰のところを抱きかかえるようにして、ぐい、と持ち上げた。

　暖かくて柔らかい、ふにん、としたミーネのお尻しりの感触が晴凛の頰ほほに伝わってくる。

　ミーネは覗き窓にかじりつくと、嬉うれしそうに叫さけんだ。

「ああ、うん、よし！　これでよく見える！」
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　ミーネの横で、覗き窓を見ていた伏ふせ龍たつが聞きいた。

「あの板……矢を避けるための矢盾なんだが。あれの向こうで何やら動きがあるらしい。何が見える？」

　ミーネはじっと目を凝らしていたが、やがて、ぽつんとつぶやいた。

「何じゃ？　あの馬車は……作りかけか？」

「作りかけの馬車？」

「うむ、車輪が二つしかないのじゃ」

「二輪の馬車だって？」

　伏ふせ龍たつは驚いたように身を乗り出した。

「どこだ？　どのあたりにある？」

「あそこじゃ！　あの板の切れている向こうじゃ！　緑色の旗が三本立っているその下あたりじゃ！」

「え？　どこだ？」

　伏龍は必死に見回した後で、目を見開くと感心したように言った。

「うわ、あれか！　よく見分けられたなあ。俺には、とても見分けがつかねえ……」

「帝国人は本当に目が悪いのう……」

　ミーネを持ち上げていた晴せい凛りんが、困ったように言った。

「あのー、降ろしてもいいですか？」

「いいのか？」

　ミーネに尋ねられた伏ふせ龍たつは、納得したようにうなずいた。

「ああ、もう降ろしてもらっても大丈夫だ。かなり重要なものを見つけてもらったからな」

「じゃあ、降ろしますよ……」

　ミーネを降ろした晴せい凛りんは、顔を赤くしたまま、ふう、とため息をついた。

　顔が赤くなっているのは、力を入れてミーネを持ち上げていたせいだけではなかった。

　この侘タ瑠ル徒トに来たばかりの際、ミーネのお尻しりの下に敷かれたりしていた頃とは、明らかに触り心地が違っているのだ。

　こう、何というか、ふよん、というか、ぽよん、というか……。見た目は華きや奢しやなままなのに、年頃らしくミーネ姫の身体からだは女性的なふくよかさを身に付け始めているようだ。

　もっとも、ミーネ本人はそんなことはお構いなしである。

　昨夜の寝床もそうだが、何というか、こう、あっけらかんというか無防備というか。

　意識する晴凛のほうが妙みように気き恥はずかしい、というかどこか後ろめたく感じてしまうのである。

　晴凛は脳内の煩ぼん悩のうを振り払うように小さく首を振ると、ミーネに聞いた。

「ミーネ姫が見つけた二輪の馬車って何ですか？　何でそれが重要なんですか？」

「そいつは、指し車しやだ。二頭立で引っ張る軍師用の馬車だよ。軍師は戦場の様子をくまなく見て、的確な指示を出さなくちゃならない。だから小回りのきく二輪の馬車に乗っているんだ……つまり、そいつが用意されているってことは、この部隊の後ろに帝国軍の軍師、沢さわ樹ぎ延えん銘めいがいるってことだ。こいつは本気だな。本格的な攻撃を仕掛けてくるに違いない」

　伏龍はそこで言葉を切ると、覗のぞき窓の外に視線を移した。

「ほら、大きな盾を持った歩兵部隊が出てきたぜ。侘瑠徒の東西南北を包囲して、あの盾に身を隠しながら矢の射程距離まで近づいて、こっちに矢を射い込こんでくるつもりだ。圧倒的な矢の数で、こっちの戦闘力を失わせるって寸法さ」

「どうします？　反撃しますか？」

「うん、そこなんだが……あの弓きゆう兵へい部隊はとりあえずは放っておいても大丈夫だ。問題は、あいつらの後ろから出てくる、この侘瑠徒の城壁を乗り越えるための攻城用の兵器だ。高こう架か楼ろう、とか雲うん梯てい車しやって名前のやつだな。こいつらが厄やつ介かいだ……」

　伏龍の言葉を聞いていたミーネが目を輝かせた。

「そうか！　那な刳ぐりが作ったあの大おお弩ど弓きゆうの出番じゃな！　あれなら敵の本陣まで届く、と零れい二じが言っておったぞ！」

「本当にそれくらい飛んでくれたら、大逆転なんだが……」

　そうつぶやいた伏龍のすねを、ミーネは、こん！　と蹴け飛とばした。

「痛てっ！」

「ぶつくさ言ってないで、さっさと見にいけばよいであろうが！　できるかできないか、やって見ればわかるのじゃ！」

「へいへい、姫様の言う通りでございます……」

「わかればいいのじゃ！　さあ、行くぞ！」

　階段を駆かけ下りて行くミーネを見送った晴せい凛りんは、顔をしかめている伏ふせ龍たつに頭を下げた。

「どうもすみません、大丈夫ですか？　伏龍さん」

「え？　あ、ああ。別に構わねえよ。女の子の蹴けりなんざ、じゃれ合いみたいなもんだ。それにしても、ミーネ姫がいると、ここが戦場だってことを忘れるな……」

　伏龍は晴凛を見て、静かに言葉を続けた。

「もうすぐ帝国軍は本気で攻めてくる。本当の戦争が始まるんだ。そこに女子供の入る隙すき間まは無い……アイリーンは病院で負傷者の手当てに追われるだろう。ミーネ姫の面倒を見ている暇は無い。絶対に総そう督とく府の建物から出るなと、お前からしっかり言い聞かせてやってくれ。

　怪け我がをしたミーネ姫なんか、誰も見たくないんだからな！」

　その、真剣な表情を見て、晴凛は思わずごくりと生なま唾つばを飲み込んだ。

「わかりました、ミーネ姫にしっかり言い聞かせます」

「それと……」

　伏龍は、晴凛の鼻先に人差し指を突き付けた。

「お前が怪我をするところも、見たくねえんだ！　この侘タ瑠ル徒トにいる人間はだれ一人ひとり望んじゃいねえ！　お前も無理はするな、いいな？」

「は、はい……」

　伏龍の勢いに吞のまれたように、晴凛がうなずいたとき、階段の下から、ミーネの声がした。

「早く来い！　何をしておる！　みんな待ちかねておるぞ！」




　侘瑠徒の中央広場に置かれた大おお弩ど弓きゆうの周りでは、那な刳ぐりたちが滑かつ車しやと巻まき上あげ機きを使って台座に固定された大弩弓の弦げんを引いていた。

　大人が四人がかりでロープを巻き上げると、二本の支えの間に張られたロープが巻き取られて、滑車の力で弓を引くようになっている。

　引かれた弓の弦の前には五短里メートルはある、大人の腕ほどの太さの矢が置かれている。

　その矢の後ろには、鳥の羽を使う代わりに薄板で作られた矢羽根が取り付けられている。しかし、それよりも目に付くのは、その丸太の矢の上に縛り付けられている同じぐらいの太さの筒だった。

　からくり人形芝居一座の設計担当の零れい二じと話をしていた那刳が、晴凛と伏龍を見つけて手を上げた。

「おう！　できたぞ！　これから試射するところなんだが……狙ねらうのは帝国軍の本陣でいいな？」

「あそこまで届くなら言うことはねえ……それはそうと、その矢の上に細いロープでぐるぐる巻きになっている筒は何だ？」

　伏ふせ龍たつの言葉を聞いた零れい二じが、我が意を得たり、という風にうなずいた。

「ああ、これですか？　こいつは化薬の詰まった筒です。矢を射うつ直前に、こいつに火を点つけるんです。弓の力だけじゃなくて、化薬が燃えて噴き出す炎の力も加わるから、かなりの距離を飛ぶはずです。問題は化薬に限りがあるんで、十五本くらいしか作れなかったってことだが……」

　零二の言葉を聞いた晴せい凛りんは、タッケイ族とユルム族の連合軍に包囲されたときのことを思い出していた。

「そうか！　あのとき、化薬を詰めて飛ばした霜そう弊へい経けいの銅像の腕は、ちょうど今の帝国軍の本陣があるあたりまで飛びましたよね！」

「ああ、あれに比べれば、化薬の量ははるかに少ないが、弓の力と合わせればあれくらいは飛ぶと思う。とりあえず仰ぎよう角かくは、垂直と水平の中間あたりの、一番距離の出る角度で固定してある。こいつが飛んできたら、帝国軍の連中は腰を抜かすぜ」

　興味深げに矢を見ていた伏龍が、ぼそっとつぶやいた。

「本当に帝国軍の野営地まで飛ぶとしたら、信号手のコンロンにシムールの角笛を吹いてもらって、帝国軍に知らせたほうがいいかもしれないな……」

　伏龍の言葉を聞いたミーネが飛び上がった。

「にゃっ！　にゃんだと！」

　驚きのあまり舌が回らなかったのだろう。おかしな発音のままミーネはまくし立てた。

「にゃにを馬ば鹿かなことを言っておるのだ、この酔っ払いは！　こちらの矢が届かないところでぬくぬくと油断しまくっている敵の度肝を抜くために、本陣深く射い込こむのではないか！　それをわざわざ角笛を吹いて、これから矢を射込むぞと教える馬鹿がどこにいる！　まさか、お主、昼間っから酒を飲んでいるのではあるまいな？」

「飲んじゃいねえよ……」

　伏龍は苦にが笑いを浮かべて言い返した。

「何で、わざわざ角笛を吹いて、帝国軍に矢を射うつことを教えるのか。答えは簡単だ。帝国軍の連中を安心させないためだ。角笛を吹く、矢を射つ。角笛を吹く、矢を射つ。こいつを四回くらい繰り返してやれば、帝国の連中も角笛の音と、飛んでくる矢との関係に気がつくだろう。そうやってわからせておいて、今度は角笛だけ吹いて矢を射たない……帝国軍の連中はどんな気分になると思う？」

「そりゃあ、角笛の音を聞けば今にも矢が飛んでくる、と思い込んでおるからな。今か今か……と気になるじゃろう」

　そこまで答えたとき、ミーネの顔がぱあっと明るくなった。

「そうか！　笛を吹くだけで矢を飛ばすのと同じ効果がある、ということじゃな！」

「その通り。きっちり等間隔に角笛を鳴らして矢を飛ばしておいて、ぱたっとやめる。そして、相手がほっと気を抜いた頃を見計らって、いきなり角笛無しで立て続けに矢を飛ばしても面白いな……」

　ミーネは痛いものを見たときのような、うわ……という表情になった。

「まったく、何というやつじゃ……わしは今、生まれて初めて帝国軍の兵士に同情したぞ……」

　そして、ミーネは晴せい凛りんに向き直って言葉を続けた。

「よいか、晴凛！　お前は決してこのような人間になってはならんぞ！　この男は見習ってはならん人間の手本じゃ！」

「ひでえ言われようだが……まあ、ミーネ姫の言う通りだ。俺みたいな人間は人の上に立っちゃいけねえ。悪わる巧だくみは俺に任せておけばいい」

　伏ふせ龍たつはそう言うと、那な刳ぐりに聞いた。

「早いところ矢をぶっ放しましょう。敵が矢をまとめて放ってきたら、この大おお弩ど弓きゆうを操作するのも命がけになります！」

「わかった、矢を飛ばす！　化薬がちゃんと噴き出すかどうかわからん、爆発する可能性もあるぞ。見物人はみんな、弓から離れて物陰に隠れてくれ！」

　那刳がそう言って大弩弓に取り付いたとき、帝国軍本陣の方角から、進軍を告げるラッパの音と、歩調を取るために打ち鳴らされる、どん！　どん！　どん！　どん！　という太たい鼓この音が聞こえてきた。

　それに合わせて　ざっ！　ざっ！　ざっ！　ざっ！　という、兵士たちが行進する足音が響いてくる。

　それは、帝国軍の歩兵、約二万人が行進する足音だった。

「どうする？　射うつか？」

　化薬筒に点火するための松明たいまつを持って那刳が伏龍に聞いた。

「いや、こいつは帝国軍の連中の度肝を抜くために作ったんだ。もっと敵を引き付けてから、その頭の上を飛び越して敵の本陣に叩たたき込んでやりたい」

「わかった、時機は任せる。準備はできているから、いつでも言ってくれ」

　那刳はそう言うと、松明をかがり火の中に戻した。

　足音は左右に分かれ、侘タ瑠ル徒トを包囲するように動いていく。

「四方から取り囲んで、一斉に矢を射いるつもりだな……」

　足音を聞いていた伏龍はそう言うと、大弩弓の周りにいるからくり人形芝居の一座の人間や、興味しんしんという顔つきで大弩弓を覗のぞき込んでいるミーネに向かって叫さけんだ。

「もうすぐここに、敵の矢が降り注ぐ！　百本や二百本じゃすまない！　何万本って数の矢だ！　全員、屋根の下に入れ！　ふらふら出歩くと、ハリネズミみたいになって死んじまうぞ！」

　伏ふせ龍たつの指示を聞いたからくり人形芝居の座員や兵士たちが、慌あわてて家の中や軒のき下したに逃げ込んだ。







　その頃、帝国軍の歩兵部隊は侘タ瑠ル徒トの包囲を終えていた。

　沢さわ樹きは、総攻撃の先陣として、弓きゆう兵へい三千人と盾を持った盾たて兵へい千人、合計四千人の部隊を四つ編成し、侘瑠徒を東西南北から取り囲むために進軍させていた。

　帝国兵の前には、伏龍が作った得体の知れないものが山のように転がっていた。

　城門の真南に建てられた二本の真っ赤に塗ぬられた柱。

　木の枠に色とりどりの紙や布が張られた行灯あんどんのようなもの。

　城門の周囲に植えられた杭くい。

　規則正しく置かれた赤や青に塗られた岩。

　そのどれもが目的がわからないものばかりである。

　兵士に「あれは何ですか？」と聞きかれた二十人隊長が、明確な答えを示すことができずに百人隊長に聞いた。だが、百人隊長もわからない。

　参さん謀ぼうに聞いても、誰も答えられない。

　部下の疑問に答えられない上官は敬意を失うのだろう。帝国軍全体に微び妙みような空気が流れていた。

　参謀たちは、目の前にある摩ま訶か不思議な物体に沢樹が明確な答えを示すことを期待していた。

　だが、沢樹はそんな期待など、どこ吹く風、といった表情である。

「では、総攻撃を開始します！　部隊を前進させてください！」

　沢樹の命令を聞いた参謀たちは、お互いの顔を見合わせた。

　孟もう旗き将軍は沢樹の顔を見て思った。

　──この男には、他ひ人とを使うということが、どういうことかわかっていない。

　他人に説明して理解してもらって、動いてもらう、という意識が最初から無いのだ。

　──仕方がない。こちらから聞くとするか。

　孟旗将軍は胸の中で大きくため息をつくと、沢樹に尋ねた。

「恐れ入りますが、軍師殿。侘瑠徒の周囲には、何やら得体の知れない見慣れぬものが山ほどあります。兵士の中には不安がるものも多い。この不安をそのままにしてしまっては、士気にも関わります。あれは何なのか、我々にご教示を願えませんか？」

　沢樹は不ふ機き嫌げんな顔になった。

　彼がこの世で一番嫌いやなこと。それは、他人の見ている前で『わかりません』と答えることなのだ。

　沢樹の自信を支えているのは、その知識量である。他人の知らないことを知っている、その一点で彼は今まで自分の地位と他者に対する優位を維持してきた。

　自分の知識が及ばないことを認めれば、自分の地位と優位が一いつ瞬しゆんにして失われるかもしれない。そう考えるのも無理はない。

　実を言うと沢さわ樹ぎは、昨夜からずっと侘タ瑠ル徒トの周囲に置かれている品物の意味を考えていた。

　何となく目的はわかる。だが、それが正しいか？　と聞かれれば、正しいとは言い切れない、という、何とももやもやしたものを抱え込んでいたわけである。

　沢樹としては何事も明確な理屈がつかないと、自分自身が納得できないのだ。その性癖をよく知っているからこその、伏ふせ龍たつの策略であった。

　それに沢樹は見事に嵌はまってしまったわけであり、伏龍の人の悪さは天下一品というところであろうか。

　だが、指揮官には、とりあえずその場で見切って判断を下すことが求められる。

　自分の考えた答えを『これが正しい、俺の言うことが正解だ！　俺が責任を持つ！』と言い切ってしまえるだけの器量があれば、何ということはないのだ。

　部下に対して、その姿勢を見せることが重要なのである。

　孟もう旗き将軍が侘瑠徒の周辺に置かれた得体の知れないものの目的を聞いた理由もそこにある。

　ここで沢樹が『あれは単なる目くらましだ！　気にすることはない！』と言えば、部下も参さん謀ぼうも『そういうものか』と納得するのである。

　孟旗将軍は、沢樹に対する信頼度を高めるために、あえて質問したつもりだった。だが、沢樹はその質問を自分に対する攻撃と取った。

「孟旗将軍は何だとお考えかね？　百戦錬れん磨まの将軍閣かつ下かなら、当然ご存じのはずですが？」

　皮肉たっぷりに聞き返した沢樹を見て、孟旗将軍は胸の中で舌打ちをした。

　──馬ば鹿かめ。部下は、わしの答えなど聞きたがっておらん！　お前の自信に満ちた答えを聞きたがっているのだ！

　戦いを前にして、不安を抱いだく部下に勝利の希望を与えることこそが指揮官の役目ではないか！

　孟旗将軍は胸の中で大きくため息をつくと、ゆっくりと答えた。

「あのようなものを見るのは、私も初めてです。ですが、これといって危害を与えるようには思えません。単なる目くらましと考えるのがよいと思われますが……」

　その答えは沢樹が考えて出した結論と同じだった。

　何らかの仕掛けがある、と思わせて、何の仕掛けも無い。もしくは、もう一回ひねって別のところに仕掛けを置く。これは、実に伏龍の好みそうなやり方である。

　ここで孟旗将軍の言葉に『私もそう思う』と答えれば、何の問題もない。すべて丸く収まるのだが、沢樹にはそれができなかった。

　自分よりも劣っている（と思い込んでいる）相手の出した結論と、自分の結論が同じだった、など認められるわけがなかった。

　劣っている人間は間違いを答え、優れた人間が正しい答えを言うのが当然なのだ。

　沢さわ樹ぎは反射的に首を振った。

「いや、そんなことはない！」

「と、申しますと……あれには何らかの仕掛けがある……と？」

　驚く孟もう旗き将軍と参さん謀ぼうたちを見て、沢樹は、しまった！　と思ったが、自分の言葉を撤回することなどできなかった。

「ええ、あれは間違いなく罠わなです。あれに近づいたり、不用意に動かさないことです」

「と……なると。横一列で近づくわけには参りません。幅が広がれば、あの妙みような仕掛けに近づかざるを得ませんが……」

「部隊を分ければいい。五百人ごとの単位となって、あの仕掛けを避けて近づくのです。どうしても通り抜けられない場合は、さらに隊を分割させなさい。

　今回の強行偵察部隊の主力は弓です。斉せい射しやの呼吸さえ合えばよいのです。さあ、進軍させてください！」

　沢樹の指示通り、横一列の横隊を組んでいた弓きゆう兵へい部隊は五百人ごとに八つに分割され、それぞれに前進を始めた。

　矢を防ぐ大盾の大きさは、大人の肩幅と膝ひざをついた高さを基準にして、それから握りこぶしひとつ分広げたものである。

　板は親指ほどの厚さであり、後ろに支える棒と取っ手がついている。

　これ一枚あれば相手の矢はほとんど防ぐことができるが、この大きさと重さの木の板を持ち歩きつつ、弓を射いるのは無理である。そこで沢樹は、この盾を持ち歩く人間とその間から矢を射かける弓兵を別にした。

　盾を隙すき間まなく並べて敵の矢を防ぎ、こちらが射るときは盾を動かして隙間を作り、そこから矢を射かけるのだ。

　盾たて兵へいが大盾を構え横一列になって、ゆっくりと侘タ瑠ル徒トの南門に向かって近づいていくはるか後方で、指し車しやと呼ばれる二輪の馬車に乗った沢樹が、その様子をじっと見ていた。

「まもなく敵の長ちよう弓きゆうの射程に入ります」

　指車の左右を挟はさむようにして警護している騎兵の指揮官が説明すると、沢樹は小さくうなずいて身を乗り出した。

「よろしい、こちらからの応戦は、あと百歩進んだところで行うように」

「了解しました！」

　沢樹の指示を受けた弓兵部隊の指揮官が、太たい鼓こを叩たたいて叫さけぶ。

「百歩前へ！」

「おう！」

　盾兵と弓兵たちは一斉に答えると、ざくざく、と足並みを揃そろえて前進を開始した。

「足並みを乱すなよ！　後ろに憲衛兵がいて、査察してるんだぞ！　ドジ踏ふむと、メシ抜きだ！」

　二十人隊長の声を聞いた兵士の間から、ぼやく声が聞こえた。

「朝、寝過ごしたやつがいただろ？　あいつらの部隊は晩飯配給量が半分だとよ」

「半分？　ひでえなあ。腹減って寝られねえんじゃねえか？」

「それがよ、今日きようは初日だから温情で半分支給するんだとよ。明日あしたからは、ドジ踏んだやつがいる部隊は完全にメシ抜きらしいぜ」

「うわ、気が抜けねえな」

　小声でボソボソやり取りをしているのを聞きつけた二十人隊長の声が飛んだ。

「おい！　そこの連中！　無む駄だ口ぐち叩たたくな！　やる気が無いってところに印をつけられたら終わりなんだぞ！　うちの分隊が原因で中隊全員がメシ抜きになっちまったら、申し開きできねえぞ！」

「うへ！」

　兵士たちは首をすくめた。

　三列になった盾たて兵へいと五百人ごとに分かれた八つの部隊が、並んで歩調を合わせて進んでいく。

「変だな……矢が飛んでこねえぞ」

「侘タ瑠ル徒トにいるのは守備隊だよな……持ってるのは俺たちと同じ長ちよう弓きゆうのはずだ……」

「とっくに矢が届く距離だよな……」

　兵士たちは不審げな顔を見合わせながら百歩進んだところで停止した。

「盾を置け！　弓きゆう兵へい！　射撃用意！」




　侘瑠徒ではその光景を見張り兵が大声で報告していた。

「南壁！　敵が近づきます！　盾の後ろに弓兵！　さらにその後ろ、やぐらのようなものが動いています！」

「西壁！　敵に動き！　こちらは弓兵のみ！」

「北壁！　同じく弓兵に動き！」

「東壁も同じ！　弓兵のみ！」

　伏ふせ龍たつは叫さけんだ。

「警報だ！　矢が来るぞ！　屋根のあるところに退避しろ！　迎撃準備！」

　ぴぃりりりりぃっ！

　守備隊が吹く警笛の音が侘瑠徒の街の中に響き渡る中、迎撃に当たる弓兵たちが一斉に配備についた。

　晴せい凛りんは南の城壁を指差して伏龍に聞いた。

「僕は、南壁で攻城兵器を狙ねらえばいいんですね？」

「そうだ、頼んだぞ！　でも無茶はするな！」

「わかっています！」

　晴せい凛りんはそう答えると、そのまま南壁に向かって走り出した。

　侘タ瑠ル徒トを東西南北からぐるりと包囲した帝国軍の大軍はゆっくりと歩を進め、その包囲の輪を狭せばめ始めた。

　侘瑠徒の城壁の上には、凸とつ型に石を積んだ胸きよう壁へきと呼ばれる盾が並んでいる。守備兵はこの突き出した部分の陰に身を潜ひそめ、凹へこんだ部分から矢を射いるのだ。

　だが、伏ふせ龍たつはさらにその上に斜めに伸ばした板で覆いを作って並べていた。

　胸壁はまっすぐ飛んでくる矢を防ぐことはできるが、いったん上に射いられ、垂直に近い角度で落ちてくる矢を防ぐことはできない。

　板で作られた覆いは、そういった矢から身を守るために作られたものだった。

　晴凛は覆いの下を走り抜けて、南門の脇わきに作られた晴凛専用の狙そ撃げき場所に飛び込んだ。

　狙撃場所と言うと、何か特別な設備のように聞こえるが、何のことはない、背面の壁が無い小さな小屋である。

　外側に面した部分の壁には、十文字に細長い窓、というか隙すき間まが作られている。

　隙間には戸がついていて、それを横にずらすことで、視界が開けるようになっている。

　狙撃小屋に飛び込んだ晴凛は、その隙間から城壁の外を窺うかがった。

　そこは帝国兵で埋め尽つくされていた。

　黒い鎧よろいと兜かぶとに身を固めた、弓矢を持つ帝国軍の兵士の帯が、何重にも連なっている。

　──うわ、地面が見えない。すごい数だ……。

　黒い光沢のある丸い兜が無数に動いているその光景を見たとき、晴凛の脳内に浮かんだ印象は、小さな昆虫の群れだった。

　地面を埋め尽くす黒い群れは、五百人ごとの四角い集団となって足並みを揃そろえ、ゆっくりと近づいてくる。

　その人の群れは無言だった。

　ただ、地面を踏ふみしめる、ざっ！　ざっ！　ざっ！　という足音と、鎧や剣がぶつかるカチカチという音だけが聞こえてくる。

　人の群れが波打つように動くたびに、晴凛のいる小屋の戸が小さくカタカタと音を立てる。それは、圧縮された数万人の人間が動かす空気の圧力だった。

　晴凛の目は、その人の波の向こうに、やぐらの上に板で囲った四角い部屋が乗っている奇き妙みようなしろものを捉とらえていた。

　やぐらの高さは五短里メートルほどだろうか。この侘瑠徒の城壁と同じくらいの高さである。

　その四角い囲いの中に、ちらちらと人の頭のようなものが動いているようにも見える。

　──きっと、あれが『高こう架か楼ろう』と呼ばれる攻城兵器に違いない。

　あの、材木を組んで作られたやぐらの下には車輪がついているんだ。

　上の囲いの中に兵士を乗せて、この侘タ瑠ル徒トの城壁に近づけて城壁に乗り移らせる仕掛けだな。

　高こう架か楼ろうの後ろには、これまた妙みようなものがいくつも動いている。

　同じようなやぐらを組んでいるのだが、上に何も載っていない。その代わりに幅の広い梯はし子ごのようなものが上に伸びている。

　──あれが『雲うん梯てい車しや』と呼ばれるものに違いない。あれは要するに城壁に立て掛ける大きな梯子に車輪をつけたものだろう。

　あれをいくつも城壁に取り付かせて、兵士を城内に送り込むつもりだな。あんなものを近づけさせたら侘瑠徒は終わりだ。あれが城壁に近づく前に何とかしないと……。

　晴せい凛りんが唇くちびるを嚙かみしめていると、侘瑠徒の中央広場から角笛の音がした。

『パプゥウウウウウン！』

　振り返ると、伏ふせ龍たつの合図を受けたコンロンという名のシムールの信号手が、角笛を高らかに吹き鳴らしていた。

『パプゥウウウウウン！』

　シムールの角笛が三回吹き鳴らされると、侘瑠徒を包囲していた帝国軍の歩兵の隊列が乱れた。

　進軍してくる一番前の列の兵士の足取りが遅くなったのだが、後ろの兵士が同じ速度で足を進めてくるために、隊列が乱れ波打っている。

　隊長が叱咤しつたする声が、晴凛のところまで聞こえてきた。

　一番前を歩く兵士は大きな盾を持っており、矢を防ぐことができる。しかし、敵の矢や面おもてに立たされるのだ。反撃の合図に聞こえる角笛の音を聞いて足がすくむのも無理はない。

「今だ！」

　伏龍はそう言うと、上げていた右手をさっと降り下ろした。

「よしきた！」

　那な刳ぐりがそう言って、手に持っていた松明たいまつの炎を大おお弩ど弓きゆうの矢にくくりつけた化薬の筒に近づける。すると、

　しゅっ！

　という音と主にオレンジ色の火花と、真っ白な煙がもくもくと噴き出した。そして、みるみるうちにその火と煙の勢いが増した。

「よし！　今だ！」

　那刳の言葉を聞いた零れい二じが、大弩弓の弦げんを止めていた金具を金かな槌づちで叩たたく。その瞬しゆん間かん、大弩弓がびぃいいん！　と音を立て、火花と白煙を後ろからもくもくと噴き出した大きな矢が、南の空に向かって飛んでいった。

『しゅるしゅるしゅるしゅる』という音を立てて晴凛の頭上を飛び越えた大弩弓の矢は、速度を落とすどころかさらに加速すると、そのまま放物線を描いて帝国軍本陣のはるか後方に落下し、そこでオレンジ色の火花を散らして爆発した。

　ぱっと散ったオレンジ色の火花から一いつ瞬しゆん遅れて、晴せい凛りんの耳に『どかん！』という爆発音が聞こえた。

　南の城門の見張り台の兵士が大声で叫さけんだ。

「矢は、敵本陣の後方、天幕の並んでいるあたりに命中！　白煙が上がっています！」

「すげえ！　そんなに飛んだのか！」

　驚く伏ふせ龍たつを見て、零れい二じと那な刳ぐりは笑いながら胸を張った。

「だから言ったでしょう？　計算では十分あそこまで届くって！」

「ああ、疑って悪かった！　よし、次の矢をセットしてくれ！　敵が驚いているうちにあと二、三本射うち込んでやろうぜ！」

　伏龍は実に嬉うれしそうに叫さけんだ。




　一方、矢を射い込こまれた帝国軍は、大混乱に陥おちいっていた。

　炎と白煙を引いて落下してきた物体は、本陣のかなり後方の野営地の天幕の中に落ち、そこで、どかん！　という派手な音を立てて爆発した。

「うわああああ！」

「星が！　星が落ちてきたぞ！」

　兵士たちが驚き騒さわぐ中で、矢の落ちたあたりで、いきなりめらめらっと炎が上がった。

　そこには、火矢用の油を染み込ませた布が山積みになっていた。

　この世界では油といえば植物油かもしくは獣脂のことを言う。ガソリンのような揮き発はつ性が高く引火しやすい油ではない。

　サラダ油にライターを近づけても引火しないように、揮発性の低い油脂は常温では燃えにくい。しかし、石油ストーブの芯のように布に染み込ませると気化しやすくなるため、簡単に火が点つく。

　伏龍たちが射込んだ大おお弩ど弓きゆうの矢は、油を染み込ませた布が山のように積み上げられていた場所に、花火を放り込んだのと同じ効果をもたらした。

　めらめらと燃え上がった炎はそのまま周囲の布や天幕、兵士たちが寝るときに布団代わりに使っていた厚手の毛織物などにあっという間に広がった。

「消せ！　天幕が燃えるぞ！」

「無理だ！　手遅れだ！　燃えてない物を動かせ！」

「このままでは、燃え広がるぞ！」

　帝国軍の野営地は収拾のつかない大混乱となった。

「な、何だ？　何があった！　あれは何だ！」

　気が動転した沢さわ樹ぎは、横に立っていた参さん謀ぼうに詰め寄った。

「な、何だと言われましても……沢樹殿はご存じないのですか？」

　沢樹は首を振った。

「し、知らん！　見たこともない！」

　化薬は帝国国内で発明されたものである。

　すでに製法などは広く知られており、祭りなどの景気づけに鳴らす爆竹は地方にまで広がっている。

　しかし、それを兵器などの軍事に用いた者はいなかった。

　正確に言えば、兵器として使えるのではないか？　と考えた人間はいる。それも一人ひとりや二人ふたりではない。だが、帝国には、それを軍の正式な兵器として採用する人間がいなかったのである。

　巨大な、そして歴史ある官僚組織というのは、実に保守的である。

『今まで、それでやってきたのに、なぜ変更を加えたり新しいものを導入したりしなくてはならないのか？』という論理で動く組織、それが官僚組織なのだ。

　旧きゆう弊へいしたシステムの欠点を指摘し、新しいものを導入することによって得られる利益を明確に示してもなお、現場の抵抗は大きく、改善は遅々として進まない。

　ましてや軍という組織は基本的に失敗が許されない。軍の失敗は多大な犠牲を払うこととなる。効果の明らかでない、使われた実績のない兵器を採用することに及び腰になるのも無理はない。

　現実の歴史においても、それは同じである。

　機関銃じゆうが発明されたとき、その有効性は誰もが認めていた。しかし、世界中の陸軍は機関銃の採用には及び腰だった。

　日にち露ろ戦争で日本軍がロシア軍の機関銃の前に多大な損害を出した、という事実を見ても、植民地軍が機関銃によって数ではるかに優勢な原住民の軍を壊滅させた、という事実を見ても、イギリスをはじめとする当時の先進国の軍隊は、機関銃をメインの装備にしようとはしなかったことが明らかである。

　その結果、第一次世界大戦のソンムの戦いにおいて、イギリス陸軍はドイツ軍の機関銃陣地に対し歩兵を横一列にして進軍させる、というナポレオン戦争当時と変わらない戦法で攻撃させ、ドイツ軍の機関銃の前にわずか一日で七万人を超える死傷者を出した。

　二十世紀初頭のイギリス陸軍ですら、新兵器である機関銃に関心を払う人間はほとんどいなかったのである。

　ましてや、この世界の腐敗した官僚がはびこる延えん喜ぎ帝国では、化薬を使った兵器などという既得権を脅おびやかすようなものに関心を持ったり、興味を示す者はほとんどいなかった。

　最年少で科か挙きよに合格した優秀な沢樹もそれは同じである。

　科挙は延喜帝国の歴史や古典的な詩歌、そして膨ぼう大だいな律りつ令りよう（法律）の中から出題される。そのどれもが、いわゆる「過去の文化や知識の蓄積」の量を試すものであり、『今、街や世間で何が起きているのか、何が流行しているのか』というポップカルチャーとはまったく無縁な試験なのだ。

　沢さわ樹ぎは化薬を知らなかったわけではない。しかし、それに興味を持たなかった。

　移ろいゆく流行などに気を取られている暇はない。それが沢樹の価値観だった。

　一人ひとりの若い参さん謀ぼうが声をかけたのはそのときだった。

「あれは、もしや、星ほし火びというものかもしれません！」

「星火？　何だそれは？」

「祭りなどに景気づけに鳴らす、爆竹、というものをご存知ですか？　あの破裂する竹の中には化薬、と呼ばれるものが入っております。これは火を点つけると、ものすごい勢いで燃え上がり、細い筒に詰めると破裂します。あの化薬を破裂しない程度の筒に詰めて火を点けると、炎を吹いて飛び上がるのです。夜にこれを打ち上げると流星のようだ、というので、星火と読んでいるのだそうです」

「化薬か！」

　沢樹が目を見開いたとき、伝令が飛び込んできた。

「攻撃はいかがいたしますか？　包囲部隊は攻撃準備のまま待機しておりますが……」

「あ、いや、攻撃は……」

　言葉に詰まった沢樹の許もとに、別の伝令が飛び込んできた。

「野営地で発生した火災は、他の天幕に燃え広がっております！　後方の予備隊によって消火中ですが、人手が足りません！　いかがいたしますか！」

「とにかく火を消せ！　野営地の中には物資集積所がある！　何としてでもそこは守るのだ！」

「しかし、人手が……」

　沢樹はいらいらしたように叫さけんだ。

「後方の警戒部隊を消火に回せばいいのではないか？　そんなこと、私に聞かないでもいいだろう！」

　すると、今度は攻撃部隊を管かん轄かつする参さん謀ぼうが鋭い声を上げる。

「沢樹殿！　攻撃部隊は、侘タ瑠ル徒トからの矢にさらされております！　引くにしろ、攻撃するにしろ早くご命令を！」

「沢樹殿！　野営地の火災は放置できません！　後方警戒部隊を消火活動に振り向けてよいのですな？」

　攻撃部隊を管轄する参謀と、後方の野営地を管理する参謀の双そう方ほうから詰め寄られた沢樹は、口をパクパクと開けたり閉じたりしながら、目をきょろきょろさせるばかりだった。

　見るに見かねた孟もう旗き将軍が叫んだ。

「沢さわ樹ぎ殿！　ご決断できなければ、命令書に「よきにはからえ」と書いてお渡しください！　現場の指揮官に最善の方法で対処するように命じればいいのです！」

「し、しかし、それでは、まるで私が何もできないで、投げ出したようにしか見えないではないですか！　そんなことはできません！」

　沢樹が半分泣きそうな声でそうわめきちらす。

『パプゥウウウン！』

　そのとき、シムールの角笛の音が夜空を引き裂いて響き渡った。

　指揮所にいた帝国軍の参さん謀ぼうたちが、ぎょっとしたように顔を上げた。次の瞬しゆん間かん、

　ばしゅううううううっ！

　再び、オレンジ色の炎と白煙を噴き出す飛ひ翔しよう物が、侘タ瑠ル徒トの中から発射された。

「うわ！　また来た！」

「こっちに来るぞ！」

　侘瑠徒から発射された矢は驚き騒さわぐ参謀たちの頭上を抜けて、今度は後方にある工兵たちのテントに飛び込んで、そこで、どかん！　と大音響と共に爆発した。

「うわあ、あそこには予備の高こう架か楼ろうと雲うん梯てい車しやが！」

「消せ！　火を消せ！」

　大混乱となった指揮所の中で、孟もう旗き将軍が大声で叫さけんだ。

「うろたえるな！　わしらが騒いでどうする！」

　そして、孟旗将軍は沢樹の前に進み出た。

「まず、攻撃部隊に攻撃命令を！　侘瑠徒の中に矢を降らせれば、あの星ほし火びを止めることができるかもしれません！」

　しかし、沢樹は子供のように首を振った。

「い、いや、駄だ目めだ駄目だ！　この作戦は失敗だ！　やり直す！　部隊を撤収します！」

「やり直す、と言われましても、すでに作戦は始まっております……この段階で撤収したのでは、単に犠牲を出しただけで終わります。せめて、城内に矢を送り込んで侘瑠徒の反撃力を少しでも奪うべきかと……」

　だが、沢樹は聞かなかった。

「いや、やり直します。後方の物資が焼かれたのでは、話になりません！　兵を引き、物資をさらに後方に輸送するのです！」

　孟旗将軍は、その逆切れしただだっ子のような態度の沢樹を見て思った。

　──この男にとって、戦争とは机の上でやっている下棋ヒヤーキと同じなのだ。失敗すれば、机の上のコマをざらざらと盤上から落とし、もう一度並べ直せばいい、と考えている。

　確かに軍師たるものは、戦いの全体を見降ろして戦局を見る冷徹な神の視線がなくてはならない。しかし、その視線は自分のなしたことにも等しく注がれなくてはならない。

　観客や評論家が神の目に立つことが許されるのは、責任が無いからだ。

　この男の中には、自分が当事者であるという部分が完全に欠落しているのだ。

　──とはいえ、それをここで嘆なげいても始まらん。

　この混乱を収拾するには、兵を引くのが一番いいのは事実だ。

「了解しました。では、撤退命令を出します」

「今、命令書を書く！」

　沢さわ樹ぎは慌あわててそう言うと、机の上にあった命令書に手早く毛筆で命令を書き付け、孟もう旗き将軍に突き出した。

「急いでください！　外周の警戒部隊も動員して、射程距離外に物資を移動させるのです！」

「はっ！」

　孟旗将軍は敬礼し、指揮所を出る。そして、待機している伝令に命令書を渡して、口頭で細かく指示を与えた。

「撤収する際に、敵の追撃を受ける可能性がある。撤収は迅じん速そく的確に行い、敵に付け入る隙すきを与えるな！　周辺の警戒は最低限の監視部隊を置いて、それ以外は集積所の退避作業に当たれ！　可燃物を遠ざけることを最優先にしろ！」

「了解！」

　伝令たちは飛び出すように指揮所を出ていった。

　孟旗将軍が出ていった指揮所で、沢樹は燃え上がる野営地と物資集積所の炎を見つめながら、憎にく々にくしげにつぶやいた。

「おのれ……千せん斗とめ」

　恐慌状態から立ち直った沢樹の頭の中では、様々な作戦とそれに伴う損益、そして準備の時間などがぐるぐる回っていた。

　──あの火災で備蓄していた食料に、どれほどの損害が出るのかまだわからんが、いよいよ後が無くなってきたのは間違いない。

　かくなる上は、明朝、日の出と共に全兵力を投入して総攻撃をかけ、一日で決着をつけるしかない……。

　──そのためには、少しでも侘タ瑠ル徒トの防衛力を弱めておく必要がある。

　侘瑠徒はしょせんは寄せ集めの烏う合ごうの衆だ。あそこを束ねているのは、泉せん野や晴せい凛りんという若者と、そして神しん流りゆう千斗こと皇こう伏ふせ龍たつの二人ふたり。

　だが、実際には皇伏龍一人ひとりが兵を指揮しているようなものだ。つまり、伏龍さえ殺してしまえば、侘瑠徒は砂の城のように崩れ落ちるだろう。

　沢樹はしばらく無言で考え込んでいたが、やがて仕方がない、という風に、ふう、とため息をついた。

　──私の名声に傷がつく恐れがあるので使う気はなかったのだが……こうなれば、延えん声せいの秘書官からお借りした陰いん伏ふくの者を使うとするか。

　陰伏の者の正体も、そしてやったことも誰にもわからないようにしなければ。そうすればすべてが闇やみの中になる。表向きは私の智ち謀ぼうで侘タ瑠ル徒トを落としたということにできるはずだ。私の名声に傷はつかないだろう……あの秘書官と直属の上司である苑その山やま燕えん鵬ほう閣かつ下かには、バレバレだがな……。

　沢さわ樹ぎは顔を上げると、部屋の片隅に立っていた一人ひとりの事務官を手招きした。

　足音も立てずに滑すべるようにすっと近寄ってきた事務官に、沢樹は小声で告げた。

「延えん声せいの秘書官殿から話のあった、陰伏の者を使いたいのだが」

　沢樹の言葉を聞いたとたん、今までまったく無表情だった事務官の顔に、すうっと薄笑いが浮かんだ。

　それは、どこか背筋が寒くなるような陰影を伴った微笑ほほえみだった。

「かしこまりました。では、手の者を侘瑠徒に送り込みます。部隊が撤収して、侘瑠徒の連中が気が緩ゆるんだ今夜なら容や易すいことでしょう」

「送り込む？　どうやって……」

　事務官はうすら笑いを浮かべて首を振った。

「我々には、我々にしかできない方法がございます。あの侘瑠徒はもともと帝国の城。いざというときに、総そう督とくが逃れる道がございます。その後、シムールに占領されたために、塞ふさがれているやもしれませんが……まあ大丈夫でしょう」

　沢樹は表情を変えた。

「そ、そんな道があるのなら、なぜ先に私に教えなかったのだ！　それがあれば、そこからいくらでも兵を送り込めたものを！」

　事務官は冷たい目で沢樹を見み据すえた。

「帝国には定じよう族ぞくに仕える者だけに伝わる秘密がございます。下しも々じもの者に、それを教えることは絶対にございません。この話、沢樹殿の胸の中におさめておいていただけると信じたがゆえにお話いたしました。もし、他言するようなことがありましたら、そこであなたの人生は終わりを告げることになります……この意味、おわかりでございますね？」

　沢樹はぎょっとしたように目を見開くと、カクカク、と機械仕掛けの人形のようにうなずいて答えた。

「わ、わかった……とにかく、あとは任せた。よろしく頼む……」

「かしこまりました、お任せください……」

　事務官はいつもの無表情に戻って、慇いん懃ぎんに頭を下げた。







　　　第三章「抜け穴」







　侘タ瑠ル徒トを包囲していた攻略部隊が撤収を始めた、という報告を見張り兵から受けた伏ふせ龍たつと燎りよう原げん上じよう佐さは、慌あわてて南の城壁に駆かけ上がった。

　狙そ撃げき用に作られた特製の矢や除よけの囲いの隙すき間まから、帝国軍の様子を窺うかがっていた晴せい凛りんが、二人ふたりに気がついて手招きした。

「伏龍さん！　燎原さん！　ここから外の様子が見えます！」

「おう！　どうだ？　様子は？」

　晴凛は狙撃用の囲いの隙間を指差した。

「自分の目でご覧になったほうが早いでしょう」

「確かにそうだ」

　伏龍と燎原はそう言うと、隙間から外を覗のぞいた。

　隙間の外には、続々と隊列を組んで撤収していく帝国軍の群れと、オレンジ色の炎を上げて燃え盛る、帝国軍の天幕が見えた。

「どうやら、あの火災は、僕たちが発射した大おお弩ど弓きゆうの矢が原因らしいですよ。あのあたりに落ちて、どかん！　という音がしてから、急に炎が上がりましたから」

「あんな、敵の本陣の奥のほうまで飛んだのか？」

「あの火災はちょっとやそっとでは消えんだろう。帝国軍が引いた理由がわかった。これは留守にしている間に家が火事になったようなものだ」

「この後、帝国軍はどう出ると思います？」

　晴凛の言葉を聞いた伏龍と燎原は考え込んだ。

　最初に口を開いたのは伏龍だった。

「あそこで燃えているものによるが……この後はおそらく攻撃してこないだろう。攻撃ってのは準備を重ねて、その上で動くものだ。作戦を中止して撤収するというのは、いわば振り出しに戻るってことだからな」

　燎原も複雑な表情でうなずいた。

「私もそう思う。三万人の部隊を動かす、というのは、大きな重い歯車でできたからくりを回しているようなものだ。一度動かし始めたら、止めるのは難しい。それと同じように、一度止めてしまえば、再び動かすのも大変だ。こちらの策が見事に嵌はまったと言うべきか、帝国軍が不ふ甲が斐いないと言うべきか……」

「と、いうことは……本格的な攻撃は明日あしたの朝からってことになりますね」

「ああ、一日、というかひと晩引き延ばしたってことだ。例の大おお弩ど弓きゆうの矢もあと十二本くらいあるし、今夜はひと晩中角笛を吹いて矢を飛ばして、沢さわ樹ぎを寝不足にしてやろうぜ」

　晴せい凛りんと伏ふせ龍たつの会話を聞いていた燎りよう原げんは、にやりと笑ってうなずいた。

「こっちの守備兵は耳栓をして交代で寝かせよう。しっかり寝て、しっかり飯を食った兵は強いからな」

　伏龍は、周りにいる守備兵に聞こえるように大声で言った。

「よかったな、晴凛！　もうひと晩、ぐっすり寝床で寝られるぞ！」

「ええ、明日あしたが本番ですからね！　明日に備えないといけません！」

　晴凛は実に嬉うれしそうに聞こえるように、精いっぱいの虚勢を搔かき集めて笑ってみせた。

　帝国軍が撤収したのを見計らって、伏龍は侘タ瑠ル徒トの防衛体制を解いた。

　侘瑠徒の守備兵たちは当番の兵士を残して、それぞれに中央広場の渡り廊下の下などに適当に寝転がったり、軽食を取るために総そう督とく府の食堂に向かったり、待機時間をのんびりと過ごしている。

　中央広場に面したところに建っている二階建ての大きな家の中では、晴凛と伏龍、そして燎原たち、侘瑠徒側の指揮官が集まって、帝国軍の行動を分析していた。

「そうか、やつらは、俺が仕掛けた品物を全部避けて動いていたんだな？」

「ええ、横隊で動いていましたが、赤い柱や、三角行灯あんどんが置いてある場所はきれいに避けて進撃してきました」
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　見張り兵の報告を聞いた伏ふせ龍たつは、面白そうに笑った。

「やつらは、何だかわかんないものは、近づかないってことで対処するつもりだな……まあ、合理的といえば合理的だ。でも、それはつまり、あの行灯あんどん一個が岩一個置いたのと同じ効果があるってことだな。こう、右へ行ったり左に行ったりして、真っすぐ走り寄ってくることはできない。突撃するときの速度が乗らないってのは、結構重要だぜ」

　そう言ってうなずいた後で、伏龍は悔くやしそうに言葉を継いだ。

「……当初の計画だと、今夜あたりに伏ふく兵へいとして伏せておいたシムールの騎兵隊で、夜襲をかけて敵陣の後方を大混乱に陥おとしいれるつもりだったんだがな……」

　そのとき、見張り台の兵士から声が飛んだ。

「敵兵に動きあり！　かなりの人数が動いています！」

「攻撃か？」

　見張りの兵士は戸惑ったように答えた。

「いえ、盾は持ってますが、弓は持っていません……箒ほうきを持っています」

「箒ぃ？」

「箒って、あれですか？　掃除のときに使う……」

「俺はあれ以外に箒という名前のものは見たことがないが……」

　ミーネは興味しんしんという顔で晴せい凛りんに聞いた。

「もしかして……帝国には箒で戦う武術があるのか？」

　晴凛は首を振った。

「いえ、東のほうの島国の神職の巫み女この間には、箒で戦う武術が伝えられているという噂うわさを聞いたことがありますが、帝国ではそんな話は聞いたことがありません」

「百聞は一見にしかず、だ。城壁に登ってこの目で確認してみようぜ！」

　伏龍と晴凛、そしてミーネの三人は、城壁に向かって走り出した。




　侘タ瑠ル徒トの城壁から約一長里キロメートル離れた場所に、千人ほどの兵士がひとかたまりになっていた。

　さっき、侘瑠徒に矢を打ち込んだ強行偵察部隊と同じように、矢を避けるために大盾を持った兵士が並び、その後ろに潅かん木ぼくの枯れ枝を集めて作った急ごしらえの箒のようなものを持った兵士や、穴を掘るときに使う鍬くわや円匙スコツプを持った兵士が集まっている。

「何をするつもりなんでしょう？　あそこからここまで穴を掘るつもりでしょうか？」

「城壁の下を掘り進む、という戦法はあるが……あまりにも時間がかかりすぎるし、あんな風に見え見えの場所で掘ったりはしないだろう……何をするつもりなのか見当もつかん」

　伏龍が首をひねったとき、帝国軍の中から、ぴりりりぃっ！　という警笛の音が鳴り響いた。

　その音を合図に、帝国兵たちは左右の二手に分かれて一斉に作業を始めた。

　地面に転がっている植木鉢ほどの大きさの岩を転がす者、半分地面に埋まっている岩を掘り起こす者、開いた穴に土を詰めて叩たたく者、荒れた地面を急造の箒ほうきで掃はきならす者。

「新しい陣地をあそこに作るつもりなのかな？」

「いや……違うな。陣地の作り方じゃない。陣地なら丸太や板を持ってくるはずだ」

　ゆっくりと左右に開いて行く兵士たちの群れを見ていた伏ふせ龍たつが声を上げた。

「見ろ！　道だ！　あいつら、道を作ってるんだ！」

「道ぃ？」

「なぜ、帝国軍が道を作るのじゃ？　罪滅ぼしに、奉仕作業ボランテイアでもしておるのか？」

「奉仕作業じゃねえ。道路を作るのも立派な作戦だ。おそらく、この侘タ瑠ル徒トを中心にしてぐるりと円形に作るつもりだろう。道路を作れば、この侘瑠徒の城壁に取り付くための雲うん梯てい車しやとか、そういった城攻めのための兵器を、すばやく移動させることができるようになる。やつらは、どこからでも攻めることができるようになるというわけさ」

　ミーネはあきれたように答えた。

「なんとまあ、回りくどい方法を取るのじゃなあ、帝国軍は」

　伏龍は苦にが笑いしながら首を振った。

「好機と見たら攻めて手て強ごわかったら引く、という馬に乗って戦うシムールの得意な機動戦と、城攻めはまったく違うんだ。ちゃんと手順を踏ふんで包囲して、それから一気に攻めかかる。あの道路とかは、そのための準備なんだ」

「逆に言うなら、あの道路ができ上がったときが、敵の総攻撃のときってことですね？」

　伏龍は真剣な目でうなずいた。

「そうだ、食料の無い沢さわ樹ぎは一日か二日で決着をつけるつもりで攻めてくるだろう。おそらく、予備兵力も何も残さずに、三万の兵力を全部使って全力で攻めてくる……数を頼りに一気に攻められたら、まずもたない。城壁というのは乗り越えられたら終わりだ」

　伏龍はそこで口調を変えると、おとぎ話をするように語り始めた。

「西の国に伝わる昔話にこんなのがある……むかし、むかし、あるところに、三匹の子こ豚ぶたの兄弟が住んでいた。長男は適当に藁わらで作った城を作ってそこで暮らしていた。そこに狼おおかみがやってきて、藁の城を簡単に壊して、長男の子豚を食ってしまった」

　ミーネはうなずいた。

「うむうむ、そうじゃろう。藁の城など、何の意味もない」

「……二番目の子豚は木の板で城を作ってそこで暮らしていた。ある日、そこにも狼がやってきて、木の城に火をつけて燃やし、逃げ出した子豚を食ってしまった……」

「うむ、木の城では火に弱いからな、そうなるのも当然じゃ」

「……そして三番目の末っ子の子豚は石を積んで城を作り、そこに住んでいた。ある日狼が集団でやってきて、数を頼りに城壁を乗り越え、中にいた子豚を食ってしまった……つまり、どんな城でも、絶対安全な城などない、ということだな」

　ミーネの顔色が変わった。

「で、では、どうするのじゃ！　わしらは勝てんのか？　死んでしまうのか？」

　晴せい凛りんは笑いながら首を振った。

「いいえ、違いますよ、ミーネ姫。この侘タ瑠ル徒トに立て篭こもっていただけでは、ジリ貧で負ける、ということです。城は時間を稼ぐためにあるんです。つまり、どこかから応援が来る、ということが前提なんですよ」

　晴凛の言葉を聞いたミーネの顔が、ぱあっと明るくなった。

「そうか！　そのために、ロクト高地にシャン族を逃がしたのだな！　侘瑠徒が包囲されて危なくなったときに、外から攻めるために！」

「その通り！」

　伏ふせ龍たつはにやっと笑ってうなずいた。

「人間の目は背中にねえからな。侘瑠徒を攻めているときは、侘瑠徒しか見てねえんだ。そのときに背後から攻められれば、誰でも浮足立つ。ましてや、帝国軍は、シャン族が三千人しかいない、なんてことは知らねえ。大きく広がって、砂すな埃ぼこりを立てて、大声を上げて攻めかかれば、シムールの大軍が来たと思い込むだろう。

　兵士たちがそこで踏ふん張れるかどうか、それは兵士のやる気にかかっている。腹を減らして、もう、うんざりだ、と思っている兵士たちが、踏ん張れると思うか？」

　ミーネはすべての謎が解けた、というような顔で首を振った。

「いや、そんな兵士は真っ先に逃げ出すじゃろう。そうか！　お主のあの性悪な嫌いやがらせは、すべてそのためだったのか！　わしはてっきり、お主の趣味だと思っておったぞ！」

「あ、いや、まあ、趣味の部分も少しはあるかもしれない……」

　伏龍はそう言うと頭を搔かいた。

「そうか……シャン族の戦士は、最後の切り札なのじゃな！　うん、そうでなくてはいかん！

　シャン族は勇ゆう敢かんで強い！　帝国軍など、ぐだぐだの腰砕けにしてくれるわ！」

　ミーネはそう言うと、ロクト高地を見上げて満足そうにうなずいた。

「今も、あそこでダガフ率いるシャン族三千騎は、わしのおるこの侘瑠徒を見下ろして、突入の合図を待っているのじゃな。そして、わしらが狼煙のろしを上げれば一気に突っ込んでくるのじゃな？」

　ミーネの隣に並んで、ロクト高地を見上げた晴凛は微笑ほほえんでうなずいた。

「ええ、そうです。こっちからは見えませんけど、シャン族の人たちには、この侘瑠徒の様子が手に取るように見えているんでしょうね」

「うむ、狼煙が上がるのを、今か今か、と、待っておるじゃろう」

　高揚したように頰ほほを染めて、高地を見上げているミーネの横顔を見て、晴凛は思った。

　──きっとミリンさんは心配しているだろうな。口は悪いけど、ミーネ姫のことを一番心配しているのは、あの人だ。

　晴せい凛りんはミーネに尋ねた。

「その、狼煙のろしのことなんですけど、ミーネ姫は無事でやっていますよ、みたいな細かいことを伝えるのは無理ですよね？」

　ミーネは腕を組んで、小首を傾かしげた。

「うーん、そこまで細かいことを伝えるのは無理じゃ。狼煙は『今だ！』とか『敵襲！』というひとつのことしか伝えられん」

「あ、でも、騎兵は旗を使うじゃないですか、ほら、この前の帝国軍との戦闘のとき……」

「ああ、確かに旗を使えば、もう少し細かいことを伝えることはできるな……じゃが、人の名前を示す旗は無いからのう……」

　晴凛とミーネの会話を聞いていた伏ふせ龍たつが、目を見開いて大声で叫さけんだ。

「そうだ！　それだ！」

「うわ！　びっくりした、いきなり大声を出すでない、この酔っ払いめ！」

「今は飲んでねえ！　っていうより、それだよそれ、旗だ！」

「旗がどうかしましたか？」

　伏龍は指揮所に使っている二階建ての家を指差して言った。

「この見張り台の上に柱を立てて、そこに旗を掲げるんだ！　いろんな旗を掲げたり下げたりして、シャン族の人たちと連絡を取るのさ！」

「ロクト高地からこっちの旗を見ることはできるが、ここからロクト高地の旗を見ることはできんぞ？」

「一方通行でいいんだ。内容だって大したことでなくていい。その旗は帝国軍の連中に見せるために掲げるんだ」

「帝国軍に？　帝国軍がシャン族の旗の意味がわかるのか？」

　怪け訝げんな顔でミーネが答えたとき、二人ふたりの会話を聞いていた晴凛が、ぽん！　と手を叩たたいた。

「あ、そうか！」

「晴凛にはわかったのか？」

　驚くミーネに向かって、晴凛が説明し始めた。

「僕たちがここで旗を揚げ下げしているのを、帝国軍の兵士が見たらどう思うかってことなんです！　どこかに隠れている伏ふく兵へいと連絡を取っているようにしか見えないはずです！」

「そりゃそうじゃ。ロクト高地にいるシャン族と連絡を取るのじゃからな。そう見えるのは当然じゃ」

「ええ、確かに、ロクト高地にいるシャン族の人たちは伏兵です。でも、帝国軍は、その伏兵がどこにいるのか、どれくらいの戦力なのか知りません。きっと疑ぎ心しん暗あん鬼きに駆かられると思うんです！」

　ミーネは、ああ、そうか、という顔になった。

「要するに、嫌いやがらせじゃな？　帝国軍の兵士たちのやる気を削けずるための……」

「その通りです。いつ、背後からシムールの軍勢が襲ってくるのかわからない、という不安感を抱いだいたまま、前の敵を攻めるのは嫌なものだと思うんです……その嫌な気分にさせるのが、旗の目的なんですよ」

　そう答えた晴せい凛りんを見て、ミーネは少し悲しそうな顔になった。

「晴凛がだんだん酔っ払いの性格の悪さに染まっているような気がする……」

「いやいや、まだまだ、晴凛は甘い。俺は、その旗の信号に帝国軍の信号を混ぜるつもりだ」

「帝国軍の？　どういう意味ですか？」

「そうじゃ、簡単に読みとられてしまうではないか！」

　驚く晴凛とミーネを見て、伏ふせ龍たつは再びにやりと笑った。

「帝国軍の信号で、こんなメッセージを送るんだ『しばらく待て』とか『計画通り』とか。それを解読した帝国軍の兵士は、こう思うに違いない『この中に裏切り者がいる！』とな……どうなると思う？」

　伏龍の言葉を聞いたミーネは、あきれたようにため息をついた。

「……確かに、お主の性根の悪さに比べれば、晴凛は赤子のようなものじゃな」

「ありがとう、お褒ほめの言葉と思って受け取っておきます。じゃあ、さっそく信号旗を揚げる柱を立てねえとな！」

　伏龍はそう言い残すと、待機している守備兵たちのところに向かって走っていった。

「……何か、生き生きしておるな、あの酔っ払いは……」

「ええ、落とし穴を掘って、人が落ちるのを楽しみにしている悪ガキって、あんな顔してますよね」

　伏龍を見送ったミーネと晴凛はそう言った後で、互いの顔を見合わせて笑った。

　──晴凛の笑え顔がおはよいな。

　そう、ミーネが思った次の瞬しゆん間かん。

　どきん！

　と、ミーネの心臓が脈打った。

　それと同時に、かあっと身体からだの芯のほうが熱くなる。

　ミーネは慌あわてて自分の頰ほほを押さえた。顔も熱い。きっと赤くなっているのだろう。

　──は、はわわわ、なぜじゃ！　なぜ、急にこんな風になるのじゃ！

　今まで、晴凛の顔を見ても何ともなかったのに、こんな風に身体が熱くなることなんかなかったのに！

　急に、もじもじし始めたミーネを見て、晴凛が心配そうに覗のぞき込んだ。

「どうしました？」

「ひあうッ！」

　いきなり顔を近づけてきた晴せい凛りんを見て、ミーネは悲鳴にも似た声を上げて飛び上がった。

「な、何でもない！　も、戻るぞ！」

　真っ赤になった顔を隠すように下を向いて、ふるふると首を振ったミーネはそう言い残すと、早足で歩き始めた。

　横に並んだ晴凛を意識しながら、ぎくしゃくと指揮所に戻るミーネの足取りを見ていたアイリーンが、ふう、とため息をついた後で、にっこり微笑ほほえんでつぶやいた。

「ミリンさんがいないと、あんなに意識しちゃうのねえ……ミリンさんのツッコミで誤魔化されていたけど、ホント、初うい々ういしいというか羨うらやましいというか……私もがんばらないとなあ……」

　那な刳ぐりのいる鍛か冶じ屋から聞こえる、カン！　カン！　という鍛たん造ぞうの金かな槌づちの音と、伏ふせ龍たつの指示に合わせて丸太を引き上げている兵士の声が、昼下がりの侘タ瑠ル徒トの中に響いていた。

　それらは、周囲を三万の帝国軍に包囲されている、ということを知らなければ、実にのどかに聞こえる音だった。

　──こういうのを、嵐の前の静けさって言うんだろうな。

　アイリーンは自分に言い聞かせるように、力を込めてうなずくと、抱えていた洗濯物を抱え直して、総そう督とく府の建物に小走りで向かった。

　伏龍が立てた信号柱に掲げられた信号旗は、西に傾かたむきかけた太陽に照らされて、帝国軍の陣地からもよく見えた。

　柱のてっぺんに取り付けた滑かつ車しやに綱を通し、それに何種類もの旗を結び付けてぐるぐる回すことで、旗が次々に変わっていく。

　色とりどりの旗が次々に掲げられる様子を見ていると、何やら複雑な情報を頻ひん繁ぱんにやり取りしているように見える。

　その頃、帝国軍の本陣にある指揮所では、沢さわ樹ぎが帝国軍の指揮官を集めて作戦会議を開いていた。

　指揮所の中の空気はどんよりと重く、誰もが眉み間けんに縦ジワを寄せて黙だまり込んでいる。

　侘瑠徒から射うち込まれた大おお弩ど弓きゆうの矢によって引き起こされた野営所の火災は、兵士たちが野営する天幕や予備の武器、そして食料などを集積した物資集積所に燃え広がり、そのほとんどを焼き尽つくして鎮ちん火かした。

　時間が過ぎ片付けが進むにつれて、火災の損害がどれほどのものか判明したとき、帝国軍の指揮官たちは言葉を失った。

「……もう一度確認したいのだが……」

　孟もう旗き将軍はゆっくりと、その場にいる全員に聞かせるように言った。

「……焼け残った食料は六日分、それも減量支給で……この数字に間違いはないのかね？」

　補給担当の参さん謀ぼうが手て許もとにある書類を再確認しながら答えた。

「はい、間違いありません。火矢を製造するために積み上げてあった油脂の樽たるに、最初の一発が引火し一気に燃え広がったために、物資の移動が思うようにいかなかったのです。その後も物資を移動中次々に飛来する矢のために作業が中断され、結果的に備蓄食料の八割以上が焼失するに至りました……」

「今け朝さの段階で二十二日分、という話だったのに……」

「減量支給で六日ということは、通常支給で三日分ということだぞ？」

「たったそれだけの食糧で、どうしろというのだ……」

　誰もが考えることは同じだった。

　──無理だったのだ。

　延えん声せいに備蓄されていた食料が横流しされ、侘タ瑠ル徒トに運び込まれていた時点で、この戦いの決着はついていたのだ。

　いかに精強な兵士でも、そしてその兵士が何万と揃そろっていても、食うものが無ければ戦えない。戦力とは、水、食料、武器、そのすべてが供給されている、いわば活力がみなぎっている状態で計るものだ。

　そのどれかひとつでも欠けていれば、当然、戦力はガタ落ちとなる。餓えて満足に戦えない状態の戦士が何万人いても、それは意味をなさない。

　参謀たちの視線は沢さわ樹ぎに集中した。

　──兵を引く。

　それしかない。そうなるのが当然なのだ。

　だが、沢樹の表情は、いつもと変わらなかった。どう見ても、現状を理解しているとは思えない涼しい顔で、そこに座っていた。

　孟もう旗き将軍があらためて口に出して、被害状況を確認した理由は、そこにもあった。

　沢樹はいつもの口調で話し始めた。

「さて、明あ日すの総攻撃ですが、今日きようのうちに準備を進めておいてください。未明より部隊を編成し、日の出と同時に侘瑠徒に攻めかかります……まず、弓きゆう兵へい三千、盾たて兵へい千の四千人を侘瑠徒の四方に配置し、矢を射いかけて敵の反撃を抑制しつつ、攻城兵器を城壁に寄せ……」

「お待ちください！」

　たまりかねたように、孟旗将軍が叫さけんだ。

「今の補給担当参謀の話を聞いておられなかったのですか？　食糧が燃えたのですぞ？　兵士に食べさせるものが無いのです！　この状態で、戦いを続行できるとお考えですか？」

　居並ぶ参謀たちが一斉にうなずいた。

「今のままでは、兵士の脱走は避けられない！　一刻も早く陣を畳んで、延声に引きあげるべきです！」

「補給こそが軍の要かなめ！　補給が断たれれば、軍は成り立ちません！」

　沢さわ樹ぎは口々に言い募る参さん謀ぼうたちを黙だまって見ていたが、やがて馬ば鹿かにするように鼻で笑った。

「ふん、本当に愚かですね、あなたたちは。顔についているのは目ですか？　それともただの穴ですか？　食糧が焼けた？　ええ、そうですね。確かに物資集積所にあった食糧は焼失しました。でも、それが何だと言うのですか？　もっと目を見開いて、前を見てください。あなた方の前に、食糧はあります」

　怪け訝げんな顔をする参謀の中の一人ひとりが、あっという顔になった。

「そうか！　侘タ瑠ル徒トか！」

「確かに……延えん声せいの備蓄食糧は侘瑠徒に運び込まれた、という情報があった」

「……ということは、侘瑠徒を落とせば食糧は手に入る、ということか」

「その通りです。今日きようの朝、私が兵に訓示した通りです。私の方針は微み塵じんも揺ゆるぎません……さあ、作戦会議を続けましょう」

　沢樹が、何を今さらこの愚か者め、という表情で参謀たちを見回していると、一人の士官が飛び込んできた。

「敵陣に動き！」

「何だと？」

「敵が打って出てきたのか？」

「もしや、シムールの本隊が！」

　色めき立つ参謀たちを制して、孟もう旗き将軍が言った。

「動きとは何だ？」

「侘瑠徒に信号旗が掲げられております！　頻ひん繁ぱんにいずこかと信号を交わしている模様！」

　士官の言葉を聞いて、指揮所にほっとした空気が流れたが、沢樹の表情だけは逆だった。

「信号旗だと？　どんな内容か、判別は可能か？」

「いえ、シムールの信号ですので……ただ……」

　沢樹は不ふ機き嫌げんそうな顔で、伝令の士官を追い払うように手を振った。

「何かね？　シムールの信号が解読できんのなら、君に用はない！　さっさと下がりたまえ！」

「その件ですが……シムールの信号ではなく帝国の信号でなら解読可能です……」

「何だと？」

　沢樹の顔色が変わった。

「それはどういう意味だ！」

「ええ、ですから、あの侘瑠徒で掲げられている信号旗は、帝国軍の信号として解読すれば『準備完了』と『待機せよ』を交互に掲げている、ということになるわけです……偶然の一致にしては、少々不自然かと思いまして……」

「準備完了に……待機せよ……だと？」

「はい、そういう意味の配色となります」

　信号旗の意味を聞いて、顔面蒼そう白はくとなった沢さわ樹ぎは叫さけんだ。

「大至急、憲衛隊の隊長を呼べ！　苑その山やま燕えん鵬ほう閣かつ下かの危き惧ぐが現実となったかもしれん！」

　沢樹の言葉を聞いた孟もう旗き将軍は、嫌いやな予感がした。

　──信号が帝国軍のものだと知った沢樹延えん銘めいは、きっと大おお騒さわぎするだろう。

　だが、それはおそらく、我々帝国軍の中に裏切り者がいるかもしれないという疑ぎ心しん暗あん鬼きを誘うための計略だ。

　左右の部隊は共に助け合い、後詰の部隊が後背を守ってくれると信じているからこそ、兵は前に進める。兵士が自分たちの周囲の兵を信用できなくなれば、その軍は終わりだ。

　沢樹がやるべきことは『あの旗は我々の動どう揺ようを誘うための計略である！』と指揮官に告げ、軍の引き締めを図ることだ……果たして、あの男にそれができるだろうか？

　沢樹は指揮所に勢ぞろいしている孟旗将軍以下の上級指揮官を見回して、ゆっくりと言った。

「私が苑山燕鵬閣下から侘タ瑠ル徒ト攻略を命ぜられたとき、そっと私だけに耳打ちされたことがあります。それは裏切り者である月つき原はら弦げん斉さいに関連したことでした。

　帝国の実権を我が手に握るために、仇きゆう敵てきであるシムールと手を結んだあの売ばい国こく奴どは、今帝都の法務局の中にある獄に繫つながれています。しかし、その売国奴の手下がいまだに帝国の中に潜ひそんでいる、というお話だったのです」

　沢樹は芝居っ気たっぷりに、両手を広げて言葉を続けた。

「苑山閣下の言葉は真実でした！　裏切り者はこの帝国緑軍の中にも紛まぎれ込んでいたのです！　侘瑠徒の中に建てられた柱に掲げられた信号旗こそ、その動かぬ証拠です！

　敵の射うち込んだ化薬入りの矢が、なぜ火矢の製造所に命中したのか、その火で物資集積所が燃えたのか、すべて説明がつきました！

　これはすべて裏切り者の手引きだったのです！　我が軍の中にいる裏切り者が、侘瑠徒の連中に火矢の製造所と物資集積所の位置を教えていたに違いありません！

　侘瑠徒の連中は最初から、あそこを狙ねらっていたのです！　今日きようの失態はすべて、軍の中にいる裏切り者によるものだったのです！」

「何だと？　まさかそんな……」

「いや、そう言われてみればそうかもしれん。あそこに火矢の製造所があって、油の染み込んだ布が山積みになっていることを知っていたとしか思えん！」

「うむ、まさに狙いすましたような一撃だったからな……」

　驚きの声を上げてざわつく指揮官たちを見て、たまりかねたように孟旗将軍が手を上げた。

「あ、いや、そのように早々に決めつけなくてもいいのではないかな？　あの信号旗は、我々の中に疑心暗鬼を生じさせて結束を乱そうとする、敵の計略の可能性もあるのではないかと思われますが……」

　沢さわ樹ぎは孟もう旗き将軍の言葉を鼻で笑った。

「はは、計略なら安心です。心配することもありますまい。しょせんは悪あがき。しかし、あれが計略でないとしたら、そっちのほうこそ一大事ですぞ？　この帝国軍の中に、裏切り者に加担する一派が潜せん伏ぷくしている、ということになります！

　私の仕事は侘タ瑠ル徒トに立て篭こもる反逆者の首を帝都に持ち帰り、苑その山やま燕えん鵬ほう閣かつ下かにお見せすることです。帝国軍の中にいる裏切り者の首をさらに増やせば、苑山閣下はさぞお喜びになるでしょう！」

　沢樹はそこで言葉を切ると、居並ぶ指揮官たちを見回した。

「あの信号旗を見て、妙みような動きを見せた者を捜さがし出すのです！　本日ただ今より、すべての部隊は私の直筆の命令書なしで動かしてはなりません。いかなる場合でも、です！

　命令書なしに勝手に部隊を動かした指揮官は、その時点で裏切り者として捕ほ縛ばくし、処刑します！」

　そう言った後で、沢樹は懐柔するように微笑ほほえんだ。

「だが、あなた方にとって、これは千せん載ざい一いち遇ぐうの出世のチャンスです！　首尾よく裏切り者を見つけ出すことができれば、その功績は計りしれません。これは、私だけではなく、ここにいるすべての人に、手柄を立てる機会が増えたということだとお考えいただきたい！」

　──そうか、そういうことか。

　孟旗将軍の顔に諦てい観かんにも似た表情が浮かんだ。

　──この男は、兵士の心理がいかに戦闘に影響を与えるのか、それを全く理解していないのだ。

　軍の中に裏切り者がいる、ということを、指揮官が公式に言明すれば、兵士がどれほど動どう揺ようするか、疑ぎ心しん暗あん鬼きに駆かられた兵士の士気がどれほど落ちるか、そんなことは全く考えていない。いや、違う……考えていないのではない、考えられないのだ。

　──沢樹延えん銘めいには他ひ人との心理を推察する能力が無い。最初から欠落している。

　兵士は人間だ、機械ではない。心理状態、疲労度、訓練度、そういった様々な要因で、発揮できる力に大きな差が生じる。

　だからこそ、指揮官は兵士の心理や健康状態に常に気を配るのだ。戦力という概念は、そういった配慮の上に成り立っている。

　食糧配給が止められることを恐れ、失敗をしないように萎い縮しゆくし、そして今度は、お前らの中に裏切り者がいる！　それを捜さがし出せ、と言われる。

　こんな状態に置かれた兵士がどんな気分になるのか、この状態でどれだけ戦えるのか、沢樹には全く見えていない。

　おそらく彼にとって、兵士はどんな心理状態でも指揮官の命令通りに動き、戦い続けるものなのだ。

　軍法にはそう定められている。法で決まったことに従うのが当然だ。私は何ひとつ間違ったことは言っていない。そして間違わなければ、戦いに勝てる。

　きっと、そう考えているのだろう……。

　孟もう旗き将軍は、ゆっくりと言葉を選ぶように尋ねた。

「我が軍の中に内通者がいて、それを捜さがし出すことも重要かもしれませんが、我々は今、侘タ瑠ル徒ト攻略の真っ最中です。内通者捜しは専門家である憲衛隊にお任せして、我々は、内通者がいるという前提で兵を動かす必要があると思われます。

　その場合、作戦計画をどのように変更すればよろしいのか、お伺うかがいできれば幸いです」

　自分の話の腰を折られた沢さわ樹ぎは、一いつ瞬しゆん、むっとしたような顔になったが、孟旗将軍の言っていることは道理が通っているのに気がついたのだろう。すぐに顔から表情を消した。

「確かに内通者がいるとなれば、作戦を多少変更せねばなりません。侘瑠徒の反徒どもと連絡を取り合って、呼応して裏切られるわけにはいきません。明朝、日の出と共に総攻撃をかけましょう。文字通りの総攻撃です。詳くわしくはこれをご覧ください」

　沢樹が孟旗将軍に渡したのは、分厚い紙の束だった。

「これは……命令書？」

「今日きようはあの男にしてやられましたが……明あ日すは私が勝ちます」

　沢樹は脂の浮かんだ顔をごしごしとこすりながら、自分に言い聞かせるようにつぶやいた。

「思い出していたのですよ。千せん斗と……今は皇こう伏ふせ龍たつと名乗っているそうですが……あの男を相手に下棋ヒヤーキの勝負をしたときのことを。

　あいつは、いつもこちらの予想しない手を打ってきました。定石を外し、とんでもない手を打って揺ゆさぶりをかけ、こちらの混乱と自滅を誘う。それがあの男のいつもの手でした。私は……あの男が大嫌いです」

　孟旗将軍は侘瑠徒の軍師を「大嫌いだ」と吐き捨てる沢樹に、普段とは違う印象を抱いだいた。孟旗将軍にとって、沢樹は頭はよいが他人の心など忖そん度たくしない、一種の怪物めいた存在だった。

　しかし、伏龍について語るとき、憎にくらしそうに鼻の頭にシワを寄せるとき、沢樹は年齢相応の若者の表情をしていた。

「それは直裁軍儀官殿と、相性はよくないですな」

　皮肉でなく、孟旗将軍はそう思った。もしも侘瑠徒の街にいるのが、シムールの兵だけであったならば、それがこちらの三万を上回る数であったとしても、沢樹はあっさりと落としていただろう。

　──考えてみれば、沢樹の命令がおかしくなったのは、この侘瑠徒に到着してからだ。

　沢樹が配った命令書に目を落とした孟旗将軍は、その中にいくつか侘瑠徒攻略とは関係ない命令書が含まれているのに気がついた。

「……この命令書は？」

　怪け訝げんな顔をする孟もう旗き将軍を見て、沢さわ樹ぎは自信ありげにうなずいた。

「それは、シムールの援軍を待ち伏せする部隊への命令書です」

「待ち伏せ？　では、シムールの援軍が来ると？」

「いえ、援軍、というよりは、挟きよう撃げきです。侘タ瑠ル徒トに意識が向いている我々の背後を、騎馬兵で攻撃する、という戦法です。

　私は、あの男ならどんな手を打つか、を考えました。明あ日すの総攻撃はまず南から攻め、次に東西から攻めます。三方向から同時に攻め、敵の戦力を限界まで引きつけておいて、北から一気に攻城兵器を突っ込ませて、城壁を突破します」

「ふむ、確かにそれは効果的ですな……」

　孟旗将軍はうなずいた。すべての命令を作戦命令書の形で出す沢樹のやり方は、型に嵌はまった作業を重ねていく城攻めには適していた。

　参さん謀ぼうや指揮官の中には、沢樹を口だけだの青二才だのと陰口を叩たたく者もいるが、孟旗将軍が沢樹の命令に今なお従っている理由のひとつが、沢樹のやり方は大筋で正しいからである。

「このまま、伏ふせ龍たつが何の手も打たなければ、侘瑠徒は間違いなく明日一日で陥落します。あの男がそれを黙だまって見過ごすはずがありません。では、どんな手を打つのか……私は練れん涯がい塾でのあの男との下棋ヒヤーキの対戦を思い浮かべました。そして、ひとつの結論に行きあたったのです」

「なるほど、それが我々の背後を突くシムールの騎馬兵、という作戦ですか……しかし、この作戦書には背後を守る予備兵力は残さない、とありますが……」

「ええ、その代わりに丸太で組んだ柵さくを立てます。この柵で敵の騎馬部隊の自由行動を阻そ害がいし、誘導します。その誘導先に帝国軍の騎兵隊を伏せておくのです」

　沢樹は机の上の地図に描かれた侘瑠徒の北壁の手前に部隊名が書かれた板を置いた。

「これが侘瑠徒を攻略している我が軍の歩兵部隊です。ここに背後からシムールの騎馬兵が攻めかかります……この手がシムールの騎馬兵です」

　自分の右手をシムールに見立てて、沢樹はその部隊名を書いた板を指先で突いた。

「我が軍の北壁攻略部隊は、侘瑠徒の守備隊と背後からのシムールの騎馬兵の攻撃を受け、挟はさみ撃うちにされます……しかし」

　沢樹は、右手の後ろに置いてあった騎兵を意味する黄色い札を、右手のひらの後方に置いて、その板で右手を後ろから突いた。

「さらにその後ろから、伏ふく兵へいとして伏せてあった帝国軍騎兵部隊が攻めかかるのです。背後から攻めて優位に立ったつもりのシムールの騎馬兵は、さらにその背後から攻められ、逆に挟み撃ちになって壊滅するでしょう。これが私の立てた作戦です。

　あの男が読むのは手ではありません、人の腹の中を見透かすのです。手を考えつくその心理を読むという、一種の悪魔みたいな男でした」

「なるほど……」

「うむ。これまでの戦いでもわかる通り、一ひと筋すじ縄なわではいかぬ男のようですな」

　孟もう旗き将軍以下の参さん謀ぼうたちが、お互いの顔を見合せてうなずきあう。そのとき、侘タ瑠ル徒トの方角から、角笛を吹き鳴らす音が聞こえてきた。

『パプゥウウウン！』

『パプゥウウウウン！』

　それに呼応するように帝国軍の本陣の中に警笛の音が響き渡り、兵士たちが「来るぞ！」「消火班用意！」「可燃物に覆いをしろ！」と叫さけび合う声が聞こえた。

　孟旗将軍は、やれやれ、という顔になった。

「角笛を吹いて飛ばしてくるかと思えば、角笛だけで矢を飛ばしてこない……いずれにしろ、角笛が聞こえたら、こちらの兵士はその対応に走り回らねばならない……まさしく一筋縄ではいかん男ですな……」

　沢さわ樹ぎはしかめ面つらでうなずいた。

「その通りです。しかし、私はあの男の策を見切りました。予備戦力は残しません。帝国軍騎兵隊以外のすべての兵力を、侘瑠徒攻略につぎ込みます！　侘瑠徒さえ落とせばいいのです。補給の問題も何もかも、その一点を突破するだけで解決するのです。だからこそ、この命令書なのです。これを各部隊の指揮官に読ませ、どう動けばいいのかを頭の中に叩たたき込んでおけば、敵の奇襲があったときに迅じん速そくに対応できるはずです」

　孟旗将軍は命令書の束をあらためて見直してみた。沢樹の意図がわかれば、各部隊ごとの断片的な命令からでも、全体像が摑つかめる。

「北の部隊を狙ねらってくるシムールの騎馬兵の数は、どれくらいだとお考えですか？」

「二千から三千。多くても四千」

「根拠は？」

「侘瑠徒の周辺に伏せておいた偵察兵が、我々がタリム盆地に布陣する少し前、侘瑠徒から二～三千騎ほどの騎馬の部隊が、北のロクト高地へと移動するのを確認しております。この事実は馬の足跡で裏付けが取れております」

　孟旗将軍は目を見開いた。

「なんと！」

「この騎兵こそが反乱軍の切り札です。城攻めがたけなわのときに後背から攻めかかれば、少数の騎兵であっても崩すことができる。伏ふせ龍たつはそう考えているのでしょう」

　ぷくぷくと、久しぶりに沢樹が得意そうに小鼻をふくらませた。

「やつの手は、すべて解けた！　今度こそ、私の勝ちです！　作戦書の通りに動けば明あ日すの夕刻には、あの柱に帝国の旗を掲げることができるでしょう！」

　指揮官たちを見回した沢樹が、満足そうにうなずいた、その頃。




　侘タ瑠ル徒トの周辺は再び静けさを取り戻していた。

　太陽はすっかり西に傾き、空は赤紫色に染まっている。

　目を凝らせば気の早い星が、ひとつ、二つ、と瞬またたき始めているのが見えるだろう。

　人の気配が消えた荒れ地の石の下や小さな草の根元から、夏に鳴くキリギリスの仲間が、低くジージーと鳴いている声が聞こえてくる。

　欠けて行く月が、夕空に浮かび上がり始めた頃。侘瑠徒の中庭では、那な刳ぐりたちが、大おお弩ど弓きゆうに矢を装そう塡てんしていた。

「ようし、こいつで十本めだ。角笛を吹け！」

　那刳の合図を受けて、シムールの戦士が角笛を高らかに吹き鳴らす。

『パプゥウウウウウン！』

　その音がタリム盆地の周囲の山々に響き渡って返ってくるのと、帝国軍の本陣からいくつもの警笛を吹き鳴らす音と、走り回る兵士たちの声と足音が入り混じった、ざわざわというさざ波のような音が聞こえてくるのは同時だった。

「これまで五回ほど、角笛だけの空打ちだったからな。帝国の連中もそろそろ気が緩ゆるんできた頃だろう。だが、今回は実体付きだ……行くぞ！」

「よしきた！」

　零れい二じはそう言うと、手に持っていた松明たいまつの炎を、大弩弓の矢にくくりつけた化薬の筒に近づけた。

　しゅっ！

　オレンジ色の火花と白煙が噴き出す。と、みるみるうちにその火花の勢いが増した。

「よし！　今だ！」

　零二の言葉を聞いた那刳が、大弩弓の弦げんを止めていた金具を金かな槌づちで叩たたくと、大弩弓がびぃいいん！　と音を立て、化薬の燃える火花を後ろから噴き出した大きな矢が南の夜空に向かって飛んでいった。

「おーっ！　見事じゃ！　あんなにきれいに飛ぶのなら、もっと作ればよかったのに」

　総そう督とく府の南寮の前で、夜空の向こうに消えていく大弩弓の矢を見送ったミーネがそう言うと、那刳は笑いながら肩をすくめた。

「もっと作りたいのはやまやまなんだが、化薬の原料がもう底をついてしまったのでな……木炭の粉は手に入るし、家の床下にある乾いた土を集めれば硝しよう石せきも作れるそうだが、硫い黄おうはどこぞの市場に行って薬石商人から買わないと手に入らんのだよ」

「そうか、残念じゃのう……こいつが百本もあれば、帝国軍の連中は尻尾しつぽを巻いて逃げ出したかもしれんのに……」

　ミーネの言葉を聞いた零二が首を振った。

「尻尾しつぽを巻いて逃げたかもしれないけど、次には向こうがこれと同じものを作って、こっちに射い込こんでくるかもしれませんね。帝国の人間は化薬の作り方も使い方もよく知っているから……ただ、帝国軍が、こいつを兵器として使おうと思わなかっただけでね。

　こいつにひどい目にあった帝国軍は、間違いなくこれと同じものを作ると思いますよ」

「じゃあ、明日あしたはわしらがこいつを食らうのか？」

　怯おびえたような顔をするミーネを見て、零れい二じは笑いながら首を振った。

「いえ、今日きよう明日、という話じゃありません。帝国で実用化するのにはきっと時間がかかります。でも、原理としては実に簡単ですから、一年はかからないと思います。

　そうですね……こいつがもっと性能がよくなったら、きっと戦い方が変わりますよ……弓より遠くまで飛ぶ兵器なんて無かったわけですからね」

「うーむ……」

　中庭で、ミーネが考え込んでいた、その頃。

　ミーネの後ろにある南寮の物置の中で、床板の一部がゆっくりと持ち上がり、その中からひょい、と小柄な人間の影が上半身を起こした。

　灯あかりも無い真っ暗な物置の中に出現したその小柄な人物は、自分が出てきた床板の脇わきにしゃがみ込むと、その周囲についた土つち埃ぼこりを入念に見た後で、何か拙まずいものでも見たかのように、小さく舌打ちをした。

　一方、自分の暮らしている南寮の物置の中に不審な人物が姿を見せたことなど知る由よしもないミーネは、大弩ど弓きゆうの発射台を片付けている那な刳ぐりたちに挨あい拶さつをすると、そのまま南寮に戻った。

　──さてと、今夜も晴せい凛りんの護衛じゃ！　いろいろ用意せねばなるまい。

　そう言えば、寝間着を変えたほうがいいとアイリーンは言っておったな……もっと薄物のほうが晴凛が喜ぶとか何とか……。

　着ているものが薄いとどうして喜ぶのかはよくわからないが、そうするのがいいような気がとてもする。

　どこかうきうきしたような足取りで自分の部屋に戻ってきたミーネは、衣装棚の前で、はた、と足を止めて独ひとり言をつぶやいた。

「うむ、そう言えば、わしは自分の寝間着がどこにあるのか知らんぞ……困った」

　ミーネはしばらく考えていたが、やがて、うん、と小さくうなずくと、衣装棚の戸を開けて、その中にきれいに畳んで積み重ねてある上着や下着を、ぽいぽい、と床に投げ出し始めた。

「うーむ、どこじゃ？　どこにあるのじゃ……えーい、ミリンのやつめ、細かく分けおってからに！　こんなものは、大おお雑ざつ把ぱに上着、下着、と二つに分けておけばいいのじゃ！」

「何をやってイルんデスか？」

「何って、見てわからんか？　晴凛と寝るときに着る寝間着を探しているのじゃ！」

「……晴凛と寝ル？　姫様は、晴凛殿と一いつ緒しよに寝てイルのデスか？」

「うむ、護衛じゃ。晴せい凛りんは侘タ瑠ル徒トの王じゃからな。わしが寝床で守ってやっているのじゃ」

　ミーネは、るんるん、とした口調で答えた。

「何とまあ、私がいないからと言って、いきなり男の臥所ふしどに通うトハ……二日見ないだけでいきなり色気づきマシタか、この山やま猫ねこハ」

「誰が色気づいた山猫じゃ！　って……はわわわわっ？　ミ、ミリン？　お前、何でここにいるのじゃ！」

　いつの間に戻ったのだろうか。ミーネの後ろには、黒い装束に身を包んだミリンが立っていた。

「姫様がおねしょをしているのではないかと、心配になって様子を見に戻ってきてみれば、何とまあ、はしたない……よもや、晴凛殿の寝床で、おねしょなどしてないでしょうね？」

「おねしょなどしとらん！　一体何年前の話をしておるんじゃ！

　と、そんなことよりも！　ミリン、お前どうやって戻ってきたのじゃ？」

　ミリンはしれっと答えた。

「歩いて帰って参りました」

「馬に乗ってなければ歩いてきたに決まっとるだろうが！　そんなことは聞いとらん！　侘瑠徒は帝国軍に取り囲まれているというのに、どこを通って侘瑠徒に入ってきたと聞いとるんだ！」
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　ミリンはさらっと答えた。

「抜け穴を使いました」

「え？　抜け穴って、そんなものどこに……あ！　思い出した！　何と！　あの抜け穴は本当にあったのか？」

　ミリンはうなずいた。

「ええ、ございました。昔、侘タ瑠ル徒トがシムールの手の中にあった頃に、街の中に水を引いていた地下水道の跡でございます」

　それはシムールの間で秘密の抜け穴として語り継がれていたものだった。

　ミーネが帝国皇こう帝ていの後こう宮きゆうに迎えられるということになり、月つき原はら弦げん斉さいの元にやってきたときに、いざというときの逃げ道として護人もりととなったミリンが、シャン族の族長イシルから教えられていた抜け道だった。

「あの抜け道を使って姫様をお迎えに上がったのですが……実はちょっと気になることがありまして……一いつ緒しよに晴せい凛りん殿のところに参りましょう」

「にゃっ！　ミリンも一緒に寝るというのか？　うーむ晴凛の寝床は大きいが、三人寝るにはちと狭せまいぞ」

「だ、誰が一緒に寝ると言いましたか！　何を馬ば鹿かなことを言っているのですか、この馬鹿猫ねこは！」

「何を赤くなっているのじゃ？」

「いいから、さっさと支度をなさい！　晴凛殿の身に関わることです！」

　ミリンはそう言うと、ミーネが床に撒まき散らした着替えを手早く広い集め始めた。

「……散らかすなとは言いませんから、せめて手当たり次第放り出さずに何とかできなかったのですか、この山やま猫ねこめ」




　総そう督とく府の建物に呼ばれた伏ふせ龍たつと燎りよう原げん上じよう佐さはミリンがいることに驚いたが、ミリンの口から抜け穴の存在を聞いて、もっと驚いた。

「そんな抜け道があったとはなあ……いやあ、知らせてもらってよかったぜ。さっそく塞ふさぐとしよう」

「うむ、この侘瑠徒は何度も持ち主が変わっているからな。我らの知らないこういった抜け穴が他にもあるかもしれん。気をつけないとな」

　ミリンは厳しい表情で答えた。

「もしかすると、もう遅いカモしれマセン……」

「何だって？　どういう意味ですか？」

　驚く晴凛を見て、ミリンは真剣な表情で言葉を続けた。

「実ハ……私の前ニ誰かが抜け穴を使った形跡があるノデス」

　晴せい凛りんと伏ふせ龍たつ、そして燎りよう原げんの三人は同時に目を見開いた。

「本当ですか？」

「何だって？」

「こいつはえらいことになったぞ！」

　青ざめる三人を見て、ミーネが不思議そうに聞いた。

「何をそんなに慌あわてているのじゃ？」

　晴凛は真剣な目で答えた。

「侘タ瑠ル徒トに帝国軍の刺客が潜入しているかもしれないってことです。危険ですから、ミーネ姫は出歩かないようにしてください」

「へ？」

　ミーネは一いつ瞬しゆんぽかんとした後で、目をまん丸にして叫さけんだ。

「変な言葉使うんじゃありマせん、この山やま猫ねこめ」

　だが、ミーネの言葉に伏龍がうなずいた。

「ああ、そうだ。だが、危ないのは晴凛だけじゃない。城に立て篭こもっている軍は、内側から攻められれば弱い。たとえば井戸に毒を投げ込まれたり、敵の総攻撃に合わせて、家々に火を点つけられたりしたら俺たちは終わりだ……帝国軍はこの侘瑠徒にある食料が欲しいから、放火はしないと思うが、暗殺と、井戸に毒だけは警戒したほうがいいだろう」

「兵を動員して、見回りを増やすか？」

　燎原の提案を聞いた伏龍は、しばらく黙だまったまま考え込んでいたが、やがて小さく首を振った。

「いや、騒さわぎ立てても、敵の思う壺つぼです。それに侘瑠徒の街の中に人通りが増えれば、その分忍び込んだやつは動きやすくなる」

「何でじゃ？　見張りの目が多いほうが、動きにくいじゃろう？」

「忍び込んだやつが兵士の格かつ好こうをしていたら、どうなると思う？　街中を武装した兵士が歩き回るようになれば、その中に紛まぎれ込める。でも、人通りがなければ、紛れ込めない。

　街の中に人を増やすのは逆効果なんだ。とりあえず警報を出して、井戸とかそういった重要な施設の警戒を強めるだけにしておこう」

「わかった……」

　燎原はうなずいた。

　伏龍は晴凛に向き直ると、その鼻先にぴしりと指を突き付けた。

「……というわけで、晴凛、明るくなるまでお前はこの建物から出るな。ミーネ姫と一いつ緒しよにここにいろ！」

「あ、はい、でも……僕はいいんですけど、伏龍さんだって狙ねらわれているんですよ？　軍師を狙うのはお約束じゃないですか！」

「ああ、わかってる。でも、餌えさがなきゃ敵は引っかかってこねえんだ。まあ、心配してくれるのは嬉うれしいが、安心しろ、俺にだって策はあるんだ」

　伏ふせ龍たつはそう言うと、にやりと笑ってみせた。




　伏龍や燎りよう原げん上じよう佐さが戻っていくと部屋の中には、晴せい凛りんとミーネ、ミリンの三人が残された。

「何でお前までおるんじゃ、行かず後ご家け」

「何言っていやがるのです、この馬ば鹿か猫ねこめ。私はあなたを守るためにここにいるんです」

　寝台の上で右から順に晴凛、ミーネ、ミリンと並んでいる。

　晴凛は隅っこのほうで、居い心ごこ地ち悪そうだった。

「それに、山やま猫ねこがおねしょをしないように見張らないといけません。夜が明けてから慌あわてて布団を干したことが、今までに何度あったことか。今は戦いの最中ですから、布団を干すのは大変です。できれば面倒なことはさせないでくださいね。できればでいいですから」

「何でそこで優しい目をして言うんじゃ!?　わしはおねしょなぞせんと言っておろうが！」

「ははは……」

　晴凛は渇いた笑いを浮かべるしかない。

「ところで晴凛殿。私がいない間、この山猫が晴凛殿の寝床に潜もぐり込んでいたようですが、おねしょは大丈夫でしたか？」

　いきなり話の矛先が晴凛のほうを向いてきた。

「えっ、いや、だ、大丈夫でしたよ、ええ」

「何でそこで焦あせるんじゃ!?　まるでおねしょをしたのに内ない緒しよにしてあげました、みたいではないか！」

「あはは……」

「そこでそんな目をしてそんな笑い方をするな！　まるでわしがやらかしたみたいではないか！」

「まったく…山猫が粗そ相そうをしでかしては大変ですから、私も付き添います」

「付き添う、ということは、ミリンもこのまま一いつ緒しよに寝るのか？」

「……」

「……」

「晴凛も一緒に？」

「……」

「……」

「そっ、そんなことできるわけないではないですかっ！　私は部屋の隅っこで毛布にくるまって寝ます！」

「女の人にそんなことさせるわけにはいかないよ！　僕が毛布で」

「何を言うか晴せい凛りん！　お前は侘タ瑠ル徒トの王として戦わねばならんのだぞ。ちゃんと布団で寝ろ！」

「じゃあ誰が布団から出るって言うんですか。二人ふたりなら入れますけど三人は無理ですよ」

「三人入る布団だとしても、私はイヤです！　嫁入り前の身体からだだというのに、殿方と同じ布団に入るとか！」

「ミリンはまだ嫁に行けるつもりなのか？」

「行けますっ！　山やま猫ねこのエサやり係が終わればすぐにでも！」

　晴凛は小さなため息をついて、やいのやいのと騒さわぐ二人に向き直った。

「あの……僕なら一人ひとりで大丈夫ですから、どうか二人は別の部屋で……」

「何を言うか晴凛！　刺客が潜もぐり込んどるかもしれんのじゃぞ？」

「でも、三人で寝るわけには…」

　晴凛の言葉を聞いたミーネは、何かを思い出したように目を見開いて、ぽん、と手を打った。

「そうじゃ！　ミリンは光こう凛りんのところに行けばよい！」

「……は？」

「……え？」

　晴凛とミリンは、一体何の話をしているんだ？　という顔でミーネを見返したが、ミーネはそんなことはお構いなしに話を続けた。

「そうだ、そうしよう、そうに決めた。晴凛！　光凛の寝室はどこじゃ？　光凛もこの侘瑠徒では重要人物で、そのうえ帝国にとっては『裏切り者』の一人じゃ。狙ねらわれるかもしれん。ミリンが行って護衛すればよいのじゃ」

「何言っていやがるのですか、この山猫は。本の虫、紙し魚みの生まれ変わりを寝ずに見張れと言うのですか」

　露ろ骨こつに嫌いやそうな顔をするミリンを見た晴凛は、本や書籍を積み上げてその中で仕事をしている光凛の顔を思い浮かべた。

　──紙魚の生まれ変わりとか、兄さんもひどい言われ様だなあ……。

　一方、そんなことを気にする様子もなく、ミーネとミリンの話は続いていた。

「わしと同じようにやればいいではないか」

「同じ？」

「一いつ緒しよに寝ればいい」

　どうやら、ミーネはその言葉の意味がわかっていないようである。

　ミリンは顔を真っ赤にして叫さけんだ。

「何を言っていやがりますかっ、この馬ば鹿か猫はっ！　誰もが馬鹿猫と同じように盛りがついているわけじゃありません！」

「盛りとはなんじゃ盛りとは！　一緒の布団で寝るだけではないか！」

「それが駄だ目めだと言っているんです、このすっとこどっこい猫！」

「わしは晴せい凛りんと一いつ緒しよに寝るのが楽しいぞ。ミリンも一度光こう凛りんと寝てみればいい」

「嫁入り前にそんなことができるかって言っているんです！」

「わしだって、嫁入り前だぞ？」

　首を傾かしげるミーネの頭を、とうとうミリンがぽこりと叩たたいた。

「嫁入り前にするな、と言っているんです！」

「あうう……三年後には晴凛の嫁じゃもの、同じようなものじゃろ」

「……落選するかもしれませんがね」

「そんなことはないっ……はずじゃ、そうじゃろ晴凛！」

「え？　あ、はい、まあ……そういうことです」

　いきなり聞かれても、どう返事をしたらいいのか分からなかった晴凛は、曖あい昧まいな笑えみを浮かべて答えることしかできなかった。

　ミーネは目に見えて不ふ機き嫌げんになった。

「ええい、はっきり言え、はっきりと！」

「ほうら、ご覧なさい。おねしょ猫ねこなど嫁にしたのでは大変だと、晴凛殿も気がついているのです」

「誰がおねしょ猫だ！　この行かず後ご家けめ！」

　ミーネはわめいた。

「とにかく、わしは晴凛の嫁になるのじゃ！　ミリン、お前は誰の嫁になるつもりなのじゃ？　なれんと思うが、言ってみろ！　希望を言うぐらいは多分許されるじゃろう」

「嫁にぐらいいつでもなれますっ、ならないだけです！」

「ほう、なれるのか。誰の嫁に？」

　ずばりと聞かれたミリンは視線を逸そらした。

「だ、誰だって……それは関係ありません！」

「いや、それが重要じゃろ。婿むこがいなければ嫁にはなれんじゃろ、普通」

　ミーネにしては珍しい正論である。

　うろたえたミリンを見て、ミーネはにやっと笑うとたたみかけた。

「誰じゃ？　誰の嫁になるつもりじゃ？　本の虫が嫌いやなら……酔っぱらいか？　アレはやめとけ。どう考えても女を不幸にする顔じゃ」

　──酔っぱらいって伏ふせ龍たつさんか……。

「山やま猫ねこに言われるまでもなく、そんなことはわかっています。あんな、いつも酒が入っている瓢ひよう簞たんで作ったトックリみたいな男は願い下げです」

　──ひどい言われ様だ……。

「じゃあ龍りゆう飛ひか？　あやつ、将軍になったんだったのう。腕っ節も強いし、いいんじゃないか？」

　そう言われて、ミリンは顔をしかめた。

「はぁ？　頭の中まで全部筋肉が詰まっていそうな面つらではありますが、それは願い下げです。というか、将軍？　何でそんなご大層な肩書きがついていやがるんですか？　称号の大安売りにも程があるでしょう」

　──大安売りって……そこまで言わなくても……。

「では零れい二じか？」

「図面を見てぶつぶつ言っているのは、陰気そうで好みじゃありませんね」

　──うわ、言い捨てた。

「燎りよう原げんのおっさんか？」

「年上にも程があります。ロクな財産も残さずに死にそうではないですか」

　──まるで今すぐ死にそうな言われ様だ……。

　こんな調子で、ミーネが何人もの男性の名前を挙げるが、ことごとくミリンによって切り捨てられる。

　言葉の刀の切れ味は絶好調だ。

　──なんで僕はこんな話を聞いているんだ……。

　晴せい凛りんは凄すさまじい居い心ごこ地ちの悪さを感じた。もしかして僕も、目に触れないところでは『いつも以上に』言われているんだろうか…？

　ミーネとミリンは布団に潜もぐり込んで、あの男はどこそこが悪い、なんたらかんたらの長所がなければ救いがない、という話をしていた。

　晴凛は部屋を出ていくこともできず、かといって二人ふたりの話を遮さえぎることもできず、寝台の隅っこで膝ひざを抱えて、いつしか眠り込んでいた。

「……あら？　晴凛殿は寝てしまったようですね」

「む。そうじゃの……ふぁあ……わしらもそろそろ寝るか」

「うむ……ふにゅう……刺客も来そうにないのう」

「起きている間は来るわけないでしょう……あふ……寝ている間に晴凛殿の身体からだをまさぐったりしてはいけませんよ」

「まさぐる？　どうしてじゃ？」

「意味がわからないならそれでいいです、この山やま猫ねこめ」

　そして、ミリン、ミーネ、晴凛の順で寝台に並んだ。

「おお、これが川の字というやつじゃな」

「どうやら少しは字も身についたようですね。山猫にしては上出来です」

「褒ほめとるんか貶けなしとるんか、どっちじゃ」

「褒めています……ということにしておいてください。さ、寝ますよ」

「うむ……ふぁにゅう……」

「あ、それから」

　ふと思いだしたようにミリンが、最後にこう言った。

「おねしょはしないで下さいよ」

「しないと言っておるじゃろ！」

　その言葉を最後に、ミーネの呼吸は寝息に変わった。







　　　第四章「総攻撃」







　夜が明けようとしていた。

　黒一色だった夜空の東側から少しずつ青い色が混じってくると、暗い夜空の中に溶け込んでいた東の山脈の影が徐々に浮かび上がってくるのが見える。

　出陣の準備を始めたのだろう。帝国軍の本陣の方角から、ざわざわという潮騒にも似た低いざわめきが伝わってくる。

　それは三万の人間が動き回る音だった。

　侘タ瑠ル徒トの中庭でかがり火を焚たいていた守備兵たちが、不安げに視線を南の空に投げた。

「いよいよだな……」

「ああ、いよいよだ……」

　十八歳くらいの若い兵士が、ぼそりとつぶやいた。

「俺たち……勝てるかな？」

　二十代後半の五人隊長の階級章をつけている兵士が、笑いながら答えた。

「さあな……勝てるとは思えんな……でも、負けないかもしれん」

「あの……それって、どういうことですか？」

　五人隊長は若い兵士を指差した。

「お前は今、戦闘中か？」

「え？　いえ、戦闘してません」

「じゃあ、この侘タ瑠ル徒トは帝国と戦っていないのか？」

「いえ、帝国とは戦争になってます……」

　五人隊長は笑った。

「つまり、そういうことだ。戦争に勝つ必要はねえんだ。俺たちはこれから始まる戦闘に負けなければいい。引き延ばしでも何でもいい、とにかくここを守ればいい。それだけのことだ」

「はあ……」

　何となく不安そうにうなずいた若い兵士を見て、五人隊長は笑った。

「まあ、納得はできねえだろうよ。戦闘で負けなきゃいい、なんて言うのは簡単だが、やるのは難しい。ただの言葉の綾あやだ。でも、その言葉の綾でもいい。何とかなる、と思うことが大切なんだ。何とかなる、何とかなる、そう自分に言い聞かせていりゃあ、何とかなるもんなんだ、世の中なんてのは。あきらめちまったら終わりだ」

　五人隊長は少し真剣な表情になって言葉を続けた。

「戦いに勝つかどうか、気になるなら周りに目を配れ。敵の刺客が紛まぎれ込んでいるかもしれないんだぞ。見慣れねえやつを見たら、すぐに仲間を呼べ、いいな？」

「わかりました……」

　若い兵士は表情を引き締めてうなずいた。

　東の空が青っぽくなるのと同時に、あたりは加速度をつけるように明るくなっていった。

　侘瑠徒の街の中から、放し飼いになっている雄おん鶏どりが高らかに時を告げコケコッコーという声が聞こえてくる。

　その、一番鳥の声に合わせて、侘瑠徒の守備兵たちを起床させる角笛の音が高らかに響き渡った。

『パプゥウウウウウン！』

　侘瑠徒の運命を決める一日が始まった。

　角笛を合図にして、寝床から起き出してきた守備兵たちは、それぞれの分隊ごとに動き始めた。

「ようし！　手てはず通り、配置につけ！　朝飯は食堂に用意してある！　戦闘配食だ！　分隊ごとに当番を出して取りにいって、それぞれ持ち場で食え！」

　将軍の肩章をつけた龍りゆう飛ひが、自分の部下たちにてきぱきと指示を与えているところに、伏ふせ龍たつが現れた。

「よう、龍りゆう飛ひ、指揮官が板についてきたじゃねえか」

「あ、伏ふせ龍たつの兄貴！」

　龍飛は嬉うれしそうに笑った後で、慌あわてて首を振った。

「……駄だ目めですよ！　刺客が忍び込んでるって教えてくれたのは兄貴じゃねえですか！　それなのに、こんなところをうろうろしていたんじゃ、殺されちまいますぜ！」

「刺客の野郎は、きっと、俺の顔なんざ知りやしねえ。今頃、誰が軍師か一生懸けん命めい観察してやがるだろう。だから、俺が軍師様だって教えてやってんだ」

「馬ば鹿かなこと言っちゃいけませんぜ！　何でそんな危ねえ真ま似ねを！」

「危ねえことは重々承知の上よ。刺客をあぶり出すには、合言葉とか符ふ牒ちようとかいろいろ方法があるんだが、戦いが始まるってのに、そんな悠長なことはやってられねえ。だから俺がおとりになって、刺客の首根っこを押さえるしかねえんだ。虎こ穴けつに入らずんば虎児を得ずってやつだ。まあそれで死んだら、俺もそれまでの人間だってことよ。

　本当ならお前に身辺警護を頼みてえところだが将軍となりゃそうはいかねえ。代わりにと言っちゃなんだが、お前の隊から、こいつなら、という兵士を二人ふたり選抜して指揮所の警備に回してくれねえか？　人手が足りねえところ悪いが……」

「わかりやした、うちの隊のとびきり腕の立つやつを回します。兄貴には指一本触れさせやしません、ご安心ください！」

　龍飛が、そう言って自分の胸を、どん！　と叩たたいてうなずくのを、空き家の中から一人ひとりの男が見ていた。

　年齢は二十代後半から三十代くらいだろうか。これといって特徴の無い……そう、他人の関心を一切引かない顔立ちの男だった。

　誰かに似ている、というわけでもなく、そしてまた誰とも違う顔でもない。

　それは、人間が漠然と思い浮かべる最大公約数の「男の顔」だった。

　おそらく、同じ部屋の中で数時間顔を突き合わせて会話をしていても、ほとんど印象を残すことなく、自分の印象を人の記憶の中に消してしまえるに違いない。

　この気配と印象の無さが、果たしてこの男の天性のものなのか、それとも訓練によって身につけたものなのか、それはわからない。ただ、わかっていることは、この男はその才能によって刺客という今の職を得た、ということだけである。

　男は、侘タ瑠ル徒トの中庭を走り回る守備兵の動きをじっと見ていた。

　──あの男は、あっちの男に指示を受けている。つまり、あっちの男のほうが指揮官だ。

　そしてその男を呼んだ、あの大男が、その指揮官の上級職、ということか。

　肩章をつけているところを見ると、将軍格だな……まだ若いし、自称、将軍、ということか……ふん、反乱軍らしいでたらめさだな。

　──あの将軍に指図する人間。そいつが、俺の狙ねらうべき男、ということか……。

　息を潜ひそめている男の目の前で、龍りゆう飛ひのところに伏ふせ龍たつがやってきた。

　伏龍に向かって、しきりに頭を下げる龍飛の態度を見ていた男は、少し驚いたように、ほう、と小さくため息をついた。

　──どうやらあの男が、軍師の皇こう伏龍という男らしいな。

　これはまた、ずいぶんと若い……どう見てもチンピラだ。それも性格の悪そうな……。

　いや、だが、沢さわ樹ぎ延えん銘めいもあの若さで緑軍の総指揮官になったわけだからな。年齢だけで否定するのは理に合わん。

　男はにやりと笑った。

　──よし、これで狙ねらうべき的は見当がついた。あとは、いつ、どうやってあの男を殺すか。

　……帝国軍の攻撃が始まって、侘タ瑠ル徒トの兵士の意識が城壁の外にくぎ付けになったとき、か。

　そうだな……それしかあるまい。

　軍師は、最も必要とされ、最も頼られ、人々の希望の支えとなったその瞬しゆん間かんに撃うち砕いてこそ、最も効果が上がるのだからな……。

　男は喉のどの奥で低く笑った。

　やがて、東の地平に太陽が姿を見せるのと同時に、帝国軍の本陣でも、進軍の太たい鼓こが打ち鳴らされた。

　どん！　どん！　どん！　どん！　という調べに合わせ、昨日きのうと同じように、歩兵たちが五百人ずつ隊列を組んで、本陣の中から現れ進軍してくる。

　ざっ！　ざっ！　ざっ！　ざっ！　という足音が、朝の空気を震わせる。

　帝国軍の歩兵隊は侘瑠徒をぐるりと取り巻く環状道路に沿って左右に分かれ、東西南北から包囲する形を取り始めた。

　昨夜と違うのは、弓きゆう兵へい盾たて兵へいだけではなく、その後ろに槍やりや剣を持った歩兵と、高いやぐらに車輪がついた高こう架か楼ろうや、梯はし子ごに車輪がついたような雲うん梯てい車しやが続いていることだ。

　まず、弓兵で侘瑠徒の城内に何万という矢を降らせ抵抗を弱めたところで、高架楼と雲梯車を城壁に寄せ、槍や剣を持った歩兵部隊を一気に城内に送り込む。

　それが沢樹の立てた侘瑠徒攻略作戦だった。

「敵軍！　近づきます！」

　兵の報告を聞いた燎りよう原げん上じよう佐さは、城壁の内側に待機していた弓兵に向かって叫さけんだ。

「南壁！　効力射三回！　照準青！　合わせ！」

　屋根が設けられた通路の下にいた侘瑠徒の守備隊の弓兵たちが、一歩前に進み出る。そして、一斉に弓を構え、矢をつがえて弓を引いた。

　それぞれの弓兵の脇わきには一本の棒が立っており、そこには赤い線と青い線が引かれている。弓兵たちの弓の矢じりは、その青い線にぴったりと合わされていた。

　それぞれの城門の上に設けられた見張り台に立つ兵は、目を凝らすようにして、朝日の中を迫せまってくる帝国軍の兵士の群れをじっと見つめていた。

　彼が見ているのは平原の中に転がっている青い岩だった。

　見張り兵は一度目をつぶって脳内の記憶を呼び覚ましてから、ゆっくりと目を見開いた。

　──間違いない、あの尖とがった岩の三つ向こうにある、あれが青い岩だ。

　帝国軍の隊列は、その岩のところにまで来て停止した。

　盾を置いて、後ろの弓きゆう兵へいが弓を構えた、そのとき。

　見張り兵は思い切り警笛を吹いて、そして叫さけんだ。

「南壁！　青！」

　見張り兵の声を聞いた燎りよう原げん上じよう佐さは、弓に矢をつがえて待機していた長ちよう弓きゆう兵に向かって、手に持った指揮杖つえを大きく振って命令を発した。

「三斉射、開始！」

　長弓兵は、一斉に弓につがえていた矢を放った。

　ばしゅうううっ！

　羽根が風を切る飛ひ翔しよう音に切れ目を作ることなく、続いて二の矢三の矢を放つ。

　立て続けに放たれた矢は、青空に吸い込まれていった。

　南の城壁に向かって攻め寄せていた帝国軍の兵士の耳に、しゅるしゅるしゅる、という矢羽根が風を切って落下してくる音が届くのと、周囲に無数の矢が突き立つのは同時だった。

　帝国軍の兵士たちは身体からだを覆おおえるほどの大きな盾を持っていたが、行軍のために足元に目が行って盾の構え方がおろそかになっていた者が多かった。

　侘タ瑠ル徒トの守備隊が放った矢は、その気の緩ゆるみの隙すき間まから飛び込んで、兵士たちの身体に突き刺さった。

「うぎゃあ！」

「ぎぇえ！」

　悲鳴を上げてバタバタと倒れる兵士を見て、帝国軍の指揮官が慌あわてて指示を出す。

「盾をしっかり構えろ！　斜め上にかざせ！　間隔を開けるな！」

　侘瑠徒から降り注ぐ矢は、まるで狙ねらいをつけているかのように、一定の距離に近づいた帝国軍の部隊の上に集中的に降り注いだ。

　他の西壁、東壁、北壁の外側でも、侘瑠徒の中から放たれ降り注ぐ矢のために、攻め寄せた帝国軍は兵士の中にかなりの損害を出すこととなった。

　しかし、東西南北それぞれに四千名ずつ配置された攻略部隊にとって、その損害はあらかじめ予想されていた範囲内だった。

　帝国軍の弓兵の指揮官が叫ぶ。

「仰ぎよう角かくをつけて、城壁の向こうに矢を射うち込め！　斉せい射しや用意！」

　隊長の指示を受けて、弓兵たちは一斉に矢の角度を変えた。

「用意！」

　号令と共に三千人の弓きゆう兵へいが弓を引く。

「斉せい射しや！」

　ばしゅぅぅっ！

　弦げんの音と共に、三千本の矢が一斉に放たれた。

「敵！　応戦開始！」

　帝国軍の動きを見ていた見張りの兵の報告を聞いた燎りよう原げん上じよう佐さは、屋根の下に退避しながら叫さけんだ。

「退避！　矢が来るぞ！」

　目盛りに合わせて弓を構えていた侘タ瑠ル徒トの弓兵は、自分の脇わきにある屋根の下に素早く身を潜ひそめた。

　それは夕立のような音と共に降ってきた。

　東西南北に三千人ずつ、合計一万二千人が一斉に放った矢、一万二千本が降り注いだのだ。

　その光景を何にたとえればいいのだろう。

　夕立のどしゃ降りの雨を思い浮かべて欲しい。

　その雨粒ひとつひとつを、すべて矢に置き換えた、それが、今、この瞬しゆん間かんの侘瑠徒の城内の光景である。

　ざあああああっ、という夕立のような音と共に、侘瑠徒の街の中に矢が降り注ぎ、地面や家の屋根、軒のき先さき、樹木の枝、ありとあらゆる場所に突き刺さった。

　指揮所の中に立っていた伏ふせ龍たつの頭上から、瓦かわら屋根に矢が当たる、カカカカカカ！　というカン高い連続音が響く。

　窓の外の軒先や、矢除よけのために急きゆう遽きよ作った渡り廊下のような屋根付き通路の上に、一いつ瞬しゆんにして何百何千という矢が突き刺さった。

「まるで、栗のイガだな……」

　伏龍のつぶやきを聞きつけた晴せい凛りんの兄、光こう凛りんがうなずいた。

「通路に屋根をつけて正解ですね」

「ええ、突貫工事だったけど、あれがあれば真上から降る矢は防げます。移動中に負傷したんじゃ意味がないですし」

「まず、矢を振らせ続けて、こっちの動きを封じて、その隙すきに攻城兵器を城壁に寄せる……沢さわ樹ぎ延えん銘めいは定石通りに攻めるつもりです」

　光凛の言葉を聞いて、伏龍はにやっと笑った。

「あなたに参さん謀ぼうをやってもらえて助かります。燎原さんは実戦部隊の指揮をしなくちゃなりませんし、帝国の出方を聞けるのは実にありがたい」

　光凛は慌あわてたように顔の前で手を振った。

「あ、いや、私は事務方だから、そんなに買いかぶらないでください」

「いえいえ、あなたが晴せい凛りんに教えた攻城兵器の弱点……木製のやぐらは燃える……これは実に効果的だと思います。

　火矢を遠距離から正確に当てるのは難しいのですが、晴凛ならそれができますからね」

「あいつにあんな弓の腕があったなんて、ちっとも知らなかった……男は三日会わなければ、目を見開いて待て、という諺ことわざの通りですよ」

　光こう凛りんが感心したようにうなずくのを見て、伏ふせ龍たつはにっこりと微笑ほほえみ城壁のほうを見るのだった。




　南西の角にある望ぼう楼ろうの脇わきに作られた晴凛専用の狙そ撃げき小屋の中では、晴凛が伏龍と光凛の会話にあった火矢の準備をしていた。

　火矢というのは、矢じりの根元に薄手のフェルトを巻き付けて糸で縛りあげ、油脂を含ませたものである。

　このフェルトに火を点つけて、木製の建造物などに射うち込み、それを焼き払うためのものであり、いわば焼しよう夷い弾の元祖である。

　火矢に使われる矢じりは、矢の全長の半分くらいある長い物が使われており、竹で作られた矢が燃えても、フェルトの部分は、金属製の矢じりに引っかかって、その場で燃え続けるような構造になっている。

　晴凛のいる小屋の屋根には何十本という矢が突き立っていた。

　小屋だけではない。城壁の上で待機している守備兵が身を潜ひそめている覆いの上にも、無数の矢が突き立っている。

　もし、この覆いが無ければ、城壁の上にいる守備兵たちは全滅してしまったに違いない。

　帝国軍の弓きゆう兵へいの攻撃は続いていた。

　今、こうしている間にも、晴凛の耳には板に矢が当たる音が聞こえ続けている。

　晴凛は小屋の前にある隙すき間まの戸をずらして、外を見た。

　侘タ瑠ル徒トを包囲した弓兵たちは百五十短里メートルほどの位置に盾を置き、その後ろから矢を射いかけている。

　さらに、その後ろを、板で覆った四角い箱を乗せた高こう架か楼ろうと呼ばれる攻城兵器が兵士に押されて、ごとごと揺ゆれながらゆっくりと近づいてくるところだった。

　──高架楼までの距離は二百短里か、仰ぎよう角かくをつけてギリギリ届くかどうか、というところだけど……やってみるか。

　晴凛は足元の獣脂の入った桶の中に束になって立てられている火矢を一本抜いて、灯とう明みよう皿ざらの種火のところにかざし、フェルトに火を点けた。

　じゅじゅじゅじゅ、という油が熱で泡立つ小さな音と共に燃え上がった火矢を弓につがえ、狙ねらいを定める。

　晴せい凛りんの隠れている小屋には十文字の切れ込みが開いており、左右の切れ込みで視野を確保し、縦の切れ込みで矢の角度を自由に決めることができる。

　仰ぎよう角かくをつけて構えた矢の先端のフェルトから、溶けた熱い油が矢を伝って晴凛の弓手ゆんでに当たる。

　薄手の鹿しか革がわの手袋をしているとはいえかなりの熱さだが、晴凛はそれをこらえつつ狙いを定めた。

　──もう少し上……わずかに左……。

　頭の中に思い描いた矢の軌き跡せきが、目標の高こう架か楼ろうのやぐらの足に合致した、その瞬しゆん間かん。

　晴凛は矢を放った。

　ぼしゅっ！

　火矢は炎と薄い黒煙を引いて山なりに飛び、そして高架楼のやぐらの足に見事に突き立った。

　晴凛は桶おけの中に立っている火矢を抜き取り、種火をつけて放つ、という動作を繰り返した。

　火矢は、高架楼の組み上げたやぐらの足に、次々と刺さっていく。

　一本や二本の火矢では、そう簡単に燃え上がりはしない、しかし、火力は可燃物が増えれば増えるほど加速度的に強くなる。

　火矢が五本を超えたあたりで、明らかに燃え方が変わった。

「いかん！　火を消せ！　何とかしろ！」

　高架楼の下にいた指揮官が叫さけぶと、数人の兵士が盾の後ろから飛び出して、手に持っていた布のようなもので炎を叩たたき始めた。

　その光景を見た晴凛は、火矢に伸ばした手を引っ込めて、普通の矢に持ち替えた。

　火を消している兵士に狙いを定め、弓を引き絞しぼる。

　ばしゅっ！

　狙い定めた矢は、火を消すために身体からだを伸ばした兵士の肩を見事に貫いた。

　それから先は晴凛の独どく壇だん場じようだった。

　高架楼に火矢を飛ばす。

　火を消すために兵士が出てくる。

　矢に射いられて倒れる。

　これの繰り返しが続き、気がつくと、高架楼の周囲には負傷した兵士が山のように倒れ、高架楼のやぐらは炎を上げて燃え上がり始めていた。

　──あの高架楼はもう使えないな。よし、次はあの後ろに並んでいる雲うん梯てい車しやだ！

　晴凛は火矢の目標を変えた。

　しかし、帝国軍もそれを黙だまって見逃すはずがなかった。

　火矢を飛ばしているのが、晴凛のいる小屋からだ、とわかったのだろう。小屋の隙すき間まを狙った矢が殺到した。

　しかし、狙ねらいを定めるためには、盾の後ろから見当をつけて矢を射いるという今までのやり方は通用しない。危険を覚悟で、身を乗り出し狙いを定めねばならない。

　それが、侘タ瑠ル徒トの守備隊の狙いでもあった。

　降り注ぐ矢の中で身を潜ひそめていた城壁の守備兵は、一斉に反撃に移った。

　雲うん梯てい車しやや高こう架か楼ろうを火矢で狙う晴せい凛りん。

　その晴凛を狙う帝国軍弓きゆう兵へい部隊。

　そしてその弓兵を狙う、侘瑠徒の守備兵。

　この三みつ巴どもえの戦いは、明らかに帝国軍弓兵が不利だった。

　晴凛と侘瑠徒の守備兵は矢から身を隠す遮しや蔽へい物に守られているのに対し、高架楼や雲梯車はむき出しであり、帝国軍の弓兵の身を守る大盾も最小限の大きさしかない。

　侘瑠徒の南側の城壁に取り付こうとした帝国軍には、死傷者が続出した。

　弓兵は次々に倒れ、高架楼や雲梯車という攻城兵器は、城壁に取り付くこともできずに、そのはるか手前で炎上した。

　──相変わらず見事な腕だ。たった一人ひとりで攻城兵器を灰にしたか。

　驚きよう嘆たんする燎りよう原げん上じよう佐さが城外に目をやる。

　燃え上がる高架楼と雲梯車の周囲には、火を消そうとして晴凛の矢に倒れた百人近い負傷者が、折り重なるようにしてうめき声を上げていた。

　一方、最前線で指揮していた孟もう旗き将軍はその光景を見て、苦虫を嚙かみ潰つぶしたような顔で言った。

「あのまま負傷者を放置するわけにはいかん！　戦闘中止！　負傷者を回収して後方に搬送せよ！　各部隊はその間に部隊を再編しろ！　負傷者の回収の終了後に再攻撃をかける！」




　タリム盆地に、帝国軍の退却ラッパが鳴り響いた。

　侘瑠徒の四方から射い込こまれていた矢がぴたりと止んだ。

「敵軍攻撃中止！　負傷兵を回収しています！」

　見張りの声を聞いた燎原は、大声で叫さけんだ。

「攻撃中止！　敵が負傷兵を回収する間は、矢を止めろ！」

　この命令が飛ぶのと同時に、侘瑠徒からの応戦はぴたりと止んだ。

　その光景を見ていた孟旗将軍は静かに黙もく礼れいすると、部下に向き直った。

「侘瑠徒はおそらく矢を飛ばしてこないだろう。今のうちに負傷者を回収し、後方に搬送しろ！」

　参さん謀ぼうの一人ひとりが不安そうに聞いた。

「大丈夫でしょうか？　侘瑠徒は奇策を弄ろうする連中です。こちらが盾を持たずに負傷兵の回収や搬送を行っているところを、狙ってくるかもしれません」

　孟もう旗き将軍は首を振った。

「いや、侘タ瑠ル徒トの連中は確かに奇策を弄ろうし、人の裏をかくような作戦を立ててきている。だが、それはこの劣勢をいかにはねのけるか、ということからきているものだ。

　裏をかくのは『危道』という。負傷兵の回収や搬送の隙すきを狙ねらうのは『非道』だ。この二つは似ているが別のものだ」

　孟旗将軍は侘瑠徒の城壁に視線を投げて言葉を継いだ。

「あそこに立て篭こもっている連中は、確かに性格がねじ曲がっている。だが、人の道に外れたことはせんよ……わしはそう思うのだ」

　帝国軍が引いたことで、侘瑠徒の中にもほっとした空気が流れていた。

「今のうちに城壁の責任者は、負傷者を確認しろ！　城壁の戦力に隙すきを作るな！　負傷者が出て空いた穴には、弓きゆう兵へいから人を回せ！」

　燎りよう原げんの指示を受けた、東西南北の城壁の防衛責任者である四人の将軍──伏ふせ龍たつ言うところの四天王は、城壁の上を走り回って負傷者を確認し、部下に指示を出していた。

「負傷者は広場の包帯所に運べ！　そこで応急手当をしてから、総そう督とく府の病室に連れていくんだ！」

　侘瑠徒の指揮所で各部署からの報告を取りまとめていた光こう凛りんが、伏龍のところにやってきた。

「今の攻撃で死者は出ていませんが、南で二名、東で四名、西で一名、北で五名の負傷者が出ています。負傷程度はいずれも中から軽。北の五名はすべて中程度の負傷のため、持ち場を離れます。北壁には長ちよう弓きゆう部隊から交代要員を差し向けました。矢の消費量は約四千。備蓄量の二割を消費しました……もっとも、帝国軍が射い込こんだ矢を回収すれば、矢の備蓄は逆に増えますけどね」

「とりまとめしていただいて、助かります。自分たちの戦力が、今、どうなっているのかを知らなくては、作戦も立てられませんからね」

　報告書を受け取った伏龍は素直に頭を下げた後で、光凛に聞いた。

「……ところで、光凛さんは帝国軍の戦いの進め方については、私よりも詳くわしいと思うのでお聞きしますが、この後、帝国軍は戦法を変えてくると思いますか？」

「そうですね……」

　光凛は考え込んだ。

「昨日きのう、射込んだ化薬の矢は帝国軍の野営所に大火災を引き起こしました。どれほどの損害を与えたのかはわかりません。ですが、あの火災が野営地に隣接する物資集積所に延焼していたとしたら、ただでさえ少ない食糧がさらに失われたはずです。

　食糧を失った軍は戦闘力を維持できません。それどころか、兵士の脱走が相次ぎ、軍の態ていを成さなくなる可能性もあります。普通ならば、軍を引くことを考えるでしょう……」

「でも、沢さわ樹ぎは軍を引かなかった。それどころか、本格的に攻めてきた……ということは」

　伏ふせ龍たつの言葉を聞いた光こう凛りんはうなずいた。

「ええ、沢さわ樹ぎの目標はこの侘タ瑠ル徒トに備蓄されている食糧です。手元の食糧が失われても、目の前にある侘瑠徒を攻め落とせば、食糧が手に入るわけですから」

　伏龍は腕を組んで、ため息をついた。

「食いものが無くなれば、軍を維持できなくなるので兵を引くだろう、と考えていたが、そうは問屋がおろさなかった、ということか……」

「私は沢樹という軍師に会ったことはありませんが、まだ若く野心に燃えているとすれば、積極的に行動する道を選ぶでしょう。ましてや、この戦いは彼にとって初うい陣じんです。ここで兵を引くことは、彼の経歴に大きな傷となります。それを考えれば、何が何でも侘瑠徒を前にして兵を引くわけにはいかないと考えるのも無理はありません」

「……どんな犠牲を払ってでも、侘瑠徒を落とす。ハッタリでも何でもなく、文字通りどんな犠牲を払っても、ということか」

　伏龍は嫌いやなものを見たような顔で言葉を継いだ。

「……世の中には、他人の血ならどれだけ流れても平気って人間がいる。昔っから戦争ってのは、行かないやつがやりたがるんだよな……」




　その頃、帝国軍の指揮所では、沢樹が孟もう旗き将軍を怒鳴りつけていた。

「なぜ、戦闘を中止したのですか！　作戦書の通りに戦いを進めなくては意味がありません！　まず南から攻め、次に東西から攻め、敵の戦力を限界まで引き付けておいて、北から一気に攻城兵器を突っ込ませて、城壁を突破する……戦闘を中止したのでは、敵を引き付けておくことができません！　最初からやり直しではないですか！

　負傷者の収容など後回しです！　攻撃再開後は、たとえ負傷者が出ても一切無視してください！」

　孟旗将軍の頭にかっと血が上った。沢樹の作戦には従うつもりだったが、この命令だけは従うわけにはいかなかった。

「とんでもない！　負傷者を戦場に放置しておけるわけがない！　お前には兵士の気持ちがわからんのか！　たとえ負傷しても確実に手当てしてもらえるという安心感があるから、兵士は敵に向かって進めるのだ！」

　今まで従順だった孟旗将軍にまさか罵ば倒とうされると思わなかったのであろう。沢樹の顔が引きつった。

「いかに我が慢まん強い私としても、もはや我慢できません！　あなたは無能と無知で私の足を引っ張るだけに飽き足らず、私に反逆するというのですね……わかりました、本来ならば命令書なしで部隊を動かしたあなたは裏切り者として処刑されるべきですが、長年の功労に免じて罪一等を減じ、千人隊長に降格することで許してあげましょう。あなたには最前線に出てもらいます！　さっさと、その将軍の肩章を外し出ていってください！」

　孟もう旗き将軍の周囲にいた帝国軍の参さん謀ぼうたちの中に、明らかに怒気を含んだ空気が流れた。

「帝国軍に功績のある、孟旗将軍に何ということを！」

「沢さわ樹ぎ殿！　大将軍の解任ができるのは、帝国皇こう帝てい陛へい下かのみ！　何の権限があって、それをおっしゃるのか！　僭せん越えつですぞ！」

　沢樹は自分をにらみつけている参謀たちを、逆ににらみ返した。

「なるほど、こんなところに裏切り者がいたとは……道理で情報が侘タ瑠ル徒トに漏もれるわけだ……憲衛兵！　この者たちを捕ほ縛ばくしろ！　内通者だ！」

「な、何だと？　ふざけるな！　なぜ俺たちが……」

　沢樹は驚く参謀たちを見下すような目で見ると、冷たく言い放った。

「申し開きは牢ろうの中で聞く！　この裏切り者を連れていけ！」

　憲衛兵たちに引きたてられていく参謀を見て、孟旗将軍は思った。

　──わしが恐れていた通りになったか。

　この男にとって内通者とは、自分に逆らう者、自分の命令に従わない者の首にかけて葬ほうむり去るための、都合のよい高こう札さつなのだ。

　内通者にされた人間は、自分が内通者ではないという証拠は出せない。罪を犯していない人間に、罪を犯してない証明をしろと言うのと同じだ。

　孟旗将軍は黙だまって将軍の階級を意味する肩章と胸につけた勲くん章しようを外し、将軍の紋章の兜かぶとを脱いだ。

　そして、何も装飾の無い一兵卒のような姿になると、小さく一礼して指揮所を去っていった。

　沢樹はその後ろ姿に侮ぶ蔑べつするような視線を投げた後で、居並ぶ参謀と伝令に向かって悠ゆう然ぜんと言った。

「では、攻撃を再開します。たとえ死傷者が山をなそうとも手を緩ゆるめてはなりません。死傷者を踏ふみ台にしてでも、あの城壁を越え、侘瑠徒を落とすのです！

　兵士には侘瑠徒には食糧があると……いや、侘瑠徒にしか食糧は無いと告げよ！

　侘瑠徒を落とさねば、餓えて死ぬのだ！　もはや退路は無い！　全軍突撃せよ！」

　帝国軍の信号手が高らかに突撃ラッパを吹き鳴らした。







　　　第五章「決戦」







　帝国軍の再攻撃が始まった。

　どん！　どん！　どん！　どん！　という進軍の太たい鼓この音と共に、侘タ瑠ル徒トを包囲した密集隊形の兵士たちが、ゆっくりと前進を開始する。

　自分の身長と同じほどの大きさの大盾を構えた兵士が、歯をくいしばるような声でつぶやいた。

「……くそ、腹が減った……」

　隣の兵が顔をしかめた。

「馬ば鹿か野郎！　口に出すな！　もっと腹が減る！」

　兵士の愚ぐ痴ちを聞いた分隊長が、叱咤しつたするように言った。

「そうだ。だが、これに勝てば飯が食える！　俺たちは勝つんだ！　勝って飯を食うんだ！　行くぞ！　声を出せ！　腹の底から声を出すんだ！」

「うぉおおおおおおおお！」

　その分隊の雄叫おたけびは、そのまま周囲の部隊へと伝でん播ぱんした。

「俺たちも声を出せ！　いくぞ！」

「うぉおおおおおおおお！」

　侘瑠徒を包囲した二万の兵士は、口々に雄叫びを上げて、城壁に向かって突進した。

「敵兵！　全軍突撃開始！」

　中央広場で長ちよう弓きゆう兵部隊の指揮を執とっていた燎りよう原げんは、侘瑠徒の見張りの報告を受けて小さく舌打ちをした。

　──くそ、何が何でも城壁に取り付こう、というわけか。となれば、もはや遠距離から矢を射うち込むよりも、城壁で直接敵兵を狙ねらわねば追いつかない。

　燎原は自分が指揮していた長弓兵部隊に向かって叫さけんだ。

「部隊を解散し、城壁防衛体制に移行する！　各自、割り当てられた城壁に向かい、そこの指揮官の指揮下に入れ！　ご苦労だった！」

「了解！」

　広場にいた長弓兵たちは敬礼すると、それぞれの持ち場となる東西南北の城壁に散った。

　押し寄せた帝国兵は、城壁の上にいる守備兵めがけて矢を浴びせかけ始めた。

　もちろん、城壁の守備兵も黙だまって射いられているわけではない。胸きよう壁へきの隙すき間まから、下にいる帝国兵に向かって矢を射る。

　下から上に矢を射いるよりも、見通しのきく上から下を射るほうが狙ねらいやすいのは言うまでもない。

　帝国兵を倒すのは簡単だったが、問題は高こう架か楼ろうや雲うん梯てい車しやなどの攻城兵器だった。

　東壁に陣取った守備兵も晴せい凛りんがやったのと同じように、胸きよう壁へきと覆いの隙すき間まから近づいてくる雲梯車に向かって火矢を放っていた。だが、その火矢のほとんどが狙いを大きく外れてしまっている。

　火矢を射る守備兵を重点的に狙えという指示が出ているのだろう。次の火矢を射る前に、その守備兵の周囲に、帝国軍の矢が集中したからである。

　火矢を一本射ると、その火矢を射た場所に向かって百本近い矢が返ってくる、という状態の中で、集中力を保つのは難しい。

　盾の間から矢を射かける帝国兵は、次々に守備兵の矢に倒されていく。

　しかし、その絶え間なく自分を狙って飛んでくる矢の合間に、守備兵たちは胸壁と覆いの隙間から矢を射らねばならなかった。

　守備兵側の射る矢の間隔が長くなり、反撃のための矢の密度が下がったために、東から近づく高架楼と雲梯車は、ほとんど火矢の損害を受けることなく城壁に近づいてきていた。

　一方、南壁と西壁の角の望ぼう楼ろうに作られた小屋に陣取った晴凛は、このときまでに南壁に近づいた高架楼三台と雲梯車五台、そして西壁に近づいた高架楼三台と雲梯車四台を炎上させていた。

　遠距離から百発百中で飛んでくる晴凛の火矢の前に、南壁と西壁を攻略しようとした攻城兵器は、なすすべもなく炎上した。

　侘タ瑠ル徒トの指揮所に駆かけ込んできた、青い布を頭に巻いた南壁守備隊の伝令兵が、伏ふせ龍たつに向かって報告した。

「南壁と西壁の攻城兵器は、晴凛殿の火矢によりほぼ無力化に成功！　後続の攻城兵器は近づいてきません！」

　光こう凛りんは伏龍と顔を見合せると、ほっとしたようにうなずいた。

「やりましたね！　攻城兵器さえなんとかしてしまえば、歩兵は城壁を越えられません。このまま守り切れるかもしれません！」

　だが、伏龍の表情は険しいままだった。

「南と西は何とかなるかもしれねえが、問題は東と北だな。敵は北を除く三方から激しく攻め立ててやがる。東側からの情報が入ってきてねえんだ……」

　その伏龍の言葉を聞いていたかのように、東壁守備隊の赤い布を巻いた伝令が指揮所に飛び込んできた。

「東壁守備隊より伝令！　東壁は敵攻城兵器の迎撃に失敗！　至急応援願いたいとのことです！」

「何だって？　どういう状況だ？」

　東壁の伝令はすまなそうに答えた。

「火矢を使って二台ほど燃やしたのですが、その後、火矢を射いていた射しや手しゆが五名、倒されました。急きゆう遽きよ他の弓きゆう兵へいが火矢を射たのですが上う手まく命中せず、攻城兵器の接近を許してしまいました。このままでは敵兵が城壁の中に入ります！　至急兵士を回してください！」

　伏ふせ龍たつは机の上の配置図を見下ろして、考え込んだ。

　──予備兵力なんて、贅ぜい沢たくなものはない。兵士を回すとしたら、他の配置場所から引き抜くしかない。

　どうする？　どこから抜く？

　伏龍の目は北壁に引き寄せられた。

　──北壁はまだ攻城兵器による攻撃を受けていない……なぜだ？　なぜ、北壁だけ？

　北にはロクト高地がある。そしてシムールの領地も北だ。

　もし、応援が来るとしたら、それは北から来る。そう考えるのが当然だ。

　沢さわ樹ぎは、もし北からの攻撃を受けたときに、挟はさみ撃うちにされるのを嫌いやがったに違いない。

　──つまり、北は攻められることはない。北の兵力を他の応援に回してもいい、ということか……。

　伏龍は、北壁の兵を東に回せ……と言おうとして、その命令を吞のみこんだ。

　──いや、待て。

　単純すぎる。そんな単純に考えていいのか？　相手はあの沢樹だぞ。おそらく、あいつは俺がそう考えるということを知っている。知っていて何か手を打っているはずだ。

　伏龍は顔を上げた。

「人は回せねえ、だが対攻城兵器用の新兵器を東壁に回す！」

「対攻城兵器用の新兵器？」

　怪け訝げんな顔をする光こう凛りんを見て、伏龍はにやっと笑った。

「ああ、泉せん野や晴せい凛りんという名前の新兵器だ！」




　南西の角にある晴凛用の狙そ撃げき小屋は、帝国軍の弓きゆう兵へいたちから集中攻撃を受けたために、無数の矢が突き立っており、遠くから見ると巨大な四角いイガグリのように見えた。

　隙すき間まから飛び込んできた矢も数本あったが、幸いなことに晴凛に当たることはなかった。

　無数の矢が刺さっている小屋の隙間から外を確認した晴凛は、視界の中に、もはや動く高こう架か楼ろうや雲うん梯てい車しやが無くなったのを見て、ほっと肩の力を抜いた。

　高架楼も雲梯車も無くなったわけではない。まだ、帝国軍の本陣を出たところにある環状道路の上には、十台以上の高架楼が待機しているのが見える。

　しかし、それらは、そこから動こうとはしない。周囲にいる歩兵も、動きを見せていなかった。

　──様子を見ているのかもしれないな。まあ、すぐには攻めてきそうにないな。

　今のうちに、火矢の毛織物の中に油を染み込ませておかなくちゃ……。

　そう考えた晴せい凛りんが、油脂の入った桶おけの中に新しい火矢を突っ込んだとき。

　晴凛のいる狙そ撃げき用の小屋の中に、盾を構えた二人ふたりの伝令兵が走り込んできた。

「東の城壁に高こう架か楼ろうが接近しています！　火矢による迎撃が間に合いません！　応援願います！」

「晴凛殿を東壁まで護衛しろ、との伏ふせ龍たつ殿の命令で参りました！」

　伝令兵はそう言うと、大盾を掲げた。

「帝国軍のやつらは、城壁上に動くものを見ると、矢で狙ねらってきます！　我々が盾で防ぎます！　どうぞ！　我らの盾の陰に！」

「わかりました！　向かいます！」

　晴凛はそう言ってうなずくと、伝令兵の掲げる大盾の陰に隠れて、背中を丸めながら城壁の上を走り始めた。

　城壁の上を走る盾の影が、帝国軍から見えたのだろう。晴凛たちが走りだしてほんの数秒後、その周囲に、何百という数の矢が降り注ぎ始めた。

「急いでください！　足を止めれば、終わりです！」

「はい！」

　足を早めた晴凛たちのすぐ後を追いかけるように、矢が降り注ぐ。

　あと少しで、階段というところに来たとき、晴凛の身体からだをかばうように盾を掲げていた伝令兵が、うぐっ！　と言う声を上げてのけぞった。

　振り返った晴凛が見たものは、その伝令兵の背中に深々と突き立った矢だった。

　伝令兵は手に持った大盾を晴凛をかばうために差し出していたために、背中ががら空きだったのだ。

　足を止めようとした晴凛の胸を、その伝令兵は、どん、と押した。

「止まっては……いけません……走って、ください……東の城壁に……」

　伝令兵はそれだけ言うと、その場に崩れ落ちた。

　足を止め、手を伸ばそうとした晴凛の目の前で、何十本という矢が降ってきて、倒れた伝令兵の背中に突き立った。

「わああ！」

　晴凛は思わず立ちすくんだ。

　晴凛は目の前で死んだ伝令の兵士から、目が離せなかった。

　名前は知らなかった。でも、顔は知っていた。

　龍りゆう飛ひが居酒屋で仲間の兵士を集めて飲んでいるときに、見かけたことがある相手だった。

　晴せい凛りんの腕を、前にいた伝令兵が、ぐい、と引いた。

「早く！　走って！　ここであなたがやられたら、あいつの犠牲が無む駄だになります！　急いで！」

「あ、ああ……」

　晴凛はそう言って小さくうなずくと、もう一人ひとりの伝令兵に腕を引っ張られるようにして走り始めた。

　伝令兵は左手で晴凛の腕を引っ張り、右手で大盾を掲げ、階段を駆かけ下りた。

　侘タ瑠ル徒トの城内には矢が降り注いでいた。

　しかし、その矢の飛び方は、先程までの真上から降り注ぐような矢ではなく、斜めに飛んでくる矢だった。

　帝国軍が城壁の上にいる守備兵を狙ねらい始めたために、弾道の低い矢が逸それて飛び込んでくるのだ。

　盾を掲げ、城壁の脇わきの道を走る伝令兵と晴凛の足元にはいくつもの矢が刺さっていた。

　──もう、ここまで!?　まずい、乗り込まれるぞ！

　東の城壁を駆け上がった晴凛は、城壁のすぐ目の前に迫せまっている高こう架か楼ろうを見て、一いつ瞬しゆん息を吞のんだ後で、すぐに東の城壁の指揮官である庸よう虎こ将軍に声をかけた。

「庸虎将軍！　火矢はどこにありますか？」

　晴凛の声を聞いた庸虎将軍は、慌あわてて振り返った。

「ああ、ありがとうございます！　火矢はあそこに。あの防御盾の後ろに用意してあります！」

「わかりました！」

　晴凛が防御盾の陰に飛び込むと、その場にいた長ちよう弓きゆう兵へいが地獄で神を見たような表情で言った。

「ああ……来てくれたんですね！　火矢はこちらにあります」

　その弓兵は、晴凛と一いつ緒しよに弓の訓練をしていた士官の一人ひとりだった。

「申し訳ありません、お役に立てないで……」

「そんなことはありません。周りから狙ねらわれて、一斉に矢を射いかけられながら狙いを定めるのは、至難の業です。焦あせれば焦るほど、矢は当たらなくなります」

　晴凛はそう言うと、火矢を受け取って弓につがえた。

　帝国軍の高架楼が目の前に迫っていた。

　高架楼とは、四畳半程度の広さの板で覆われた箱を、高さ五短里メートルほどの高さに組まれた丸太のやぐらの上に乗せたものである。

　やぐらの下には車輪がついており、押して城壁に近づけ、正面の壁を前に倒して渡し板にして、箱の中に乗り込んでいた切り込み部隊が敵の城壁に乗り移るのだ。

　正面の壁には鉄板が張られており、火矢を射い込こまれても簡単には燃え上がらないようになっている。

　しかし、あまり重くしたのでは押して動かすのが大変になるためだろう。火矢除よけの鉄板が張られているのは、上部の箱の正面だけであり、箱を支えているやぐらはむき出しだった。

「ここまで迫せまられたのでは、火矢を一本ずつ点火している暇はありません！　あらかじめ矢に火を点つけておいて下さい！」

「わかりました！」

　士官はそう言うと、桶おけの中から火矢を抜き取って火種で点火してから、晴せい凛りんにその火矢を差し出した。

　──もう、目の前だ。一本も外せない……。

　晴凛は一いつ瞬しゆんで意識を集中させると、目の前に迫っている高こう架か楼ろうの丸太の部分を狙ねらって、火矢を放った。

　最初の一本が、丸太に刺さった、と思った次の瞬しゆん間かん、さらに隣の丸太にもう一本が。

　あとは立て続けだった。

　高架楼の足場となっている丸太に、瞬またたく間に二十本以上の火矢が突き立った。

「うわあああ、消せ！　早く消すんだ！」

　高架楼を押していた歩兵が、慌あわてて火を消すために飛び出してくる。

「今です！　歩兵を狙って下さい！　押す人間がいなくなれば、高架楼は止まります！」

　晴凛の声を聞いた城壁の守備兵たちが、一斉に歩兵めがけて矢を送り込む。

　だが、それは帝国軍側にあっても、守備兵を倒す好機であった。

　城壁の上に陣取る守備兵と、城壁に取り付こうとする帝国軍との間の矢の応おう酬しゆうが一層激しさを増していった。




　激しい攻防戦を演じている東壁に侘タ瑠ル徒トの守備隊の意識が集中している隙すきに、帝国軍は環状に作られた道路を使い侘瑠徒を大きく迂う回かいする形で、五台の高架楼と十台以上の雲うん梯てい車しやを北壁に回していた。

　攻城兵器の群れと一万人を超える数の歩兵部隊が北に回ったことを、見張りからの報告で聞いた伏ふせ龍たつは目を見開いた。

「やはり、北壁に攻城兵器を置かなかったのは、こちらの油断を誘うためか！　だが、北にはシャン族三千騎が、今か今かと待ち構えているんだ！　北の敵部隊を背後から突くぜ！　コンロン！　ロクト高地にまで聞こえるように、合図の角笛を吹いてくれ！　それが終わったらシムールの百騎長に、合図の狼煙のろしを上げるように伝えろ！」

「ワカリマシタ！」

　シムールの信号手コンロンは、肩から提げていた角笛を持ちかえると、大きくうなずいて指揮所を走り出ていった。

　その伝令の背中を見送って、光こう凛りんがつぶやくように言った。

「コンロンは帝国語が聞き分けられるので、ありがたいですね。やっぱり音を聴き取る能力が高いせいでしょうか？」

「まあ、言葉もつまるところ音楽と一いつ緒しよで、耳で聴く能力に左右されるって話ですからね……晴せい凛りんなんかも、そういう能力に長たけているのかもしれませんね。

　それはそうと、シムール騎馬兵がロクト高地からここに来るまでに、何が何でも持ちこたえさせなきゃならねえわけだが……」

「では……晴凛を北壁に回しましょう。敵の重点は北壁です！」

　伏ふせ龍たつは首を振った。

「いや、東壁の敵はすぐそこにまで迫せまっているらしい。ここで食い止めねえと、城壁に取り付かれる。中に入られて、城門を内側から開けられたら終わりだ。晴凛には一刻も早く東で攻城兵器を燃やしてもらおう。それまでは、何とかして北壁の兵力だけで持ちこたえてもらうしかねえ！」

　伏龍がそう言ったとき、侘タ瑠ル徒トの中に信号手のコンロンが吹く角笛の音が、高らかに響き渡った。

『パパパパプゥウウウン！』

『パパパパプゥウウウン！』

『パパパパプゥウウウン！』

　角笛は独特のリズムで三回吹き鳴らされた。

　総そう督とく府の公邸の中庭では、シムールの傷病兵たちの責任者として残った百人隊長と、その部下が集まって、狼煙のろしを上げ始めていた。

　角笛の音と共にシムール兵たちがあわただしく動き始める姿を、侘瑠徒の街の中にある空き家の暗がりの中から、油断無く見つめている目があった。

　それは、沢さわ樹きが送り込んだ陰いん伏ふくの者──劫ごう陸りくの目だった。

　劫陸は守備隊と同じ鎧よろいを着込み、額ひたいには青い布を巻いていた。

　──シムールの連中が動き出した……ってことは、反撃の用意か。

　あの沢樹延えん銘めいという男の言う通りに動いているな……さすがはあの若さで軍師として奉まつり上げられるだけのことはある。

　劫陸は腰の剣を抜くと、懐ふところに持っていた小さな筒からその刀身に、青黒いどろっとした液体を垂らした。

　銀色に光る剣の上を、粘ねん性せいの高い液体がゆっくりと伝って下りていく。

　暗い苛か虐ぎやくの色の混じった薄笑いを、劫陸は浮かべた。

　──確実に仕留めるには、毒に限るな。

　これならば身体からだのどこかに、髪の毛ほどの傷を与えても絶命する……まずは、あの伏龍という男に近づかねば。

　剣を鞘さやに納め、ゆっくりと立ち上がった劫ごう陸りくは、自分が身に着けている鎧よろいと装備を見下ろした。

　肩についていた干し草の切れ端を払い落としながら、劫陸はにやりと笑った。

　──侘タ瑠ル徒トの守備兵の装備は帝国軍と同じだ、実にやりやすい。頭に布を巻いて目印にしているようだが……子供騙だましだな。

　空家の出入口に立って外の様子を窺うかがっていると、その目の前を二人ふたりの守備兵が走り抜けていった。

「くそ！　敵の本命は北か！」

「手が足りねえ！　何とかしねえと、城壁に取り付かれるぞ！」

　守備兵たちの会話を聞いて、劫陸は胸の中でほくそ笑んだ。

　──よしよし、城内が浮足立ってきた。

　街の中を兵士が走り回る光景が、当たり前のものになればなるほど、俺は動きやすくなるという寸法だ。

　劫陸は空き家の戸を開けて、するり、と外に出ると、そのまま小走りで伏ふせ龍たつのいる指揮所のほうに向かった。







　　　第六章「北壁の戦い」










　北壁の上に陣取って、迫せまりくる帝国軍の群れを眺ながめていた龍りゆう飛ひが、胸きよう壁へきの陰で弓の狙ねらいを定めている自分の部下たちに向かって叫んだ。

「見ろ！　あの大軍を！　この戦い。どうやら俺たちが主役のようだぜ！　他の城壁の守備隊の連中には悪いが、この戦い、俺たちがもらった！　ここが性根の見せどころだ！　一人ひとりとして城壁に入れるんじゃねえぞ！

　俺たちは勝つ！　勝って酒を飲む！　生き残ったら俺のおごりだ！　タダ酒浴びるほど飲みたけりゃ……てめえら死ぬんじゃねえぞ！　いいか！」

「おおおう！」

　北壁に陣取った守備兵たちは、声を合わせて答えた。

「迎撃開始！　やつらを食い止めろ！」

　龍飛の言葉と共に、北壁の守備兵たちは一斉に弓を放った。

　北壁の上から、いくつもの火矢がオレンジ色の炎を引いて、高こう架か楼ろうと雲うん梯てい車しやに向かって飛んだ。だが、それを見た帝国軍は、一斉に高こう架か楼ろうと雲うん梯てい車しやの前に、藁わらで編んだムシロを垂らした。

　そのムシロには水が含ませてあるのだろう。下からぽたぽたと水滴が落ちているのが見えた。

　高架楼の足場をめがけて飛んだ火矢は、足場の丸太に刺さる前に濡ぬらしたムシロに刺さって、そこで空むなしく炎を上げた。

　その炎は火矢に巻き付けた毛織物に含まれている油が燃えているだけで、油が燃え尽つきればそこで消えてしまうことは、誰の目にも明らかだった。

「くそ！　帝国軍も馬ば鹿かじゃねえってことか！　おい！　伝令！　伏ふせ龍たつの兄貴に報告だ！　敵は攻城兵器の足場に濡らしたムシロを張り巡らせており、火矢は無効化されつつあり！　対処法の指示を求む！　頼むぞ！」

「了解しました！」

　伝令兵はそう言うと、大盾をかついで城壁を走り下りていった。

　雲梯車はごとごとと揺ゆれながら、城壁に向かって近づいてきていた。

　守備兵たちの射いる矢で、周囲の歩兵や弓きゆう兵へいの中にかなりの犠牲が出ているのだが、帝国軍はためらうこともなく前進を続けていた。

　部下が放つ火矢が刺さったところで消えていく光景を見つめながら、龍りゆう飛ひは思った。

　──こいつはマジにヤバイかもしれねえな。

　この城壁の上で何としてでも押し返さねえと、中に入られたら終わりだ。

　龍飛は自分自身に喝かつを入れるように、どん！　と足を踏ふみしめると、傍かたわらの壁に立て掛けてある、長さ二短里メートルほどの鋼鉄の棒に視線を投げた。

　──弓矢じゃなくて、あいつの出番になるかもしれねえな。

　伝令から、帝国軍が攻城兵器に火矢攻撃対策を講じてきた、という知らせを受けた伏龍は、両手の拳こぶしを握りしめた。

「くそ！　沢さわ樹ぎなら、何らかの対策を講じてくるとは思っていたが……」

「どうします？」

「最後の戦いは、城壁の上で白兵戦だ！　各城壁の守備隊から兵員を回す！　数と数の勝負だ！」

　光こう凛りんは目を見開いた。

「しかし、数の勝負では圧倒的に不利では？」

「ええ、不利です。氾はん濫らんして押し寄せる川を押し返そうとするようなものです。でも、押し返すことはできなくとも、流されないように短い時間の間、その場で踏ふみとどまることならできる……その踏みとどまっている間に、シャン族の騎馬兵三千騎が流れの上流のほうをぶっ壊せるかどうかはわかりませんけどね……」

　伏龍はそう言って、北の方角を見るのだった。




　シャン族の騎馬兵三千はロクト高地を一気に駆かけ下り、横に広がりながら、タリム盆地の中を帝国軍の陣地めがけて突き進んでいた。

　シャン族は北からではなくやや西の方角から突撃を開始していた。

　馬の蹄ひづめが大地を蹴け立だてる土つち埃ぼこりは、少し西に傾いた太陽が後方から照らし出すために、もうもうと立ち上がり、騎兵部隊の後方はかすんで見えない。

　騎兵部隊の中ほどにいたシャン族の隊長ダガフは、部隊の後方を振り返ってにやりと笑った。

「ものすごい土埃だな。これなら遠くから我々を見た帝国軍は数を見誤るだろう」

　隣の馬に乗っていた副長がうなずいた。

「最さい後こう尾びの百騎が引きずっている潅かん木ぼくの枝は効果抜群、ということですね……それにしても、あの伏ふせ龍たつという帝国人は悪知恵の働くやつですな」

「ああ、確かに帝国人は悪賢いやつが多い……とはいえ、あの男の悪賢さは段違いだ……仲間でよかったと心の底から思うぞ」

　ダガフがそう言ったとき、信号担当の参さん謀ぼうが声をかけた。

「敵の後方陣地を目認！　侘タ瑠ル徒トに知らせますか？」

「よし！　角笛を吹け！　突撃隊形を組む！」

　シャン族の信号手が高らかに角笛を吹き鳴らした。

『パパプゥーン！』

『パパプゥーン！』

　シムールの騎兵部隊はその音を合図に部隊の隊形を楔くさび形がたに変え、さらに速度を上げた。

　シムールの突撃の角笛の音は、帝国軍の本陣でも、そして侘瑠徒でも聞くことができた。

「来たっ！　あれは突撃の角笛じゃ！」

　侘瑠徒にある総そう督とく府の公邸で、傷病兵の手当ての手伝いをしていたミーネは目を輝かせると、傷口を洗うために作り置きされていた湯ざましの入っている壺つぼを抱えたまま、シムールの傷病兵が寝かされている病室に飛び込んだ。

「みんな！　聴け！　あの角笛の音を！　ダガフが来たぞ！」

　病室に寝ていたシムール兵たちの間に「おおお！」という歓声が広がった。

　この部屋に収容されている傷病兵は、馬に乗れないと判断された重傷者がほとんどだった。

　しかし、清潔な環境で、薬師の治療を受けたことが幸いしたのだろう。そのうちの何人かは、杖つえの力を借りて歩けるまでに回復していた。

　寝床に寝ていた、顔に包帯を巻いた一人ひとりの男が、ミーネに腕を伸ばして聞いた。

「来てくれたんですね……ミーネ姫……俺たち、帰れるんですね！」

　それは若者の声だった。

「ああ、そうじゃ。帰れるぞ、ラント！　戦いが終われば、わしらは一度、シャン族の居留地に帰れるのじゃ！　家族のいるところに戻れる！」

「ありがとうございます……ミーネ姫」

　ミーネは若者の手を取って、ぎゅっと握りしめて言った。

「馬ば鹿か者もの！　わしに礼を言ってどうする！　わしは何もしとらん！　わしにできるのは、こうやってお前らの顔を見て、がんばれ！　と励はげますことだけじゃぞ？」

「それがありがたいんですよ」

　隣に寝ていた、三十過ぎの兵士が笑いながら答えた。

「にゃっ？　どういうことじゃ？」

「姫様を見ていると、忘れることができるんですよ……こうやって寝ていると、人間ってロクなことを考えないんです。物事を悪いほう悪いほうに考える。でも、姫様が来ると、そういうことを忘れることができるんです」

「そんなものなのか？」

　包帯の換えを持ってやってきたミリンがさらりと答えた。

「姫様がいつ壺つぼを落っことして割るんじゃないか、危なっかしくてひやひやするから、そっちに気を取られて忘れてしまうだけです。さあ、その壺をさっさと置いてきてください」

「うるさいぞ、この行かず後ご家け！　いなくなって静かになったと思ったら、さっさと一人ひとりだけ戻ってきおって！」

　ミリンは表情も変えずに言い返した。

「姫様……暴れると水がこぼれます。煮沸した清潔な水は貴重です」

「……わかった」

　ミーネは不満げに唇くちびるを尖とがらすと、それでも素直に壺を抱え直して、薬草を煎せんじている薬師のところにとことこと歩いていった。

　その後ろ姿を見送っていた、負傷兵が、つぶやくように言った。

「昔は手がつけられないようなワルガキ姫で有名でしたけど、ずいぶんと落ち着かれましたね。これも護人もりとであるミリン殿のおかげですかな……」

　ミリンは肩をすくめた。

「いえ、あの山やま猫ねこが落ち着いてきたのは、晴せい凛りん殿のおかげです。晴凛殿はいいようにされているように見えますけど、ちゃんと許される我がままと許されない我がままを、しっかり山猫に教え込んでいます。きっと将来立派な調教師……いえ、旦だん那な様になれますね」

「……辛口ミリンぶりは、相変わらずですね」

　負傷したシムールの兵士がそう言って笑っていると、病室の入り口が急に騒さわがしくなった。

「手当を頼む！　出血が止まらないんだ！」

　帝国語の切迫した声と共にかつぎ込まれてきたのは、右肩から激しく出血している守備隊の兵士だった。

　守備隊の軍医とシムールの薬師が、慌あわてて走り寄る。

　衣服を素早く切り裂いて、ミーネが持ってきた湯ざましの水で洗い始めた傷口を見て、何かに気がついたのだろう。ミリンははっと息を吞のんだ。

　その、ミリンの様子が気になったのか、ミーネが聞いた。

「どうしたのじゃ？」

「あの兵士の傷は……矢傷ではありません。あれは刃物による傷です」

「それがどうかしたのか？」

　そう聞いた後で、ミーネはミリンの言葉の意味に気がついた。

「刀で傷を負ったということは、敵と直接渡り合った、ということではないか！　つまり、敵が城内に入ったということか？」

「おそらくそうです。城内ではなく、城壁の上で戦っているのだと思います……」

　ミリンの言葉を聞いて、急に不安になったのか、ミーネはおろおろした声で聞いた。

「晴せい凛りんは……晴凛はどうしておるのじゃろう？　無事じゃろうか？」

「負傷したのなら、運ばれてくるはずです。まだここに運ばれてきていない、ということは、おそらく無事でいるか、死んでしまってほったらかしにされているかのどちらかです。でも、まあ、もし死んだのなら大騒ぎになりますから、きっと生きています。今ひとつ迫力の無いヘタレ男ですが、運だけはよさそうですから」

　ミリンがいつもの口調でそう答えていると、病室の入り口からシムール語の叫さけびが聞こえた。

「動ける者はいるか？　弓を射いることができるなら、手を貸してくれ！」

　それは、指揮所にいるはずのシャン族の信号手、コンロンの声だった。

　病室がざわついた。

「敵は北の城壁に梯はし子ごを掛けた！　俺たちは城壁に向かうが、そこが破られれば城内が戦場になる！　ここを守るための人手が無い！　この建物を守る人間が必要なんだ！」

　病室の中にいたシムールの兵士たちの何人かが手を上げた。

「俺は足が動かんが、両腕は動く！　弓を使うことはできるぞ！」

「俺もだ！」

　コンロンはうなずいた。

「わかった、戦える人間は建物の外に出て、武器を受け取って周辺の警備についてくれ！」

　病室の中の人々が一気に動き始める中で、ミーネは北の方角を見つめてつぶやいた。

「北壁で戦いが始まっておるのか……あそこを守っておるのは龍りゆう飛ひじゃな。無事でいればいいのじゃが……」




　その北壁では、文字通りの大乱戦が始まっていた。

「うぉっせーい！」

　龍りゆう飛ひの雄叫おたけびと同時に、人の腕ほどもある鋼鉄の棒が、ブン！　と、うなりを上げて城壁の上に飛び出してきた帝国兵をなぎ倒した。

　ぼりっ！　という骨が折れる鈍にぶい音と共に、三人の帝国兵がそのまま吹っ飛んで、城壁の石畳の上に転がる。

　腰を落とし鋼こう長ちよう棍こんと呼ばれる鋼鉄の棒を、右から左に大きく振って帝国兵三人を戦闘不能にした龍飛は、さらに一歩踏ふみ込んで、左の脇わきに挟はさんだ鋼長棍を右に振り戻した。

　吹き飛んだ三人の後ろにいた二人ふたりの帝国兵は、手に持った剣を顔の前に立てて、龍飛の振り回す鋼長棍を受けようとした。

　だが、剣は、キン！　という金属音と共に折れ、鋼長棍はそのまま兵士たちの頭をなぎ払った。

　城壁に突き当たった高こう架か楼ろうの板が倒れるのと同時に飛び出した、二十名ほどの切り込み隊は城壁の上に足を置いた瞬しゆん間かん、待ち構えていた龍飛が振り回す鋼長棍によって、一いつ瞬しゆんに五名が戦闘不能に陥おちいった。

「何をやっている！　相手は一人ひとりだ！　切り込め！」

「おもしれえ、やってみな！」

　帝国軍の隊長の言葉を聞いた龍飛は、そう言うと鋼長棍を振りかざし、帝国兵の中に躍おどり込んだ。
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　人の腕ほどもある鋼鉄の棒を目にも止まらぬ速さで振り回す龍りゆう飛ひの前に、帝国兵はなすすべもなく叩たたき伏せられていく。

　人を殴なぐる、というよりも、人を粉ふん砕さいする、と表現したほうが正確だろう。

　とはいえ、人は石像ではない。粉々に砕け散るわけではない。粉々に砕けるのは帝国兵の骨である。

　龍飛の振り回す鋼こう長ちよう棍こんに恐慌状態になり、逃げようとする兵士を搔かき分けて、一人ひとりの髭ひげ面づらの男が進み出た。

「面白い！　お前のようなやつが、こんな辺境にいたとはな！　どうれ、俺様が相手に……」

　ぼりっ！

　偉そうなセリフを言い終わるより早く、龍飛は鋼長棍をそいつの脳天に振り下ろした。

「ぐえ！」

　一見豪ごう傑けつ風の髭面の大男は、踏ふみつぶされたカエルのような格かつ好こうで、石畳の上に崩れ落ちた。

「うわああああ、劉りゆう玄げん隊長がやられた！」

「名乗るより前に殴るなんて卑ひ怯きようだ！」

「うるせえ！　どこの誰かなんて知るもんか！　名乗りたけりゃ、勝ってから名乗れ！」

　龍飛がそう大声で言い返したとき、右のほうで、わあっ！　という喚声が聞こえた。

　見ると、そこに大きな梯はし子ごが掛けられて、わらわらと帝国兵たちがよじ登ってくるところだった。

　城壁にいた守備兵たちが、梯子に手を掛けて押しもどそうとしているが、丸太で組んだ大きな梯子は重い上に、そこに何十人もの兵士がつかまって上ってきており、とても戻せそうにない。

「どけ！　俺がやる！」

　龍飛はそう言って梯子に駆かけ寄ると、梯子の先端部に鋼長棍を、ごん！　と押し当て、腰を落として力を込めた。

「ふん！　ぬぬぬぬぬぬ！」

　顔を真っ赤にして、梯子を押す龍飛の腕が、ぎゆううっと盛り上がると、梯子がゆっくりと持ち上がり始めた。

　周りの守備兵たちの間から「おおお！」という驚きの声が上がる。

　だが、彼らよりももっと驚いたのは、梯子を上りかけていた帝国兵たちだった。

　城壁に斜めに立てかけてあった梯子の角度が、どんどん急になっていくのである。

「うわ、わわ、わ！」

「よせ！　やめろ！」

「うるせえ！　おととい来やがれ！」

　龍りゆう飛ひはそう言うと、梯はし子ごの上のほうを押していた鋼こう長ちよう棍こんにさらに力を入れて、ぐい、と押し出した。

　梯子は一いつ瞬しゆん垂直になって止まった後で、そのまま向こう側に倒れ込んでいった。

「うわあああ！」「ひえええ！」

　梯子に取り付いていた帝国兵はばらばらと落ちて、地面に叩たたき付けられた。

「ざまあみやがれ！」

　龍飛の声に合わせて、城壁の守備兵たちの間から歓声が上がった。

　しかし、休む暇はなかった。

　帝国軍は次から次へと梯子を掛け、そこをアリのようにぞろぞろと登ってこようとしている。

「いいか！　踏ふん張れ！　ここを突破されたら後がねえぞ！」

　大声で部下たちを叱咤しつたしながら、龍飛は考えていた。

　──くそう！　きりがねえ！　早いところシャン族の連中に来てもらわねえと、ここを持ちこたえるのは難しいぞ……。

　そのとき、侘タ瑠ル徒トの中から数人の兵士が城壁に駆かけ登ってきた。

「応援に来ました！」

　その兵士たちの姿を見て、龍飛は一いつ瞬しゆん目を見開いた後で、真っ赤な顔になって怒鳴った。

「馬ば鹿か野郎！　お前らは伏ふせ龍たつの兄貴の護衛だ！　あそこを一歩も動くんじゃねえと命令したはずだぞ！」

　龍飛に怒鳴られた守備兵たちは、ぽかん、とした顔で、お互いの顔を見合わせた。

「え？　俺たちは龍飛将軍の命令で、応援にきたんですぜ？」

「ええ、そうです。龍飛将軍が護衛を一人ひとりにして、他の護衛は全部城壁の応援に回れって命令を……」

　龍飛の顔が険しくなった。

「俺はそんな命令を出しちゃいねえぞ！　それより、一人残したって誰を残したんだ。お前ら二人ふたりともここにいるじゃねえか！」

「交代要員が来たんですよ、一人。んでもってそいつが、龍飛将軍の命令だって……」

「何だと！　誰だ！　そいつは！　うちの部隊の隊員だったのか？」

　守備兵たちはもう一度お互いの顔を見合わせた。

「そういえば、北壁守備隊の目印の白い鉢巻じゃなくて、南壁の青い鉢巻を巻いてましたけど……参さん蔵ぞうの知り合いだとばかり……」

「馬鹿言え！　俺の知り合いじゃねえ！　お前と馴なれ馴れしく話してたから、てっきり量りよう信しんの知り合いだと思ってたんだ」

　龍飛は目を見開いた後、血相を変えて怒鳴った。

「馬鹿野郎！　そいつが刺客だ！」

「な、何だって！」

「で、でも兄貴、怪しい素振りはこれっぽっちも……」

「刺客が、私は刺客でございます、みたいな見るからに怪しい格かつ好こうでうろついているわけねえだろう！　さっさと戻れ！　そいつをとっ捕まえるんだ！」

「は、はいっ！」

　転がるような足取りで戻っていく部下たちを見送って、龍りゆう飛ひはぎりっと奥歯を嚙かんだ。

　いまさらどうしようもねえが……こうなりゃ光こう凛りんさんの機転と伏ふせ龍たつ兄貴の悪運を信じるしかねえ……無事でいてくださいよ、兄貴！




　その頃。

　帝国軍の本陣の後方から襲いかかろうとしていたシャン族の騎馬兵たちは、目を疑っていた。

　目の前に、いきなり丸太で組んだ柵さくが立ち上がったのだ。

　かなり長い柵がいくつもいくつも、次々に平原の中に立ち上がってくるのだ。

　柵を避けるために方向を変えようとした、その先にも柵が立ち上がった。

　それは帝国軍があらかじめ作って倒しておいた柵だった。

　柵の後ろには支えの棒がついており、四、五人の兵士がいれば、あっという間に柵を組み立てることができるような構造になっていた。

　沢さわ樹ぎは予備兵力を置く代わりに、この柵を作っておいたのだ。騎馬兵の機動力を削そぎ、待ち伏せている騎兵隊のところに誘導するのが、この柵の目的だった。

　柵に誘導される形で、方向を変えざるを得なかったシャン族の間に動どう揺ようが広がった。

「いかん！　こいつは罠わなだ！」

「しかし方向転換はできません！　侘タ瑠ル徒トは我々が後方から帝国軍を襲い、混乱を引き起こすものと信じています！」

「しかし、このままでは、みすみす敵の罠に飛び込むことになりかねんぞ？」

　ダガフは自分たちが誘導されている方向に、鋭い目を投げかけた。

「敵は侘瑠徒攻略に主力を注いでいるはずだ！　つまり、この罠は薄い！　ならば、いかなる罠があろうとも、それを踏ふみ破るまで！　行くぞ！　戦闘用意！　信号手！　侘瑠徒に向けて角笛で知らせろ！　敵の待ち伏せあり！　とな！」

「了解！」

　信号手はそう答えると、角笛を構え思い切り吹き鳴らした。

『パプゥーン！』『パプン！』

『パプゥーン！』『パプン！』

『パプゥーン！』『パプン！』

　長音一回、短音一回。これを三回繰り返す。それが、シムールの間に伝わる「伏ふく兵へいあり、注意せよ」の警告信号だった。

　ダガフは侘タ瑠ル徒トのシャン族に対し、この信号で自分たちが伏ふく兵へいに出会ったことを知らせたのだった。

「信号が伝わっていない可能性がある！　あと二回、繰り返せ！」

　ダガフがそう言ったとき、参さん謀ぼうの一人ひとりが叫さけんだ。

「左前方！　敵部隊！　帝国軍騎兵です！　数、およそ五千！」

「柵さくとの間に押し込まれるわけにはいかん！　正面突破だ！　行くぞ！　信号旗を上げろ！　突撃隊形を作れ、だ！」

　ダガフの後ろにいた信号手は、鞍くらに取り付けてある信号旗の箱から、青い旗を取り出した。そして、それを棒の先に取り付けて、高々と差し上げた。

　青はシャン族の色であり、シャン族は戦いに臨むとき、常にこの色の旗を掲げる。

　シャン族三千騎は青い戦闘旗をたなびかせ、帝国軍騎兵の隊列に向かって突撃を開始した。




　一方、シャン族の吹いた角笛の音は、侘瑠徒にいたミーネの耳に届いていた。

「あの角笛は……何じゃ？」

「あれは……伏兵がいる、気をつけろ、これは罠わなだ、という意味の信号ですね……」

　怪け訝げんな顔をするミーネを見てミリンが答えたとき、再び遠くから角笛が聞こえた。

『パプゥーン！』『パプン！』

『パプゥーン！』『パプン！』

『パプゥーン！』『パプン！』

「長く一回、短く一回、これを三回繰り返す……間違いありません」

「何で、そんな合図を送ってきたのじゃろう？　罠があるぞ、と教えてもらっても侘瑠徒の兵は攻めていくことなどできんのに……」

　ミリンは形のよい眉まゆを寄せて考え込んだ。

「もしかすると、自分たちが罠にかかった、ということを知らせたいのかもしれません。だから、何回も繰り返して角笛を吹いたのです……きっとそうです！」

　ミーネは目を見開いた。

「にゃんじゃと！　では、ダガフ率いる我がシャン族の精せい鋭えいの応援は、来ないということか？」

「ええ、来るとしても、敵の伏兵を破った後ですから、かなり遅くなると思われます」

　ミリンの言葉を聞いたミーネは、血相を変えて部屋から飛び出そうとした。

「待ちなさい！　どこに行くつもりですか！　外は矢の雨です！　出てはいけません！」

「伏ふせ龍たつに知らせねば！　伏龍はあの角笛の意味を知らん！」

「シムールの信号の意味なら、コンロンが……」

　そこまで言ってから、ミリンは、あ、という顔で目を見開いた。

「コンロンは戦いに行ってしまった！　伏ふせ龍たつに、あの角笛の意味を教える者は誰もおらん！　だから、わしが教えにいくのじゃ！」

「ちょっと待ちなさい！　私も行きます！　こんな大事なことを、山やま猫ねこなんかに任せておくわけにはいきません！」

　ミリンはそう言うと、事情を説明するために帝国軍の軍医とシムールの薬師を捜さがして駆かけ寄った。







　　　第七章「ミリン無双」







　その頃、指揮所でシャン族の角笛の音を聞いていた伏龍は、しまった、という顔で、机の上の図面を、どん！　と握り拳こぶしで叩たたいた。

「くそ！　コンロンを北壁の応援に回すんじゃなかった！　あの信号の意味がわからねえ！」

「長音と単音の吹き方を三回。それをまた三回繰り返しましたよね？　長音と単音を三回、というのが信号で、それを三回繰り返したってのは、聞き漏もらしが無いように念を入れた、と見るべきでしょう……つまり、それだけ重要なことを我々に伝えたかったのだと思います！」

「重要なこと、か……そいつはどう考えても、いい知らせじゃねえような気がするな。だが、今はそれを考えたところで仕方がない。目先のことに集中するんだ」

　伏龍は考え込んだ。

　──少ない兵力で大規模な攻撃をしのぐには、少ない兵力を柔軟に運用して、いわば手を出させてその手を叩たたく。後ごの先せん、で行くしかない。

　敵の戦力が集中している部分に振り向け、そこを守る機動防御戦術で対応するしかない。

　他の城壁にも敵兵は梯はし子ごを掛けて上ってきているが、攻城兵器を使って一気に上ってこられているのは北壁だけだ。

　北壁以外の前線から、もう少し戦力を引き抜くか……。

　伏ふせ龍たつは顔を上げて、伝令の兵士を呼んだ。

「南壁、東壁、西壁の各指揮官に、最低限の兵力を残し、北壁に増援を送るように、と伝えろ！」

「はっ！」

　三人の伝令兵が指揮所を出ていくと、室内に残っているのは伏龍と光こう凛りん、そして表と裏に立つ二人ふたりの衛兵だけになった。

　この指揮所に詰めていた兵士は、とっくに北壁の応援のために出ていってしまっている。

　人気の無くなった指揮所の中を見て、裏口に立っていた衛兵がすっと腰の剣に手をかけた。

　その衛兵こそ、ここに立っていた龍飛の部下と入れ替わり、伏龍に近づく機会をじっと窺うかがっていた劫ごう陸りくだった。

　彼は、指揮所の中の人数が減り、伏龍のところに近づけるこのときを待っていた。

　腰の剣の柄えを握って、指揮所の中に足を踏ふみ入れようとしたそのとき。

　後ろから、ぱたぱたと誰かが走ってくる足音が聞こえた。

　──くそ！　見つかったか！

　振り向いた劫陸は目を見開いた。

　──シムールの子供？　それに女だと？　何で子供や若い女がこんなところに！

「おい！　お前達！」

　劫陸は指揮所の裏口を立ち塞ふさがるようにして、駆かけてきた子供と女に声をかけた。

　何事か？　という風に室内にいた伏龍と光凛が顔を上げる。

「何の用だ！　ここはシムールの女子供が来る様な場所じゃない！　帰れ帰れ！」

　劫陸は苛いら立だちを込めた声で怒鳴り、追い払うように手を振る。

　警備の兵士であれば自然な反応と当然の行動。自らの存在を周囲に埋まい没ぼつする演技として、完璧であった。

　だが、指揮所の中の空気は凍こおり付いていた。

　劫陸が振った手の先には、子供と女が──ミーネとミリンがいた。

　指揮所にいる全員の視線が劫陸に集中した。言葉は無い。だが、その目は口よりも雄弁に全員の胸中を物語っていた。

　──お前はいったい、何を言っているのだ。

　刺客として鍛たん錬れんされ、数々の修しゆ羅ら場ばをくぐってきた劫陸にとって、それは初めての体験であった。

　──何な故ぜ、俺のほうを見る？　普通、入り込んできた女子供のほうを見るんじゃないのか？

　そんな違和感を劫陸が感じたか感じないかのうちに、

「……お前、何者だ！」

　ミーネがそう叫さけんで背中に背負っていた弩ど弓きゆうを構えるのと、ミリンが一歩踏ふみ込んで鋭い前蹴けりを放つのは同時だった。

「姫様！　お下がりください！　刺客です！」

　そのミリンの一撃を、ギリギリのところで見切ってかわした劫ごう陸りくは、表情を消して剣を抜いた。

　──何な故ぜ、正体がバレたかはわからないが。こうなればやむをえん。こいつらを殺し、軍師も殺す！

「くそ！」

　部屋の裏口でいきなりミリンが蹴けりかかった相手が、ためらう素振りも見せずに剣を抜いたのを見て、光こう凛りんも叫びながら剣を抜いた。

「伏ふせ龍たつ殿！　逃げろ！　そいつは刺客だ！」

「何っ！」

　慌あわてて飛び退すさる伏龍の後を追って踏み込もうとした劫陸の背中を、ミリンの突きが襲った。

「逃がすかッ！」

　その突きの気配を察知したのか、劫陸は片足を軸にくるりと回って突きを流すと、持っていた剣を振った。

　びしっ！

　ミリンの服の袖が、切れて宙を舞う。

「ミリン！」

　切り裂かれた服の袖と共に、細かい霧が舞ったのをミリンは見逃さなかった。

　もう片方の袖ですばやく口と鼻を覆って叫んだ。

「来てはいけません！　毒です！」

　思わず踏み出したミーネの足が止まった。

「毒だと？」

「この男、剣に毒を塗ぬっています！　吸い込んではいけません！」

　劫陸はにやっと笑うと、毒剣を振りかざしてミリンに切りかかった。

　ミリンはシムールの間に古くから伝わる体術の継承者である。

　これがただの剣なら、いくらでもあしらうだけの腕を持っていた。しかし、毒を塗った剣となれば、用心しなければならない。たとえ、傷を負わなくとも、振り回された剣から飛ぶ飛ひ沫まつを吸い込む恐れがあるのだ。

「ちっ！」

　ミリンは小さく舌打ちすると、素早く飛び下がって間合いを取った。

　が、しかし、飛び下がった拍ひよう子しに、足元にあった床板が割れ、ミリンは大きく体勢を崩した。

　──しまった！

　劫ごう陸りくはその隙すきを見逃さなかった。

　そのまま一気に間合いを詰めて、剣を突き出そうとしたそのとき。

　一本の剣が右から劫陸めがけて飛んできた。

　それは光こう凛りんがとっさに投げた剣だった。

　速度も遅く、狙ねらいも定まっていなかったその剣を劫陸はあっさりと払いのけた。

　しかし、その剣に気を取られた次の瞬しゆん間かん。

　ビィイイン！

　弦げん鳴なりの音と共に、劫陸の右肩に短い矢が突き立った。

「ぐあ！」

　思わずよろめいたその隙を、今度はミリンが見逃さなかった。

「ハァッ！」

　空気を切り裂くような気合と共に、狙ねらいすましたような蹴けりが、劫陸の下顎あごを真上に蹴けり上げた。

　下顎へ加えられた衝しよう撃げきは、そのまま頭ず蓋がい骨こつを伝わって、脳へと直接に伝わる。

　ボクシングのアッパーカットが決め手になるのは、この衝撃により脳のう震しん盪とうを起こすためである。
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　だが、通常の人間なら昏こん倒とうするところを、劫ごう陸りくは持ちこたえた。

　鍛きたえ込んだ首の筋肉が顎あごへの衝しよう撃げきを緩かん和わさせたのだ。

　しかし、ミリンの一撃は失神こそさせなかったものの、劫陸の手足から気力を奪うには十分過ぎるものだった。

　ミリンはその気力の抜けた剣を握った手首を摑つかんで、身体からだごと劫陸の右側に回り込み、手首と肘ひじの関節を逆に取りながら、左の肘打ちを劫陸の右の脇わきの下──通称「アバラ三枚」や「雁がん下か」と呼ばれる急所に叩たたき込んだ。

　ここは筋肉がつかないために鍛えようがない、と言われている部分である。強打されると反射的に肺の中の空気が押し出されるが、その後息が吸えなくなり呼吸困難に陥おちいる。

　実際には浅い呼吸ならできるのだが、大きく息を吸えないことによる、心理的なパニックに陥るのだ。

　ミリンの一撃は肋ろつ骨こつを砕いたようで、低い、ぼりっという音と共に劫陸の口から「かはっ！」という肺の中の空気が吐き出される音がした。

　普通の人間ならば、ここで意識を失うだろう。だが、その痛みが劫陸の意識を覚かく醒せいさせた。

　劫陸は質量差を武器にするために、自分から身体を床に投げて、右腕を取られた身体を倒し込んでミリンを巻き込もうとした。

　体格差で押さえ込まれないために、ミリンは摑んでいた右手を放さねばならない。

　だが、ミリンは腕を放そうとはしなかった。逆に、自分の全体重を劫陸の右腕の関節にかけて押し込んだ。

　ばきっ！

　さっきよりも、鋭い音が響いた。

　それは劫陸の肘の関節の軟なん骨こつが砕け散る音だった。

　ありえない方向に曲がった右腕から、からん、という金属音とともに剣が落ち、劫陸はそのまま、どうっと床に倒れ込んだ。

　ミリンは素早く劫陸の身体から離れて、間合いを取った。

「大丈夫ですか！」

　駆かけ寄ろうとした光こう凛りんを、ミリンは鋭い声で制した。

「近づいてハいけまセン！　こいつの左手は毒手です！　爪つめに毒ガ仕込んでアリマス！」

　遠巻きにして誰も近づかないのを見て、観念したのだろう、

　劫陸は顔を上げてミリンを見ると、にやりと笑った。

　そして、左手を口に突っ込んだ。

「あ！」

　驚く光凛を見て、伏ふせ龍たつは静かに答えた。

「自決だ……刺客は降こう伏ふくしない……」

　毒が身体からだに回り始めたのだろう。倒れた劫ごう陸りくの手足が痙けい攣れんするのを見たミリンは、後ろにいたミーネの前に立ち塞ふさがって両手を広げた。

「見てはいけません！　あれは人の形をした悪あしきものです！」

　やがて、床に倒れた劫陸は、そのまま動かなくなった。

「おい、槍やりを貸してくれ！」

　光こう凛りんは衛兵から槍を受け取ると、それで床に倒れている劫陸の背中を突いた。

　穂先が身体に突き刺さっても、劫陸の身体はぴくりとも動かなかった。

「間違いなく死んだようだな……」

　ミリンはほっとしたようにつぶやいた。

「恐ろしイ相手デシタ……これほどの腕を殺しに使うトハ……愚かにもほどがアリマス」

「それにしても……ミリンさんはお強いのですね」

　感心するように言った光凛を見て、ミーネが胸を張った。

「おお、そうじゃ！　ミリンは強いぞ！　強すぎて嫁に行けんほどじゃ！」

「うるさいデス！」

　ミリンはそう言い返すと、光凛に頭を下げた。

「剣を投げてくれて助かりマシタ。礼を言わせていただきマス」

「え？　あ、ああ、あれはもう無我夢中だったから……」

「いえ、あの剣が無ければ、私は倒されていたかもしれマセン、貴方あなたは恩人デス」

　そう言ってもう一度頭を下げたミリンを見て、ミーネが不満そうに言った。

「あいつに弩ど弓きゆうの矢を射うったのはわしじゃぞ！　わしには礼を言わんのか？」

「姫様の矢が当たる隙すきをあいつに与えたのは、光凛殿の投げた剣デス。いずれにしろあそこで光凛殿が剣を投げてくれなければ、姫様の矢もよけられていたハズデス……とはいえ、姫様の弩弓にも助けられマシタ。ありがとうゴザイマス」

　ミリンに頭を下げられたミーネは、ぶるっと身震いした。

「……やめてくれ、気味が悪い」

「人がせっかく頭を下げてるのに、言うに事欠いて気味が悪いとは何でスカ！　いい加減にしないと怒りマスよ！　この性悪山やま猫ねこめ！」

「うんうん、そっちのほうがミリンっぽくていい。怒ったほうが美人じゃ！」

「誰のせいで怒ってると思ってるんデスカ！」

「しかし、怒ったほうが美人とはいえ、まさか自分の体重だけで床板を踏ふみ割るとはのう……腹とか肥こえてきたのではないか？」

「何てこと言いヤガるのですカ！　この建物がボロだから、少し動いただけで壊れるのデス！」

　いつもの口喧げん嘩かを始めたミリンとミーネだったが、伏ふせ龍たつはミリンの唇くちびるがまだ小さく震えているのに気がついていた。

　──ミリンさんの恐怖は、まだ抜けちゃいない。

　生きるか死ぬかって立ち回りをやってのけたんだ。そんなに簡単に平常心に戻れるわけがない。

　このミーネ姫とのやり取りは、平常心に戻るための儀式みたいなものなのかもしれないな。

　劫ごう陸りくの死体が衛兵たちの手で運び出されるのと入れ替わりに、指揮所の入り口から晴せい凛りんが飛び込んできた。

「大丈夫ですか？　って……何でミーネ姫とミリンさんがここに？」

　指揮所の中にいたミーネとミリンを見て目を丸くする晴凛に、ミーネが飛びついた。

「おお！　晴凛！　無事か！　怪け我がは無いか？」

「ええ、僕は無事です……それよりも、なぜミーネ姫とミリンさんが？」

　ミーネは自慢げに胸を張った。

「おうよ！　わしとミリンで刺客をやっつけたのじゃ！」

「何をペタンコの胸を張ってるんデスカ！　この山やま猫ねこめ！　刺客を倒したのは私です！」

「ミリンさんが？」

「うむ、ミリンの体術とわしの弩ど弓きゆうで、刺客を倒したのじゃ！　シャン族の信号を伏ふせ龍たつに教えねば、と思ってやってきたら、刺客が衛兵に入れ替わっておってな。わしとミリンを追い返そうとしてバレたのじゃ！」

　ミーネの言葉を聞いていたミリンは目を見開いた。

「いけない！　大事なことを忘れていマシタ！　先ほどの、シャン族の騎兵による角笛の合図のことデス！」

「え？　あ、ああ、そうだ。あの、三回繰り返した、あれはどういう意味だ？」

「あれは『待ち伏せあり、注意せよ』という意味デス」

「何だって？」

「それはつまり、我々ハ待ち伏せに会った、という意味だと思いマス。それを伝えるために三回繰り返したのデショウ」

　伏龍の顔が険しくなった。

「くそ！　俺の手は見破られていたということか！」

「どうします？」

　伏龍は口元に握り拳こぶしを持っていくと、侘タ瑠ル徒トの図面をじっとにらみつけた。

　──どうする？　どうすればいい。

　これ以上、戦力を引き抜くわけにはいかない。どこからも応援が来ない以上、この中にある戦力で対応するしかない。

　俺たちにとっての利点は、城壁と食い物を握っていることだけだ。

　帝国軍の兵士連中は、この侘瑠徒にある食い物が目当てで戦っている。

　──待てよ？　ということは、その食い物が無くなっちまったら、どうなる？

　帝国軍の兵士のやる気はどうなる？

　──よし、やってみよう。別に食い物を焼かなくてもいい。焼けちまう、と思わせればそれで十分だ！

　伏ふせ龍たつは顔を上げた。

「家を焼こう」

「何だって？」

「空き家でいい、人の住んでいない家に火を点つけて焼くんだ。燃え広がらないように注意してな！

　城内から炎が上がれば、帝国軍は焦あせる！　帝国軍の兵士は、この侘タ瑠ル徒トに備蓄されている食い物が目当てで攻めているようなものだ。だから、やつらは今まで火矢を一本も射うち込んでこなかったんだ！　侘瑠徒が焼けちまったら、食い物が手に入らないからな！

　その侘瑠徒から火の手が上がれば、帝国軍の連中はどう思う？　しまった！　と思うはずだ！　攻撃の穂先が鈍にぶることは十分考えられる！」

　光こう凛りんはうなずいた。

「確かに、それはひとつの手ですね！　わかりました！　家を焼くのは私がやります！」

　伏龍は晴せい凛りんを見て言った。

「晴凛、お前は北壁に向かってくれ！　あそこで何としてでも、敵を食い止めるんだ！　城壁の上での戦いに参加して、敵をあそこから一歩も入れるな！　総力戦だ！」

「わかりました！」

　そう言って出ていこうとした晴凛を、ミーネが呼び止めた。

「待て、晴凛！　わしも戦うぞ！」

「ええっ？」

　驚く晴凛を、ミーネは不思議そうな顔で見上げた。

「何を驚いておる！　わしは言ったではないか、弓きゆう兵へいとして雇えと！」

「え？　あ！」

　晴凛の記憶の中に、一昨日おとといの出来事がよみがえった。

　シャン族と共に侘瑠徒を出ていったミーネは、たった一人ひとりで戻ってきて、晴凛の前に片かた膝ひざをついてこう言ったのだ『弓兵を一人雇ってくれ』と。

　その言葉は、侘瑠徒がタッケイ族とユルム族の連合軍三万人に包囲されたとき、晴凛がミーネに向かって言った言葉を、そっくりそのまま返したものだった。

「あ、いや、しかし……」

　ミーネは晴凛をにらみつけた。

「わしでは戦力にならんと思っておるのじゃろう？　安心しろ！　この弩ど弓きゆうがあれば、非力なわしでも一人前に戦えるのじゃ！　現にわしはついさっき、この弩ど弓きゆうで刺客を倒したのだぞ？」

「何を一丁前に騙かたってやがりますか、この山やま猫ねこハ！　左肩に矢を射うち込んだだけではありまセンか！」

「うるさい！　相手に矢傷を負わせたのじゃ！　立派に戦えることの証明じゃ！」

「あ、いや、でも、女の子が戦いに出るというのは……」

　ミーネは晴せい凛りんをにらんだまま、不満げに言った。

「あのタッケイのシャールだって、戦に出ておったではないか！　シャールだって女じゃ！　シャールはいいのに、なぜ、このわしが戦っては駄だ目めなのじゃ！　不公平ではないか！」

「あ、いや、だって、ミーネ姫はまだ小さいし……」

　ミーネは愕がく然ぜんとしたように、その青い目を見開いた。

「む、胸のことか？　確かにシャールに比べれば小さいがすぐに追いつく……予定じゃ！」

「違いますよ、まだ子供だって話をしているんです！」

「確かにわしは子供じゃが……そうじゃ！　ミリンがおる！　ミリンなら、その辺のボンクラ兵士よりもよっぽど強いぞ！　アイリーンが言っておった。出世をあきらめた役人と、嫁に行くのをあきらめた女には、怖いものなんかないと！」

「あきらめていまセン！　まったくロクなことを言いやがりマセンね、あのおっぱい女ハ！」

　ミリンはそう言った後で、晴凛に向き直った。

「それはソウト、ミーネ様ガ戦うのナラ、当然、この私もお供イタシマス。シムールの娘はお人形さんのヨウナ帝国人の娘とは違いマス。シャン族の娘は、いざとナレバ一族のために出陣する覚悟がございマス！」

　ミーネとミリンの顔に浮かぶ決意の色を見た晴凛は、思わず救いを求める視線を伏ふせ龍たつに投げた。

　しかし、伏龍から返ってきた言葉は、晴凛の望んだものとは真逆のものだった。

「えーと、何だ……その……ミリンさんなら、安心というか……ひょっとしたら龍りゆう飛ひよりも強いかもしれない。一いつ緒しよに戦ってくれるなら願ったりかなったりだな」

「伏龍さん！」

「あ、いや、晴凛。伏龍さんの言う通りだと私も思う……」

「兄さんまで！」

　光こう凛りんと伏龍はお互いの顔を見合わせて微び妙みような顔つきになった。

「だって……なあ……」

「ええ……」

　その場の空気を吹き飛ばすように、ミーネが、ぱん！　と手を叩たたいて言った。

「ぐだぐだ言っている暇はない！　今、このときにも北壁では龍飛が戦っておる！　行くぞ晴凛！」

「はい！」

　そう返事をした後で、晴せい凛りんは真剣な目でミーネとミリンを見て言った。

「共に戦う前に、ミーネ姫とミリンさんにお願い……いえ、侘タ瑠ル徒トの王として、命令があります。貴方あなたたちは最後の最後まで踏ふみとどまって戦ってはいけません。私が逃げろ、と言えば逃げるのです！」

「そんなことができるか！」

「できなくても、やってもらいます！」

　そう、きっぱりと言い切った後で、晴凛はにっこり笑って付け足した。

「僕は今、侘瑠徒の王様です。知ってました？　王様ってのはね、我がままが許されるんですよ？」




　北の城壁の上には、帝国兵と侘瑠徒の守備兵が入り乱れていた。

　龍りゆう飛ひたちの獅し子し奮ふん迅じんの働きにより、帝国兵は城壁の上に上がってきても、そこを占拠し続けることはできず、登っては突き落とされ、登っては突き落とされを繰り返していた。

　だが、帝国軍はその抵抗を数の圧力によって押し切ろうとしていた。

「うぉおおおりゃあああ！」

　鋼こう長ちよう棍こんを押して、五、六人の帝国兵を城壁の向こうに押し出した龍飛は、ばらばらと落ちた帝国兵のすぐ後ろから、さらに何十人という帝国兵たちが梯はし子ごを上ってきているのを見て、うめくように叫さけんだ。

「うおっ！　キリがねえ！」

　同士討ちを避けるためだろう。帝国兵が城壁に取り付いたあたりから、飛んでくる矢の数は一気に少なくなった。しかし、その飛んでくる少ない矢のほとんどは、狙ねらいすました狙そ撃げきの矢であり、危険性は変わらない。

　隣では守備兵が身を乗り出して、梯子を上ってくる帝国兵を槍やりで突いていた。だが、敵の弓矢がその守備兵に狙いをつけているのを見つけた龍飛は、彼の後ろ襟えりを摑つかんで叫んだ。

「馬ば鹿か！　前に出るな！」

　次の瞬しゆん間かん。

　狙いをつけていた帝国軍の弓きゆう兵へいの腕に、矢が突き刺さった。

「うわっ！」

　矢が突き立った帝国軍の弓兵は一人ひとりだけではなかった。

　梯子の下で守備兵を狙っていた弓兵が、次々に倒れていく。

　その矢の間隔の短さと正確さを見た龍飛は、目を見開いて振り返った。

「晴凛の兄貴！　来てくれたんですか！」

　だが、晴凛を見た龍飛の顔に浮かんだ喜びの表情は、その後ろにもくもくと立ち上がる黒煙を見て、すぐに凍り付いた。

「うわ！　火事だ！　家が燃えていますぜ！」

「いや、あの火災は気にしなくていい！　わざと空き家を燃やしたんだ。帝国の連中を焦あせらせるためなんです！」

「ああ、そうなんですか、なら安心だ」

　ほっとした表情を浮かべた龍りゆう飛ひは、城壁の上にやってきたミーネと作業衣に着替えたミリンを見て、再び目を見開いた。

「うわ！　何で、ちびっ子姫と、ミリンさんがこんなところに！」

「ここが、侘タ瑠ル徒トが残るか、消えるかの正念場なのじゃ！　そんなときに、のほほんとしていることなどできん！　わしだって戦えるのじゃ！」

　ミーネはそう言うなり、胸きよう壁へきに手をかけて登ってこようとしていた帝国兵の手に向けて、弩ど弓きゆうの引き金を引いた。

　ビィイイン！

　弦げんの音と共に、胸壁を摑つかんでいた帝国兵の手に、とん！　と短い矢が突き立った。

「ぎゃああ！」

　手を放した帝国兵は体勢を崩して、そのまま落ちていった。

「見ろ！　わしでも戦えるぞ？」

　龍飛はにやっと笑った。

「ちげえねえ！」

「ミーネ姫は僕が面倒を見る、足手まといにはならないから安心してくれ！」

　晴せい凛りんがそう言ったのと同時に、北の城壁の西の隅のほうで、わっ！　と言う声が上がった。

　見ると、高こう架か楼ろうが取り付き、歩み板の上を三十人ほどの帝国兵が渡って、城壁の上に来ようとしていた。

　城壁の上を一箇所でも制圧されてしまえば、そこを突破口にして、続々と兵士が送り込まれるだろう。

「やべえ！」

　そう言って走り出した龍飛を、すっと追い抜いた影があった。

　ミリンだった。

「無理だ！　武器も持たないあんたに何ができるって言うんだ！」

「武器などイリマセン！」

　ミリンはそう言い残すと、完全武装の帝国兵の群れの中に飛び込んだ。

　いきなり目の前に、血なまぐさい戦場と、まったく縁の無い若い娘が出現したのを見て、帝国兵たちは一いつ瞬しゆん呆ぼう然ぜんとなった。

　ミリンはその虚きよを見逃さなかった。

「遅イッ！」

　ひと言叫さけぶと、目の前に立っていた帝国兵の槍やりを摑つかんで引いた。

「お、おわ……」

　思わず、前のめりになった兵士の顎あごを、前蹴げりで蹴り上げる。

　ごきっ！

　嫌いやな音を立てて、帝国兵の首がかくんと後ろに垂れ下がり、そのまま崩れ落ちる。

「う、うわああ！」

　他の兵士は慌あわてて槍を構えなおしたが、もう遅かった。

「帰レッ！　侘タ瑠ル徒トから出ていけッ！」

　ミリンはそう叫ぶと、居並ぶ帝国兵たちに容よう赦しやない一撃を叩たたき込んでいく。

「腕の関節を増やしてアゲマス！」

　ぼりっ！

「後ろが見たいデスカ？　ならば首を回してサシアゲマス！」

　ごりっ！

「アナタには、二つ目の膝ひざ小こ僧ぞうを作ってアゲマス！」

　ごきん！

　ミリンが丁寧な言葉遣いで恐ろしい言葉を吐くたびに、割り箸ばしを座布団に包んで踏ふみ潰つぶしたときのような鈍にぶい音が響く。

　瞬またたく間に、五人の兵士が、操あやつり糸が切れた人形のように、手足をねじって転がった。

　低いうめき声を上げてのた打ち回る兵士の向こうに立つミリンは、息すら上がっていない。

　涼しげな微笑を浮かべて、ミリンが一歩近づいた。そのとたん、その場にいた帝国兵たちは、恐慌状態に陥おちいった。

「う、うわ！」

「ぎゃああ！　鬼だ！　こいつ、人じゃねえ！」

「に、逃げろ！　シムールの鬼が出た！」

「女の鬼だ！　鬼婆ばばァだ！」

「婆ァとハ何ですカッ、失礼ナッ！」

　形のよい眉まゆを、きりりと上げて、ミリンが詰め寄ろうと一歩足を踏み出すと、

「ひ、ひえええええ！」

　兵士たちはなだれを打って逃げ出した。

　とはいえ、そこは城壁の上である。逃げる場所などありはしない。

　逃げる場所は、他の兵士たちが上ってきている梯はし子ごだけである。

　下から梯子を上っていた帝国軍の兵士たちと、慌てふためいて梯子から逃げようとする兵士とが、梯子の真ん中で重なってダンゴ状になった。

「うわ！　馬ば鹿か！　何で下りてくるんだよ！」

「うるせえ！　上には鬼がいるんだ鬼が！」

「鬼？　何だそりゃ？　いいから戻れ！　敵前逃亡は死刑だぞ！」

　梯はし子ごの中ほどで、部下を叱咤しつたしていた隊長の肩に矢が突き立ったのは、そのときだった。

「ぎゃあ！」

　転がり落ちようとする隊長を、慌あわてて周りの部下が支えた。

　狙ねらいすました矢が、他の部隊の隊長格の兵士にも飛び始め、指揮官がバタバタと倒されるにつれて、梯子に取り付いていた兵士たちの間にも動どう揺ようが広がり始めた。

　監督する人間、叱咤激げき励れいする人間というのは、逆に言えば頼れる人間である。

　一般の兵士たちにとって、隊長というのは、何かあってもこの人の言うこと聞いていれば大丈夫だ、という拠より所でもある。

　その拠り所が、目の前で次々に射い倒されていくのである。

　不安になるな、というほうが無理である。

　兵士たちの不安を煽あおるものが、もうひとつあった。それは侘タ瑠ル徒トの街の中から立ち上る黒煙である。

　侘瑠徒の街が燃えれば、勝利の後に約束されていた食事──それも飽きるほど食えるはずの食い物がすべてが灰になってしまうのだ。

　だから、帝国軍は火矢を使わなかった。

　用意をしていなかったわけではない。当初の作戦では、城壁の上部に作られている覆いや狙そ撃げき用の小屋を火矢で焼き払う予定だった。

　火矢を使って城壁の上の遮しや蔽へい物ぶつを焼き払うことができれば、損害はもっと少なく攻略も容易だっただろう。

　しかし、万が一を恐れた沢さわ樹ぎが火矢の使用を禁じたのである。

　侘瑠徒を攻める兵士たちは、火矢を使わない、という作戦のために多大の犠牲を払うこととなった。

　苦労して我が慢まんを重ねて攻めてきたのに、土ど壇たん場ばになって侘瑠徒の城内から火の手が上がったのだ。

　東西南北の城壁を攻めている各部隊は、侘瑠徒の火の手を見て、こう考えた。

　──他の部隊の誰かが、抜け駆がけで火矢を使ったに違いない。

　その馬鹿のおかげで、飯が食えなくなったらどうするんだ！

　俺たちが何のために、こんなに苦労していると思ってるんだ！

　人間、何が腹が立つと言って、味方に足を引っ張られることほど腹が立つものはない。

　思うように攻められない苛いら立だちは、侘瑠徒に立て篭こもっている晴せい凛りんたちではなく、他の帝国兵に向けられることとなった。

　侘タ瑠ル徒トの城内から立ち昇る黒煙は、帝国軍の本陣にいた沢さわ樹ぎの目にも届いていた。

「何だ！　あの煙は！　なぜ侘瑠徒の城内で火災が発生しているのだ！　あれほど使うな、と言明したのに、火矢を使った馬ば鹿かがいるということか！」

　沢樹の顔からは血の気が失うせていた。

　──侘瑠徒には食糧がある。攻め落とせば、飽きるほど飯が食える。

　そう信じているから、兵士どもは戦っている。

　もし、ここで侘瑠徒の街が燃えて、食糧も何かもが燃えてしまえば、もはや兵士を繫つなぎとめておくことはできない。

　統制の利かなくなった数万の兵士……それはもはや軍隊ではない。飢えて見境がつかなくなった武装した男たちの群れだ！

　沢樹はぶるっと、小さく身震いした。

　──あの炎が燃え広がる前に何とかしないと、たとえ侘瑠徒を落としても帝国緑軍は崩壊してしまう！

　そうなれば、侘瑠徒陥かん落らくの功績など何の意味もない！

　沢樹が抱いだいている恐怖を理解するには、この世界の軍隊の質を知る必要がある。

　この世界の軍隊は、我々が思い浮かべる現代の洗練された訓練を受けた軍隊とは大きく違う。

　上級指揮官のほとんどは『武ぶ挙きよ』と呼ばれる軍人向けの試験を受けて合格した者であり、いわゆる『志願者』であるが、それ以外の大多数を占める下士官以下の兵士は、徴兵によって、搔かき集められた者たちである。もともとは兵士でも何でもない。

　農家の次男坊三男坊や、手に職をつけるでもなく街中にたむろしていた若者を半強制的に連れてきて、武器と鎧よろいを渡し、簡単な訓練を行って兵士に仕立て上げただけなのだ。

　プロと呼べる正社員は上級士官だけであり、それ以外はアルバイトのようなもの。

　帝国軍の戦いは、個人個人の戦闘の技量を競う、点の戦いではない。ひたすらに数で押し切り、相手を制圧するという面の戦いであり、この戦い方で最も重要なのは個人の技量ではなく、単に兵士の数である。

　帝国軍が兵士に求めているのは、敵に向かって進み、槍やりや剣を振るうロボットとしての役割だけなのだ。

　この戦い方ならば、兵士一人ひとり一人の資質がどうであろうと、あまり問題はない。

　そして、兵士たちを繫ぎとめているのが、軍規と食事である。

　士官の命令通りに動くことを規則で強制し、その代わりに兵士に食事を提供するのである。

　逆を言うならば、兵士たちは飯を食わせてもらっているから命令を聞いているわけであり、飯が食えなくなれば命令を聞く理由は無いのだ。

　沢樹の決断は早かった。

　と、言うより、それしか方法が無かった。

「全軍に突撃命令を！　もはや猶ゆう予よはありません！　憲衛隊に弓を持たせ、最さい後こう尾びの部隊に後ろから矢を浴びせるのです！　下がれば死あるのみ、ということを兵士どもに叩たたき込んでやるのです！

　指し車しやを用意しろ！　私自ら陣頭に出て指揮を執とる！」

　沢さわ樹ぎはそう言うと、机の上に置かれた扇おうぎを手に取った。

　──侘タ瑠ル徒トの最後を、この目で見てやる！　そして、伏ふせ龍たつを私の前に引きずり出して、はいつくばらせてやる！

「指車の用意ができました！」

「うむ」

　秘書官の言葉を聞いた沢樹は、ゆっくりとうなずいて腰を上げた。

　沢樹の乗った指車が指揮所を出て、北の城壁を攻めている前線が見える位置に着くのと、沢樹の命じた憲衛隊による弓部隊が配置につくのは同時だった。

　自軍の兵士を戦いに駆かり立てるための部隊は『督とく戦せん隊たい』と呼ばれ、士気が落ちた兵士を戦わせる最後の手段として、ごく普通に使われてきた。

　第二次世界大戦の初期に、ドイツに負け続けていた頃のソビエト軍では、機関銃じゆうとは、逃げ帰ってくる味方の兵士に向かって撃うつためのものだ、と言われたことすらある。

　いずれにせよ、こういう部隊を投入しなければならない状況というのは、兵士一人ひとり一人が『もう嫌いやだ、戦いたくない』と思い始めていることの証明であり、それはすなわち戦争に負けているということでもある。

　北の城壁の手前には、兵士たちがダンゴ状になってうごめいていた。

　城壁の真下には何とかたどり着けるし、城壁に登ることはできても、そこから先に進めないのである。

　攻めあぐねたまま、城壁の周囲を右往左往する兵士たちを見た沢樹は、顔をしかめた。

「まったく。何をやっているのだ、あいつらは。やる気が無いなどというものではないな。あいつらに矢を射い込こめ！　前に進ませるのだ！」

　沢樹の命令は即座に実行された。

　後ろから矢が飛び始め、仲間たちがばたばたと矢に倒れるのを見た、後方の部隊の兵士たちは恐慌状態に陥おちいった。

「うわあ！」

「何だ？　どこから矢が飛んでくるんだ！」

　最後尾にいた兵士たちがばたばたと倒れるのと同時に、声が飛んだ。

「我々は督戦隊である！　最高司令官である、沢樹延えん銘めい殿の命令を伝える！

『下がること及び立ち止まることは許さない！　前進せよ！　逃げる者、動かぬ者は内通者として即座に射殺する！　汝なんじらが内通者でないというのなら、勇気と行動によってそれを証明せよ！』

　以上である！　これより我らはこの命令に沿って行動する！」

　後方で、まだ俺たちの順番じゃないや、とばかりに、のんびりと前線を眺ながめていた兵士たちは慌あわてふためいた。

「うわあ！」

「前に出ろ！　前に！　後ろから矢が飛んでくるぞ！」

「こんなところにいたんじゃ、殺されちまう！」

　そこにいた部隊に罪は無い。単に順番で後回しになっただけで、怠なまけていたわけではないのだ。しかし、問答無用で矢は飛んできた。

　理由などはどうでもいいのだ。とにかく、そこにいるすべての兵を前進させ、侘タ瑠ル徒トを落とさねば、もはやどうにもならないのだ。

　兵士たちは前進を始めた。

　後ろに下がれば殺される、立ち止まっても殺される。となれば、前に進むしかない。前に進めば、いくらかでも生き延びられる可能性があるのだ。

　兵士たちを動かしているのは、義務でも希望でもない。生き延びたいという本能、それだけだった。

　城壁の上で指揮官を狙ねらっていた晴せい凛りんは、この帝国軍の流れの変化を感じ取っていた。

　今までは、指揮官を倒せば、その周りの兵士たちが困惑する様子が感じ取れた。

　行動が鈍にぶくなり、どうしていいのかわからなくなってお互いの顔を見合わせていたのだが、指揮官を倒そうがどうしようが、兵士の前進は止まらなくなっていた。

　兵士たちの目にはもはや意思の光は無く、ただ機械のように黙もく々もくと前進してくる。

　倒しても倒しても、その列は止まらなかった。

「くそッ！　どうなっているんだ！」

　そう叫さけんで矢を放ったとき、晴凛は想像できない光景を目撃した。

　自分の矢に当たった瞬しゆん間かん、兵士が微笑ほほえんだのだ。

　それは、どう見ても安あん堵どの微笑だった。

　──なぜだ？　なぜ笑う！

　苦しむはずだ！　悔くやしいはずだ！　ここまでやってきて、敵に倒されるんだぞ？　苦しくて悔しくて痛くて、何ひとつ嬉うれしいわけがないのに、なぜ、あいつは笑うんだ！

　気がつくと、みんな笑っていた。

　龍りゆう飛ひに突き落とされる兵士も、ミリンに腕を砕かれる兵士も、自分が倒されると知ったとき、ほっとしたような微笑を浮かべていた。

「やめろ！　やめてくれ！　なぜ笑う！　お前ら、狂ってるのか！」

　晴凛が思わずそう叫さけんだとき、龍飛の声がした。

「こいつら、もう戦いたくねえんです！　兄貴の矢に当たって笑うのは、もう戦わなくていいからなんですよ！　何もかもほっぽりだして、逃げたくて仕方ねえんです！　でも、やめたら、後ろから撃うたれて殺されちまうんです！」

　晴せい凛りんは吐き気がした。

　──狂ってる。

　こんなのは戦いじゃない……こんなのは間違っている。

　どうすれば、こんな馬ば鹿かげた戦いをやめさせられるんだ。

　僕か？　僕が「やめた！」って言えばいいのか？

　ここで、僕が「やめた！」と言ったらどうなる？　たしかに戦いは終わる。でも、僕もミーネ姫もみんな殺されて、僕たちはただの反乱軍として終わる。

　そんなのは嫌いやだ！

　そう、僕は嫌だった。だから嫌だと声を上げた！

　そして、嫌だと声を上げたからには……僕は最後まで戦わなくちゃならない！

　晴凛は前線の後ろにいる二輪の馬車に視線を投げた。

　──あそこに、敵の軍師がいる。

　本当の敵はあいつだ！

　そしてあいつの後ろにいる苑その山やま燕えん鵬ほうだ！

　あいつらを倒さない限り、あいつらが「やめた！」と言い出さない限り、絶対に僕のほうから「やめた！」と言い出すわけにはいかないんだ！

　だけど、戦況は悪くなる一方だ。

　晴凛は亡ぼう者じやのごとく虚うつろな目で梯はし子ごを上ってくる兵士たちに目をやった。その列は切れ目なく、さらに先には雲うん霞かのごとく兵士たちがひしめいている。

　──ここまでか。

　晴凛は一いつ瞬しゆん目をつむった後、視線を傍かたわらにいたミーネに戻した。

「ミーネ姫！」

　弩ど弓きゆうを構えて、梯子を上ってくる兵士に矢を射うち込みながら、ミーネは答えた。

「何じゃ？　今、忙しいのじゃ！　話しなら後にせい！」

「今でなければダメです、下がってください！」

「何じゃと？」

　ミーネは顔を上げた。そして、晴凛の表情を見てすべてを悟ったのだろう。その整った顔をくしゃっと歪ゆがめた。

　晴凛は時間が惜おしいかのように、早口で言葉を続けた。

「ここはもう駄だ目めです。敵の勢いが増しました。もう、持ちこたえることはできません」

「嫌いやじゃ！　わしはここにいる！」

「いいえ、認めません！　ミリンさんと一いつ緒しよに下がって、総そう督とく府の建物に立て篭こもってください！　あの井戸の抜け穴に隠れれば、敵をやり過ごせるでしょう。夜になれば脱出できる可能性もあります！」

「嫌いやじゃ！」

　ミーネの叫さけび声が、城壁の上に響いた。

　戦場には不似合いな少女の声に、一いつ瞬しゆん、その場が静まり返った。

「嫌じゃ！　嫌じゃ！　嫌じゃ！　わしはここにいる！　晴せい凛りんと一緒に戦うのじゃ！　逃げたくないどこにも行きたくない！　晴凛と一緒じゃ！　何でじゃ！　何で、お前はそんなことを言うんじゃ！　わしが嫌いか！　嫌いなのか？」

　終わりのほうは、もう、涙声だった。

「そんなことはありません」

　晴凛は慌あわてて答えたが、ミーネはもう聞いていなかった。

「晴凛がここで戦うなら、わしもここで戦う！　晴凛が傷を負うなら、わしも負う！　晴凛が死ぬなら……わしもここで死ぬ！」

　涙と鼻水でぐしょぐしょになりながら、城壁の石畳を足で、だんだん！　と踏ふみ付けながら大声で叫ぶミーネの姿を見て、守備兵も帝国兵もあっけにとられていた。

　帝国兵と剣を合わせていた若い守備兵が、ミーネと晴凛を見たまま、ぼそっとつぶやいた。

「ああ、ちくしょー……女の子にあんな風に言われてみてえなあ……」

「ああ……まったくだぜ」

　相手の帝国兵は思わずそう答えてしまってから、はっと目を見開いた。

　守備兵と帝国兵はお互いの顔を見合わせた後で、どちらともなく、剣を引いた。

「やめた、お前とは戦わねえ……」

「俺もだ……何か急に馬ば鹿か馬ば鹿かしくなっちまった……」

　戦意を失っている兵士たちを横目に、ミリンが飛び込んできた。

「何を恥はずかしいことを大声でわめいていますカ、この山やま猫ねこハ！」

「恥ずかしくなんかないッ！」

　ミーネはわめいた。

「これは本当のことじゃ！　だから恥ずかしくも何ともないのじゃっ！」

「それが恥ずかしいってことデス！　見なさい！　周りの人があきれてマス！　敵も味方もみーんな！」

「今はそんなときじゃありません！　早く退避してくださ──」

　晴凛が叫んだときだった。東の方角からシムールの吹く角笛の音が聞こえてきた。

『パパパプゥーン！』

　ミーネは目を見開いて飛び上がった。

「来た！　ダガフじゃ！　応援じゃ！」

　角笛は一回ではなかった。

『パパパプゥーン！』

『パパパプゥーン！』

　何度も繰り返しながら徐々に近づいてくる、その角笛の音を聞いた帝国軍の兵士の間に動どう揺ようが走った。

「援軍だ！　シムールの援軍が来たぞ！」

「どうなってるんだ！　援軍は、騎兵隊が迎撃するんじゃなかったのかよ！」

「知らねえよ！　どうするんだよ！」

　攻略部隊を指揮する前線指揮官も、慌あわてていた。

　負傷兵の回収のために部隊を下げて戦闘を中断して、沢さわ樹ぎに解任された孟もう旗き将軍に代わって、前線指揮官に任命されたのは、沢樹を信奉する若い参さん謀ぼうだった。

「新たな敵と思われます！」

「北東の方角より接近中！　騎兵と思われますが、戦力などは未確認！」

「いかがいたしますか？」

　参謀たちから入ってくる情報を聞きながら、指揮官は沢樹から貰もらった作戦命令書の束たばを慌あわててめくり返した。

　その作戦命令書には、シムールの騎兵が後方から攻撃を仕掛けるであろうと書いてあった。しかし、その騎兵は、帝国軍の騎兵によって制圧されるので心配ない、と書かれており、北東の方向から別働隊が攻めてきたら、どうするのか、それについては一行も書かれていなかった。

「作戦本部に伝令を向かわせろ！　沢樹殿に指示を仰あおぐのだ！」

「わかりました！　しかし、命令が返ってくるまで座して手をこまねいているわけにはいきません！　防御陣形を取らせましょう！」

「え？　あ、ああそうだな。防御陣形を取ったくらいで、独断専行の罪を問われることはあるまい……」

　指揮官はそう言うと、侘タ瑠ル徒トの城壁に取り付いていない部隊に、再編成した後、東からのシムール部隊に備えて防御陣形を取るように命じた。

　やがて、北東の低い丘の上に、騎馬兵の一団が現れた。

「おお！　来たぞ！」

　喜びの声を上げたミーネの顔が曇くもった。

「……あ？　何じゃ、あいつらは？　あれはシャン族ではないぞ！」

「何だって？」

　晴せい凛りんは身を乗り出して、北東の丘を走り下ってくる騎馬兵の一団を見つめた。







　　　第八章「精霊軍、参戦！」







　北東の低い丘の向こうから現れた騎馬兵の一団は、明らかに異様だった。

　シムールの騎馬兵のように見えるが、シムールなら当然立ててあるはずの部族の旗が一本も無いのだ。

　シムールにとって、戦争とは自分たちの部族の名誉を懸かけて行うものであり、部族を名乗らずに戦いに赴おもむくシムールなどいるはずがない。

　しかし、今、目の前の丘を走り下ってくる騎馬兵は誰一人ひとりとして旗を掲げていなかった。

「何じゃ、あいつらは！　野盗か？」

　ミーネがつぶやいた。

　そのつぶやきの意味はすぐにわかった。騎馬兵全員が黒い覆面で顔を覆っていたのである。ただの覆面ではない。何かの動物を模したのだろう。頭の上に、小さな丸い耳のようなものがついている。

「熊くまじゃ！　熊がおる！」

　ミーネの言葉の通り、先頭の一団に続いて現れた本隊らしい部隊の先頭に立つのは、黒い熊毛皮を頭からかぶった大男だった。

　旗印は無いが、長い棒の先に白い動物の頭骨らしいものを掲げている。

「パプゥーン！」

　角笛を合図に、その異形の一団は丘を駆かけ下りながら、絵に描いたような楔くさび形がたの突撃隊形を、一糸乱れぬ動きでやってのけた。

「うむ、見事じゃ！　あれはかなりの精せい鋭えいじゃ！」

　帝国軍の防御陣から防戦のための矢が飛び始めるが、騎馬兵はまったく速度を落とさない。それどころか、さらに速度を上げた。

「おお！　見ろ！　突入するぞ！」

　ミーネの言葉の通り、晴せい凛りんたちの見ている前で、先頭の騎馬兵が太くて短い突破用の槍やりを構え、帝国兵の構えた盾の中に突入した。

　馬の速度と質量を乗せた突撃に、人間が構えた盾は無力だった。

　人と盾が宙に舞うのが見えるのと、一拍遅れて、鈍にぶい、ドガッ！　という衝しよう撃げき音が聞こえてくるのは同時だった。

「クマァアアアアアアア！」

　口々にそう叫さけびながら、黒い覆面の騎兵たちは突破口を広げるように、歩兵たちの中に躍おどり込んだ。
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　帝国軍歩兵による防御陣は、騎兵突撃の前にあっさりと破れた。

　騎兵の数はおよそ二千。

　対する帝国軍歩兵は、およそ一万五千。

　たとえ騎兵といえども、圧倒的な数で包んでしまえば勝てない相手ではない。

　そう、正体不明の騎兵攻撃を受けた、という報告を受けた沢さわ樹ぎは一いつ瞬しゆん青ざめたが、その数が二千と聞いたとたん、余裕を取り戻した。

「なんと、たかが二千とは！　おそらく、苦し紛まぎれの伏ふく兵へいでしょう。浮き足立つことはない！

　包んで討ち取ってしまえばよいのです！」

　沢樹の脳内には、一万五千という圧倒的多数の歩兵が、少数の騎兵を十と重え二は十た重えに押し包んで揉もみ潰つぶす光景が浮かんでいた。

　このとき沢樹の脳内に浮かんだ光景は間違ってはいない。一万五千という数字には、それだけの力がある。

　だがそれは、その一万五千の兵士が気力体力に満ちあふれ、戦う意思を持っている、という前提があって初めて成り立つ光景だった。

　空腹を抱え、裏切り者かもしれないという猜さい疑ぎ心しんにさらされ、失敗を犯せばひどい罰を受けると脅おどされ、前進しなければ殺す、と後ろから矢で射いられた一万五千の兵士は、もはや戦力を成していなかった。

　それでも、もしこのとき突入してきた二千人の騎馬兵がシムールの格かつ好こうをしていれば、踏ふみとどまる兵士もいただろう。

　帝国人のシムールに対する敵てき愾がい心しんは本能のようなものだからだ。

　しかし、突っ込んできた騎馬兵は、正体不明の異形の集団だった。

「行け！　精霊の戦士よ！　帝国のイナゴどもを踏み潰つぶすのだクマ！」

　帝国軍のど真ん中に突っ込んだ、熊くまの毛皮を身にまとって熊の頭をかぶった大男が、そう大声で叫さけんだ。

　黒覆面の二千人が呼応するように叫んだ。

「クマーッ！　クマーッ！」

　また、クマ、と。

　その瞬しゆん間かんに、帝国軍の戦線は崩壊した。

　正体不明の敵の、正体不明の叫びを聞いたその心理的衝しよう撃げきが、今まで耐えに耐えてきた帝国軍兵士の理性を繫つなぎとめていた最後の糸を、ぷつん、と切ったのだ。

「うわあああああ！」

　兵士たちは手に持った盾と槍やりを投げ捨てると、背中を向けて逃げ出した。

　一人ひとり二人ふたりではない。何百人という兵士が、同時に逃げ出したのだ。

　戦場でこういったパニックを起こす兵士は珍しくはない。それが部隊全体に波及しないように抑え込むのも現場の指揮官の仕事である。

　一人二人の兵士がパニックに陥おちいるのなら、何とかなる。しかし、百人単位の兵士が一斉に逃げ出せば、もはやその波及を抑えることは不可能である。

　戦場は大混乱に陥った。

　熊の姿をまとった異形の兵士たちは、逃げ惑う帝国兵をまるで麦の穂を刈り取るように倒していく。

　抵抗する素振りを見せる兵士はもちろん、武器を捨てて、その場に座り込んで命いのち乞ごいをする兵士も容よう赦しやしない。

　そのあまりに無む慈じ悲ひな殺さつ戮りくが、さらなる混乱を呼んだ。

「うわああああ！　に、逃げろ！　殺される！」

「どけ！　何をやってる！　邪じや魔まだ！」

　我先に逃げようとする兵士たちはダンゴ状になり、将しよう棋ぎ倒しになって味方の兵に踏み潰される兵士もいる。

　異形の兵士たちは、悲鳴と恐怖の充満するその人々の群れに馬を乗り入れ、槍を振るった。

「ぎゃあああ！」

「ぎええええ！」

　群衆と化した帝国兵は、馬が来るたびに逃げ惑う。

　真っ黒な人の波が右往左往する様は、小魚の群れのように見えた。

「うわあ……容よう赦しやなしだな……」

　目の前で繰り広げられる殺さつ戮りくを見て、晴せい凛りんがそう言って顔をしかめたとき、ミーネがすっとんきょうな声を上げた。

「そうか！　あれは……スンタタではないか！」

「スンタタだって？」

　驚いて胸きよう壁へきから身を乗り出す晴凛の横で、胸壁の隙すき間まから外を覗のぞいていたミーネがうなずいた。

「うむ、あの憎にくたらしいシャールもおるぞ？　わからんかったのか？」

「え？」

　晴凛は慌あわてて戦場を見渡した。

　すると、スンタタらしい熊くまの毛皮をまとった指揮官の脇わきに、小柄な弓きゆう兵へいがいるのが目に留まった。

　シムールの皮鎧よろいを身に着け黒い覆面をしているが、よく見ると確かに女性の体型をしている。

「あ、ああ、そうか！　あの弓兵が……」

　そう言ってうなずいた晴凛を見て、ミーネは嬉うれしそうにうなずいた。

「そーかそーか、わからんかったか、うむうむそれでよい」

「何を嬉しそうにニヤついていますか、この山やま猫ねこハ。キモチ悪いデスネ」

　ミリンがそう言って、ミーネの頭を小こ突づいたそのとき、後ろのほうで龍りゆう飛ひの声がした。

「ようし！　お前ら！　武器を捨てたなら頭の上で両手を組んで、そこに座れ！」

　振り返ると、城壁の上に、帝国兵がぞろぞろと座り込んでいた。

「これは……」

　晴凛を見て、龍飛が笑いながら答えた。

「城壁を登ってた連中が、みんな降参しちまったんですよ。まあ、あの惨さん状じようを見れば、もう勝ち目はねえし、下にいたら殺されちまいますからね。降参するしかなかったってとこでしょうが……」

　大混乱に陥おちいった帝国兵は、武器を捨てて侘タ瑠ル徒トの城壁の下に殺到して、梯はし子ごを上り始めていた。

　梯子の下のほうから悲鳴が上がった。

「早く上れ！　殺されちまう！」

「来るぞぉ！　熊が来るぞぉ！」

「逃げろ！　下にいたら殺される！」

　梯子にたどり着けなかった兵士は、北壁にある門に殺到した。

　硬く閉ざされた門を叩たたき、口々に哀あい願がんする声が聞こえる。

「開けてくれ！　中に入れてくれ！　殺されちまう！」

「頼む！　お願いだ！　入れてくれ！」

　その帝国兵の群れにも、熊くま軍団は容よう赦しやしなかった。

　馬を乗り入れて蹴け散ちらし、次々に槍やりを刺して倒していく。

　一方的に殺されていく帝国兵を見ていた晴せい凛りんは、ついにたまりかねたように叫さけんだ。

「門を開けてください！　逃げてきた帝国兵を中に入れるんです！」

　門を守っていた守備兵たちは、困ったようにお互いの顔を見合わせた。

　いくら晴凛の言葉とはいえ、そんな命令に軽々しく従うわけにはいかなかった。

　門は城の要なのだ。

　そのとき、城壁の下から伏ふせ龍たつの声がした。

「晴凛！　無茶を言うな！　門を開けるってことがどういうことかわかってるのか！」

　状況が変わったということを聞いて、指揮所から走ってきたのだろう。光こう凛りんと二人ふたり並んで息を切らしながら、伏龍は言葉を続けた。

「門を開ければ……敵兵がなだれ込んでくるんだぞ！　そりゃあ、敵は壊走して、みんな武器を捨てちまったって話しだけど……武装解除が確認できるような状態じゃねえんだ！

　もし、なだれ込んできた兵士の中に抵抗する意思が残っている者がいれば、侘タ瑠ル徒トはあっという間に落城しちまうんだ！」

「それは、わかってます！　でも、あのまま外にいれば、タッケイ族に皆殺しにされます！　外にいるのは、タッケイ族のスンタタなんです！」

「スンタタだってぇ？」

　伏龍は目を丸くした。

　それと同時に、タッケイ族の強さと、帝国に対する敵てき愾がい心しんの強さも理解した。

　──なるほど、タッケイ族なら、帝国軍を皆殺しにすることをためらったりはしないだろう。

　晴凛の言葉は続いていた。

「武器を捨てたのなら、もう敵ではありません！　タッケイ族も、この中までは追ってこないでしょう！　戦闘は終わりました！　もう、これ以上人が死ぬ理由はありません！」

　伏龍はうなずいた。

「……よし！　わかった。お前がそう決めたならそれでいい！」

　そして、伏龍は門の周りにいた兵士に向き直って命じた。

「よし！　門を開けろ！　急げ！」

「はっ！」

　守備兵たちは慌あわてて、北門の門扉の内側に積み上げてあった土ど囊のうや石の詰まった袋をどかし始めた。

　それを見ていた龍りゆう飛ひが、周りにいた部下を見て叫さけんだ。

「お前ら！　俺と一いつ緒しよに手伝え！　早く門を開けねえと、外にいる連中が全滅しちまう！」

「おう！」

　龍飛は晴せい凛りんを見て、ぺこりと頭を下げた。

「ありがとうございます、晴凛の兄貴！　よくぞ、門を開けろと言ってくれやした！

　立場は違うとはいえ、外にいるのは帝国人でさあ。ただ殺されていくのを見てるだけなんて、寝覚めが悪くて仕方ねえ。助けられるもんなら助けてやりてえと思ってたんでさあ！」

「ああ、もう戦争は終わった。あそこにいるのは敵じゃない。早く助けてやってくれ！」

「はいっ！」

　龍飛は敬意の篭こもった眼まな差ざしで晴凛に敬礼すると、城壁の階段を走り下りていった。

　城門の扉の内側に駆かけ寄った龍飛は、大きな土ど囊のうや岩を軽々と持ち上げて、ぽいぽいと投げ捨て始めた。

「相変わらず馬ば鹿か力じゃのう……」

　あきれたようにつぶやくミーネの見ている前で、あっという間に門の内側に積み上げられていた土囊や岩が片付けられた。

「ようし！　門を開けろィ！」

　龍飛の号令を受けて、ゆっくりと侘タ瑠ル徒トの北門の門もん扉ぴが開き始めた。

「あ、ああああ！　開くぞ！　門が開く！」

「た、助かる！　これで助かるぞ！」

　門の向こうにひしめいていた帝国兵の間から、歓喜の叫さけび声が上がった。

　開き始めた扉の隙すき間まから、ぽろぽろっと数人の兵士が転がり込んできた、と思った次の瞬しゆん間かん。

　堰せきを切ったように、人の波が侘瑠徒の城内になだれ込んできた。

　その誰もが笑っていた。

　それは生き延びることができた、という喜びの微笑だった。

　わあわあ、という喜びの声を上げて、城内に走り込んできた兵士たちのうち、ある者はその場に力尽つきたように座り込み、ある者は仲間と抱き合って泣き始めた。

　城門の外では、龍飛が大声で叫んでいた。

「死にたくないやつは武器を捨ててここに来い！　この中は安全だぞ！」

　タッケイ族の騎馬兵に追い立てられていた帝国軍の兵士の間にその言葉が伝わるのと同時に、そこにいた兵士たちが一斉に侘瑠徒の城門に殺到した。

　この動きは、後方で指揮を取る沢さわ樹ぎの元へもすぐに伝えられた。

「沢樹殿！　侘瑠徒の城門が開きました！　味方の兵が突入していきます！」

「何っ、本当か？」

　沢樹が血走った目で侘瑠徒の街を見る。

　その知らせは城攻めが始まって以来、初めて聞く朗報だった。

「おお！　おお！」

　沢さわ樹ぎの目に、歓声を上げて侘タ瑠ル徒トの城内へ突入していく帝国兵の姿が映った。

「勝った！　この戦い、勝ったぞ！

　わははははは！　見ろ！　侘瑠徒は終わりだ！　神しん流りゆう千せん斗と！　ざまをみろ！　お前の負けだ！　お前は打ち首になって無残な姿をさらすんだ！　これがお前の末路だ！　私は、私は、私は、お前よりも頭がいいんだーっ！」

　沢樹の鼻の穴がぷっぷーっ、とこれまでになく大きくふくらんだ。

「前進です！　侘瑠徒に向かいなさい！」

　指し車しやの上で沢樹が勢いよく手を前方に振り向けた。握ったままの筆から墨ぼく汁じゆうが散る。

「いかん、いかん。勝利のときにこそ、軍師は落ち着いていなければ」

　沢樹は筆を置き、代わりに扇おうぎを拾い上げる。この戦いが始まる前、帝都で高い金を払って手に入れた特注の扇に筆から散った墨すみがついているのを見て、沢樹は顔をしかめる。

　──いや、しかし。これはこれでいいかもしれん。この戦いが終わった後、この扇を皇こう帝てい陛へい下かにお見せすることがあるかもしれない。そのときに、なぜ墨がついているのか、陛下はお聞きなさるだろう。そして私は答えるのだ。

「陛下、私は墨と紙によって帝国に勝利をもたらしたのです。扇についたこの墨はその証あかしです」

　沢樹の頭脳は、皇帝との問答を想定して、さらなる回転を始める。

　──陛下は聞かれるに違いない。悪逆非道な反徒と凶暴なシャン族に挟はさまれて、私がどのように勝利をもたらしたかを。

「陛下、戦いの勝利に必要なものはすべて書の中にございます。戦史を紐ひも解とき、過去の事例を研究することこそが、大事なのです。私の頭には過去の戦いの記録がすべて詰まっております。その知識があれば、城を落とすも守るも、思いのままなのです」

　ぶつぶつとつぶやきながら極彩色の未来を夢想していた沢樹の耳には、近づいてくる悲鳴と怒号は聞こえなかった。

　濃くなる血の臭においにすら気づかずに、沢樹の妄もう想そうは続いていた。

　──陛下が私に宰さい相しようになってくれ、などと言い出さないよう注意せねばならんな。苑その山やま閣かつ下かは将来はともかく、今は私がそのように先走ることを不快に思われるかもしれん。だが、陛下の教育を担当するようには頼まれるかもしれんな。

　──そのような名誉ある職務。非才若じやく輩はいの我が身には重くありますが、陛下のたっての願いということであれば……。

　がくん、と。突然、指車が止まり、脳内に栄達の道を行く自分の姿を描いていた沢樹は、座席から転げ落ちそうになった。

「な、何だ？　どうした？」

「沢さわ樹ぎ殿っ！　沢樹殿っ！」

　指し車しやのすぐそばに、血だらけの男がいた。半分ちぎれかけた飾り紐ひもで前線指揮官の百人隊長と知れるが、兜かぶとが取れ、ざんばら髪になっている。

「わが軍は壊滅！　早くお逃げください！　覆面の騎馬兵は鬼き神しんのごとき残忍さで、殺さつ戮りくを続けております！」

　普段であれば一を聞いて十を知る沢樹の脳は、この言葉の意味を理解できずにいた。

　沢樹は怪け訝げんな顔で聞き返した。

「お前は何を言っているのだ？　わが軍は勝ったのだぞ！　見ろ！　敵は城門を開き、わが軍の将兵は、両手を挙げて万歳の歓声を上げて突入していくではないか！」

　百人隊長は強くかぶりを振って言った。

「違います！　あれは……降伏しているのです！　敵の騎馬兵に追い立てられたわが軍の将兵が、武器を捨て、侘タ瑠ル徒トに逃げ込んでいるのです！」

「そんな馬ば鹿かな！　そもそも、なぜ敵の騎馬兵がここまで突破してくるのだ？　敵兵は二千ではなかったのか？」

「はい。ですが、その二千騎は黒い覆面で顔を覆い、奇怪な『クマー』という鯨げい波はの声を上げて突撃をかけてきたため、兵が崩れて槍やり衾ぶすまの防御陣形が乱れ──」

「何だそれは？　前列が乱れたところで、後ろの兵が包み込むように動いて潰つぶせば終わりだろう！　予備役えきで訓練されていない老兵ならともかく、正規の兵である帝国緑軍の兵になぜそれができない？　お前らは老兵以下か！　素人しろうとか！」

　沢樹の罵ば声せいに、百人隊長はぎりり、と歯を嚙かみしめた。彼の脳のう裏りに、敵の騎馬兵になすすべもなく蹂じゆう躙りんされた部下たちの姿が浮かぶ。

　──お前がそれを言うのか！　お前がそれを！

　空きっ腹で朝から走り回ったせいで、みんな目がくらむほど腹が減ってるんだ！　食うものさえあれば、相手が地獄の軍勢だろうが、俺の部下がひるむものかよ！

　無意識のうちに、百人隊長の手は腰にさげた剣の柄えに伸びていた。

「沢樹殿っ！」

　血だらけの百人隊長の怒りの形相に、沢樹はぎょっとした顔になって黙だまった。

　まるまると血色のよい赤子のような沢樹の顔を見ながら、百人隊長は剣を抜き放つ。

「……早くお逃げください。敵騎馬兵がここまで来ました」

　雄叫おたけびと悲鳴がすぐ近くから聞こえてくる。沢樹の周囲を守る憲衛隊に、敵騎兵が襲いかかっていた。この場所からでは、侘瑠徒に逃げ込むには遠すぎる。

「ありえん。二千の騎馬兵がここまで陣深く突破するなど……どう計算しても、ありえるはずがない」

　百人隊長は肩をすくめた。万巻の書を知り尽つくした沢樹の計算がどうして狂ったのか、無学で自分の名前くらいしか文字を知らない百人隊長にでもよくわかったからだ。

　──腹が減って目が回るって経験をしたことがないからだよ、軍師殿。あんた、腹が減った人間が動けなくなるってのが、本当のところでよくわかってなかったんだよ。

「ここから延えん声せいまでは三日の距離。それまでにわかるでしょうよ」

「は？」

「おい、指し車しやを本陣に戻せ！」

　百人隊長は指車を動かす御ぎよ者しやに命じた。本来ならば沢さわ樹ぎの命令しか聞いてはいけないはずだが、自らも死にたくない御者はすぐに指車の向きを変え、馬に鞭むちをあてて走らせる。

　憲衛隊の守りを突破した黒覆面の騎馬兵が、逃げる指車を見つけ追いかけようとする。その前に立ち塞ふさがった百人隊長は、騎馬兵の槍やりをかわしつつ剣を突き出した。臑すね当てのついた足を突かれた騎馬兵が怒りと痛みの叫さけびを上げる。

　──腹が減ってなきゃ、今ので足の一本はもらえたな。

　諦てい観かんの混じった苦笑いを浮かべた百人隊長の胸に、シムールの短たん弓きゆうから放たれた矢が突き立った。

『帝国軍百人隊長討ち取ったり！　いざ聞け！　者ども！』

　全速力で逃げる指車の床に伏せて、背中を丸めて震えている沢樹の耳に、後方からシムール語の勝ち名乗りが聞こえてきた。

　北壁を攻めていた本隊が壊滅し、沢樹が逃げた、という情報が伝わったとたん、北壁以外の城壁を攻めていた他の部隊も一斉に撤収に移った。

　いや、それは撤収というよりも敗走と言ったほうが正確だろう。弓を捨てる者こそなかったものの、矢から身を守るための大盾はすべて打ち捨てられ、部隊としての統制も何も無い状態で、潮が引くように逃げていく。

　その様子を見ていたスンタタは、本陣に逃げ込む歩兵部隊を追おうとした部下を引きとめた。

「やめろ！　深追いはするな！　本陣の中に逃げ込んだ兵は弓を捨てておらん！　残った敵の数、決して少なくはない！　クマ」

　そして、スンタタは北西の方角に目を投げた。

「あそこで、帝国軍騎兵部隊とシャン族が戦っている！　我らはそちらの応援に向かうクマ！」

　周りに集まってきた部下たちは右手を上げて答えた。

「クマー！　クマー！」

　スンタタは部下を再編成すると、北西の方角に向かって突撃を開始した。

　戦場を立ち去っていく黒い騎馬兵の群れを見送った晴せい凛りんはつぶやいた。

「スンタタさんたちは、シャン族の救援に向かうらしいな……」

「本当はあんなやつの応援などいらんのだが……まあシャン族を助けてくれるのなら、礼を言わねばなるまい……」

　少し不満そうに唇くちびるを尖とがらせて答えたミーネの頭を、ミリンが、こん！　と小こ突づいた。

「助けてもらったら、ちゃんと礼を言いナサイ。礼儀知らずはシムールの恥はじデス！」

「わかっとる！　スンタタの前に出たら、ちゃんと礼は言う！」

「当たり前デス」

　ミリンがそうたしなめたとき、後ろから伏ふせ龍たつの声がした。

「それにしても、ひでえ光景だな……」

　侘タ瑠ル徒トの城壁の下には、何千人という帝国兵の死体が転がっていた。

「これだけの人が死んで……一体何になったっていうんでしょうね」

「何になったのか、何の意味があったのか。そんなことを考えても仕方ねえよ、俺たちが生きて生きて生き抜いて、その後で、どっかの偉い人が理由をつけるんだ。

　俺たちは、生き延びるだけさ。生きることが理由だ」

　伏龍はそう言うと、今度は城壁の中に視線を投げた。

　侘瑠徒の中央広場には、降伏した帝国兵たちがびっしりと並んで座っていた。

「ところで、あいつら……どうする？」

「どうするって？　まあ、とりあえず、ご飯を食べさせて、それから怪け我が人を治療して……帰りたい人は帰ってもらってもいいんじゃないですか？　兵隊を続けたいって人は残ってもらっても構いませんけど……」

　晴せい凛りんの答えを聞いた伏龍は困ったような顔で答えた。

「いや、兵隊は別にいいんだけどな、問題は士官なんだ。実を言うと、あの中には百人隊長や、なんと孟もう旗き将軍もいるんだ」

「孟旗将軍が！」

　晴凛は驚いた。

　孟旗将軍といえば、帝国軍の軍人の代名詞のような人物である。帝国人でその名前を知らない者はいないだろう。

「何でも、沢さわ樹ぎに逆らって内通者の疑いをかけられて、千人隊長に降格させられたらしい。それで前線に出ていたんだろう……帝国に戻れば、間違いなく敗戦の責任を負わされて、処刑されちまうだろうな。孟旗将軍だけじゃねえ、あの中にいる士官は全員そうなる可能性があるってことだ」

「そうですか……まあ、どうするかは、もう少し落ち着いてから考えましょう。今は、あの人たちに休んでもらうことです。戦争は終わったんですから……」

　伏龍はうなずいた。

「ああ、そうだな。幸い、食い物に関してはどっさりある。あの連中をしばらく養うことくらいはできそうだ」




　帝国軍の騎兵部隊を蹴け散ちらしたスンタタたちが、ダガフ率いるシャン族の騎兵と共に侘タ瑠ル徒トに戻ってきたのは、それから半はん刻ときほど過ぎてからだった。

　侘瑠徒の守備兵とシムールの傷病兵たちが手を振り、歓声を上げて出迎える中を、スンタタたちとシャン族の騎兵部隊は、西日に照らされた門をゆっくりとくぐった。

　帝国軍の騎兵部隊と激しく戦ったのだろう。シャン族は千騎ほどに減っており、ダガフをはじめとする多くの兵士が傷ついていた。

　中央広場の正面で出迎えていた晴せい凛りんとミーネ、そして伏ふせ龍たつとミリンの前に馬を寄せたシャン族の千騎長ダガフは、馬を下りるとゆっくりと晴凛に歩み寄り、そして晴凛の前に片かた膝ひざをついた。

「見事な勝利、おめでとうございます、晴凛殿……」

　晴凛とミーネは慌あわてて歩み寄ると、その場にしゃがみ込んでダガフの手を取った。

「いえ、とんでもない！　この勝利は、あなたの獅し子し奮ふん迅じんの戦いと、そしてスンタタさんの助力あってのものです！　さあ立って下さい！」

「そうじゃ！　胸を張れ！　胸を！　お前は……お前たちは我がシャン族の誇りじゃ！　お前と、そしてお前と共に戦った者たちの名は、我がシャン族の間に歌となって未来永えい劫ごうに歌い継がれるのじゃ！」

「ありがとうございます！　戦った者、今、この地に立てなかった者たちも、きっと喜んでいることでしょう！」

　ダガフはそう言うとゆっくりと立ち上がり、熊くまの毛皮をかぶっているスンタタに向き直った。

「タッケイのスンタタ殿よ！　心から礼を言う！　我がシャン族のみならず、ミーネ姫とその婿むこ晴凛殿のおわす、この侘瑠徒の危機をよくぞ救ってくれた！　タッケイ族とシャン族は決して仲がよいとは言えぬが、貴公の行いは真のシムールの武士もののふの姿として、我がシャン族に語り伝えられるだろう……」

　スンタタは何も答えなかった。

　スンタタの脇わきにいたシャールが、黒い覆面のままスンタタに言った。

「兄上！　お返事だけでも！」

　スンタタはぶっきらぼうに答えた。

「私はスンタタではないクマ。洞窟熊ケイプベアの精霊だクマ……」

　シャールは困り果てたようにため息をつくと、頭の後ろで結んでいた紐ひもを解き、黒い熊の覆面を脱いで一回首を振った。

　後ろで縛った長い髪がふわん、と舞った。

　シャールは晴凛を見て、恥はずかしそうに頰ほほを染めて、小さく頭を下げた。

「お久しぶりです……晴凛様……」

「あ……はい」

　長い髪に思わず見とれた晴せい凛りんが間の抜けた返事をするのを見て、横にいたミーネが不ふ機き嫌げん丸出し、という口調でつぶやいた。

「もっと久しくてもいいぞ。帰れ」

　すかさずミリンが、ぺし、と頭を叩たたく。

「うー」

　不満げに黙だまり込むミーネを見て苦笑を浮かべた後で、晴凛は熊くまの毛皮をかぶったままそっぽを向いているスンタタに視線を移しながら尋ねた。

「あの……これはどういうことでしょうか？」

　シャールが恥はずかしそうに答えた。

「えーと、話せば長くなるのですが、エオル王から晴凛様を助けてはならん、シムールの名の下もとでの一切の行動を禁ずる、というお触ふれが来まして……」

「な、何じゃと！　エオル王め！　なんと言うことを！」

　怒いかり狂うミーネを見て、晴凛は慌あわててなだめた。

「あ、いや、仕方ないと思います。エオル王にしてみれば、帝国との全面戦争だけはなんとしてでも避けたいだろうし。下へ手たに応援を出すわけにはいかない、というのは当然でしょう」

「そりゃそうかもしれんが、薄情にもほどがある！　あの馬ば鹿かめ、まったく嫁も貰もらわんであちこちふらふら出歩いているくせに……」

「それは関係ないでしょうが！」

　ミリンが再び、ミーネの頭をぺちん、と叩いた。

　従者が主人の頭を平気で叩く姿を見て、シャールは目を丸くしていたが、気を取り直すと言葉を続けた。

「え、ええ。それで、私が『構わない、私一人ひとりでも行く』と言い張ったところ、兄スンタタが『ならばタッケイの名は使わぬ、それどころか我々はシムールでも人でもない。我々は精霊の戦士だ。精霊の戦士なら、エオル王の言いつけに背そむくことにはならない』と申しまして、こうやって、タッケイ族の精霊獣である洞窟熊ケイプベアの毛皮をかぶって、戦いに参じたわけでございます」

　シャールはそう言って頭を下げたが、スンタタは首を振った。

「いや、違うぞ、シャール。私はスンタタではない、私は熊の精霊だクマ！」

「何でいちいち、言葉の後ろに『クマ』とつけるのじゃ？　ごく普通に話せばよいではないか！」

「いや、それではスンタタがここにいて話しているのと区別がつかないクマ。熊の精霊であるためには、私が熊であることを証明せねばならんのだクマ」

　不器用で無骨なスンタタが一生懸けん命めい取り繕つくろう姿は、真剣であるがゆえに、どこかおかしみがあった。

　晴凛はにっこり笑って、スンタタの前に進み出ると、その場に片かた膝ひざをついた。

「タッケイの族長スンタタ……の姿を借りている、タッケイの守り神たる精霊獣、洞窟熊ケイプベアの化身に、侘タ瑠ル徒トの民を代表し、侘瑠徒の王として心よりお礼申し上げます。

　スンタタ殿……の姿を借りている熊くま殿、そしてその眷けん属ぞくの方々の助力が無ければ、この侘瑠徒は陥かん落らくし、帝国の兵に蹂じゆう躙りんされていたでしょう。あなたは私たちの恩人です！」

　晴せい凛りんの飾らない真しん摯しな姿に、スンタタは何か感じるものがあったのか、一いつ瞬しゆん目を見開いた。だが、その後、困ったような素振りで、ぽりぽりと、頰ほほを搔かきながら答えた。

「え、あー、うむ、精霊である私は別に答える必要はないのだが……私が姿を借りているスンタタなら、こう答えたであろうな。

　──私は何もしてない。私は侘瑠徒の者たちが積み上げてきた計略の最後のひと押しをしたに過ぎん、とな。

　ここに帰ってくるまでの道すがら、ダガフ殿から晴凛殿たちが立ててきた計略を聞いて、心の底から感心したのだ。

　そして、疑問が氷解した。たった二千騎しかいない我々が、あまりに易やす々やすと帝国軍を打ち破れた、その理由だ。

　晴凛殿、そして軍師の伏ふせ龍たつ殿に頭を下げるのは我々のほうだ。あなた方がここまで敵兵を与くみしやすくしてくれたおかげで、わずか二千騎の我々でも万を超える敵に勝利できたのだ！　タッケイの名において、貴公らに礼を言う！」

　スンタタはそう言うと、片かた膝ひざをついている晴凛の前に同じように片膝をついて、右手を胸に置き頭を下げた。

　その姿を見ていたシャールとミーネ、そしてミリンをはじめとするシムールの面々は息が止まるほど驚いた。

　スンタタの取った右手を胸に置く礼法は臣しん下かの礼であり、友ゆう誼ぎの礼法ではない。晴凛の命に従う、という意思表示だった。

「兄上！」

　驚くシャールを見て、スンタタはゆっくりと立ち上がった。

　同じように立ち上がった晴凛を見て小さくうなずくと、シャールと部下たちに向き直った。

「安心しろ、シャール。私は今、タッケイの族長たるスンタタではない。タッケイ族が晴凛殿の配下に加わったわけではないのだ。

　我がタッケイは誇りあるシムール十二支族のひとつ！　たとえ、いかに晴凛殿が聡そう明めいなる王であろうとも、軽々しくその臣下に加わるわけにはいかぬ！

　だが……精霊獣は違う。精霊獣と精霊の軍団は、喜んで晴凛殿の臣下に加わらせてもらう！

　よいな！　者ども！」

　その場にいた、二千人が一斉に右手を突き上げて叫さけんだ。

「クマー！　クマー！　クマー！」

　晴せい凛りんはにっこり笑ってスンタタに言った。

「ありがとうございます！　心強い味方ができました！」

「うむ。だが、精霊でいられるのは、そう長い間ではない。今、私が身体からだを借りているスンタタは、タッケイの族長としてやらねばならんことも多いからな……だが、私以外の配下の精霊と、えーと、なんだ……妹のシャールは、当分ここにいることになるだろう。帝国との戦いは、まだ終わったわけではないからな」

　スンタタの言葉を聞いたシャールは、目を丸くした。

「よろしいのですか、兄上！　私が晴凛様と一いつ緒しよにいることをお許しいただけるのですね！」

「あ、ああ、うむ、お前の弓の腕を晴凛殿のために役立てるがいい……」

　あの誇り高いスンタタが晴凛を認めてくれたのが嬉うれしかったのだろう。シャールの顔は大輪の花を咲かせたかのように華はなやいだ。

「ありがとうございます！　ええ、がんばります！　がんばってみせますとも！　夫の危機を助けるは、これ、妻の務め！　当然のことでございます！」

「誰が妻じゃ！」

　額ひたいに青筋を立てて怒るミーネを見て、シャールは年上の余裕を見せてにっこり笑った。

「ミーネ姫が妻になるか、私が妻になるか、晴凛様が決めるのは三年後です。つまり、それまでは、私にも妻になれる機会があるということですわ。

　それは、まあ、今のところはミーネ姫が、今までのシガラミという点で一歩抜きん出ていますけどね？」

「わしと晴凛の間柄を、腐れ縁だと申すか！」

「あら、腐れ縁だなんて、誰もそうとは申しておりません。ご自分で口にされるなんて……」

「うー！」

　言い込められたミーネは、唇くちびるを尖とがらせてシャールをにらみつけた。

　晴凛は慌あわてて二人ふたりの間に入ると、スンタタとそして熊くま軍団に向かって、はっきりとした口調で告げた。

「諸君らは、このときから我が侘タ瑠ル徒トの一員となった！　私は侘瑠徒の王として、諸君らを心より歓迎する！　そして、侘瑠徒の王として、諸君らに最初の命令を告げる！

　今、この侘瑠徒には、一万人の帝国兵がいる！

　降伏し、武器を捨ててこの侘瑠徒に逃げ込んできた者たちだ！

　諸君らにとって、帝国兵は仇きゆう敵てきであり倒すべき者かもしれない！　降伏しようがどうしようが、殺すことが当たり前のことかもしれない。だが、殺すことは許さない！

　降伏した者は殺さない。それが侘瑠徒の掟おきてである！　これに不満があるのなら、精霊の国に帰ってもらう！

　それを肝きもに銘めいじて欲しい！　以上だ！」

　熊くまの覆面姿のタッケイ族の戦士たちは、戸惑ったようにお互いの顔を見合わせたが、これといって不満の声を上げるものはなかった。

　──とりあえず、これで捕ほ虜りよの安全は確保した……侘タ瑠ル徒トの街中で虐ぎやく殺さつを始められたらたまらないものな。

　晴せい凛りんは胸の中でそうつぶやくと、にっこり笑ってうなずいた。

「では、戦いくさ装しよう束ぞくを解き、ひと休みしましょう！　今日きようはもう戦いはありません！」

　侘瑠徒の街に、熊軍団が一斉に覆面を解いて、肩の力を抜く「ああー」とも「ふう」ともつかぬ安あん堵どの声が、どよめきのように響いた。







　　　第九章「侘瑠徒・最終決戦」







　戦いの終わったタリム盆地に、夕ゆう闇やみが迫せまっていた。

　侘瑠徒の南側の城壁に立って、帝国軍の本陣を眺ながめていた晴凛が、ぽつりと言った。

「僕たちは勝ったんでしょうか？」

　隣に並んで、夕日の中で赤紫色に染まっていく帝国軍の本陣を眺めていた伏ふせ龍たつが、ゆっくりと答えた。

「ん？　ああ、まあな、勝ったって言ってもいいんじゃねえかな……見ろよ、あのかがり火の数……」

　伏龍の指し示す先には、敵の本陣の中で焚たかれているかがり火の灯あかりが、ぽつぽつと浮かび上がっていた。

「三日前。お前と、ここでこうやって見たときのかがり火を覚えているか？」

「ええ、何百という数のかがり火で、帝国軍の本陣は、まるで真昼のようでしたね……」

「そうだ。それが見ろよ、まるで通夜の席みたいじゃねえか」

　伏ふせ龍たつの言う通りだった。

　帝国軍の本陣を照らすかがり火は、数えることができるほどの数しかない。

「さっき、光こう凛りんさんから、捕ほ虜りよの数と収容した負傷者の数、そして戦場で確認した死者の数の報告があった……健康な捕虜は約七千二百名、負傷者が約五千二百名、戦場に遺棄された死者は約三千五百名……つまり、今日きよう一日の戦いで、帝国軍は最低でも一万六千名の損害を出したということだ。

　この数字は、侘タ瑠ル徒トの周囲の戦闘で生じた損害だ。これに帝国軍騎兵部隊の損害を加えれば、おそらく損害は二万人を超えていると思う」

「二万人の損害ですか！」

　驚く晴せい凛りんを見て、伏龍はにやっと笑った。

「俺が最初に考えた目もく論ろ見みは、食糧不足に陥おちいった敵が攻めあぐねて兵を引く、というものだった。戦争に勝つ必要はない、負けなきゃいい。そう考えていたんだ。

　ところが、蓋ふたを開けてみれば、敵は兵を引くどころか攻め込んできやがった……俺の目論見は大はずれだ。

　こりゃあ負けないってのは無理かもしれねえ、と半分覚悟していたんだが……最後にサイコロが止まった目は、こっちの大勝利だった、というわけさ。

　沢さわ樹ぎの馬ば鹿かが自信満々でなかったら……もっと用心深かったら。そして、スンタタの応援がもっと早かったり遅かったりしたら……戦いの結果がどうなってたか、わかりゃしねえ。

　戦いなんてのは本当にサイコロの目だな。どこでどんな目が出るか。その目によって結果は大きく違う……」

　伏龍は笑いながら晴凛の背中を、どん！　と殴なぐった。

「勝ったんだよ！　晴凛！　俺たちは勝ったんだ！」

「は、はい……」

　戸惑ったような微笑を浮かべる晴凛の顔を覗のぞき込んだ伏龍の目は輝いていた。

「まだ実感は湧わかねえかもしれねえ。でも、今晩じっくり考えるんだ。この勝利の意味を！

　三万のシムールを退け、そして三万の帝国軍を壊滅させたこの侘瑠徒という国が、シムールと帝国の両方からどんな目で見られるのか想像してみろ！」

「ええ、そりゃあ何と言うか、こう、一いち目もく置かれるかもしれませんね……」

「そうだ！　一目置かれる！　つまりは、もう俺たちは有う象ぞう無む象ぞうじゃねえってことだ！」

　伏龍はそこで言葉を切ると顔を上げて、南の城門に掲げられている大きな旗を見上げた。「あの旗が、ただのハッタリじゃなくなる日がくるかもしれねえぜ……」

　そこには、地平に沈む夕日を受けて、オレンジ色に染まった『尊そん王のう討とう奸かん』の文字が描かれた大きな旗が、ロクト高地から吹き降ろしてくる風に吹かれて、ばたばた、とはためいていた。

「ん？」

「おや」

　旗を揺ゆらす風に乗って、なんとも言えないいい匂においが、伏ふせ龍たつと晴せい凛りんの鼻をくすぐった。

「こいつは……ミーネ姫の焼肉か？」

「そういえば、スンタタさんたちに、振る舞うんだ！　って張り切ってましたからね」

「いや、焼肉だけじゃねえな……何だか魚っぽい匂いが混じってるぜ」

　鼻をひくひくさせながら怪け訝げんな顔をする伏龍を見て、晴凛は笑いながらうなずいた。

「ああ、それはシャールさんのラグマンのスープです」

「ラグマン？　ラグマンって、普通、羊の肉を煮てスープを作るだろう？　何で、こんな匂いなんだ？」

「シャールさんの作るラグマンのスープには、塩漬けにした魚の汁が入っているんですよ。南のほうでは漁醬ガームって呼んで、調味料にしているみたいですけどね」

　伏龍は目を見開いた。

「海を知らないシムールが、どうして漁醬なんか知っているんだ？」

「さあ、その辺は僕もよく知らないんですけどね……」

　晴凛がそう答えたとき、二人ふたりの腹のあたりから、同時に腹の虫が鳴く、ぐぅううう、という音が聞こえた。

「とりあえず……メシでも食いにいくとするか」

「そうですね……」

　伏龍と晴凛は顔を見合わせて笑い合うと、広場へと続く階段を下りていった。

　広場の中にはかがり火がいくつも焚たかれ、かまどに据すえ付けられた大きな鍋なべでは汁や飯が炊たかれていた。

　侘タ瑠ル徒トの守備兵たちとシャン族の騎馬兵、そしてタッケイ族の戦士たちが、広場全体を埋め尽つくし、あちこちで輪になって食事を摂とっている。

　それは、まさに五千人の大祝勝会だった。

　姿を見せた晴凛に真っ先に気がついたのは、やっぱりミーネだった。

「せいりーん！　こっちじゃ！　ここに肉があるぞ！　早く食べにこい！　無くなってしまうぞ！」

　ぴょんぴょん飛び跳はねて手を振るミーネを見て、伏龍は感心したようにつぶやいた。

「よくもまあ、これだけの人の中から、お前を見つけるよな。やっぱり野生のカンってやつかねえ」

「ええ、まあカンも鋭いし、目もいいし、頭の回転も速いですからね、ミーネ姫は……」

　伏龍はにやっと笑うと、嬉うれしそうに微笑ほほえむ晴凛の脇わき腹ばらをつついた。

「で？　どうすんだ？」

「どうするって？」

「何をとぼけてやがる。シャールだよ、スンタタの妹君だ！　あの子もお前の嫁さん候補なんだって？」

「あ、はい、そういうことになってますけど……」

　どこかにやけたような表情でうなずいた晴せい凛りんを、伏ふせ龍たつは少しあきれたように見て言った。

「にやけている場合じゃねえぞ。ミーネ姫が黙だまってるわけねえじゃねえか！」

「え？　あ、まあ少しはヤキモチ焼くかもしれませんけど、話せばわかってくれるんじゃないかと……」

　その答えを聞いた伏龍は「駄だ目めだ、こいつ」という表情で晴凛を見ると、はあ、と大きくため息をついた。

「お前……ホントに、女って生き物のことについては無知だよなあ……」

「え？　そりゃあ、まあ、女の子と付き合ったことなんかありませんけど……」

　晴凛がそう答えたとき、目の前にミーネが現れた。

「晴凛！　どこに行っておったのだ！　お前のために肉をどっさり焼いて待っておったのだぞ！　さあ！　早く来い！」

　ミーネはそう言うが早いか、晴凛の右腕を摑つかんで引っ張り始めた。

「あ、はい」

　そう言って晴凛が歩き始めたとき、左手からシャールの声がした。

「晴凛様！　こちらにラグマンの用意ができております！　肉ばかり食べて、お飽きになっておられたのではありませんか？　塩魚の滋じ味み、ご存分に堪たん能のうくださいませ！」

　シャールはそう言うと、晴凛の左手を取った。

　ミーネほどあからさまではないが、それでもその手からは『絶対に放しません』という意思が伝わってくる。

「あ、こら！　手を放さんか！　晴凛が焼肉を食えんではないか！」

「そちらこそ、手をお放しください！　その手を放さねば、晴凛様がラグマンを召し上がれません！」

　にらみ合うミーネとシャールの間に挟はさまれた晴凛のおろおろする様子を、周りにいた者たちが生暖かい目で見つめている。その中には、城壁でのミーネと晴凛のやりとりを見ていた帝国軍の者もいる。シムールの族長会議での料理対決の顚てん末まつを伝え聞いているタッケイ族やシャン族の者もいる。

　そのときようやく、晴凛はさっき伏龍が浮かべた表情とため息の意味を知った。

　だが、この状況になってから気づいても、手遅れである。

　──うわ、こんなことでも張り合うのか！　こいつは困ったぞ、ミーネ姫を優先すれば、シャールさんが嫌いやな気分になる。

　シャールさんが嫌な気分になれば、スンタタさんやタッケイ族の人たちだって面白くはないだろう。

　かといって、シャールさんを優先したりしたら、ミーネ姫が嫌いやな気分になる。シャン族の人たちにこれだけ世話になっておきながら、恩知らずだ！　と思われるに違いない。

　──どうしよう。とりあえず、この場を何とか納めないと……。

「あ、いや、えーとですね……」

　晴せい凛りんはそう言いながらあたりを見回した。

　少し離れた広場の中央にある水飲み場の前に、スンタタやダガフ、そして燎りよう原げん上じよう佐さたちが並んでいる席があった。

　席次も何も無い宴会だが、やはり軍人の大将格同士は、自然に集まってしまうものらしい。

　雲の上のような存在の人が集まると、さすがに近寄りがたいのだろう。その周囲には、開いている席がいくつかあった。

　その席を見たとき、晴凛はひらめいた。

　──そうだ！　僕のほうから、ミーネ姫の焼肉のところに行くか、シャールさんのラグマンのところに行くか、と考えるから角かどが立つんだ！

　僕が選ぶような形になってしまうから、おかしくなるんだ！

　晴凛はにっこり笑うと、視線の先にあるスンタタとダガフの横にある席を見て言った。

「ごめんね、二人ふたりとも。僕はスンタタさんとダガフさんたちに話があるんだ。悪いけど、そっちには行けない」

　そして、ミーネとシャールを見て言葉を続けた。

「もし、よければ、ミーネ姫の焼いた肉の一番美お味いしそうなところを持ってきてくれないか？　シャールさんも、美味しいラグマンを作って持ってきてくれると嬉うれしい」

　ミーネはぱっと手を放すと、ぶんぶん、と音がするほどの勢いでうなずいた。

「わかった！　こんがり焼けた、いっちばん美う味まいところを持ってきてやる！」

　それを見ていたシャールも慌あわてて手を放し、うなずいた。

「かしこまりました！　さっそくゆでたて、できたてを作ってお持ちします！」

　二人は相手の顔を見た。

「今度こそ負けんぞ！　妙みような細工は無し！　岩塩と香辛料だけで肉の旨うまみを引き出してみせる！」

「私だって、あの後、一生懸けん命めい勉強して料理の腕を上げましたわ！　漁醬ガームの分量も割合も、試行錯さく誤ごして、最高の味加減を見つけ出しました！　今度はマグレとは言わせません！」

　ばちっ！　と音がするくらいの視線をぶつけた後で、二人はくるり、と背を向けて早足で去っていった。

　黙だまって晴凛の采さい配はいを見ていた伏ふせ龍たつが、ほっとしたようにつぶやいた。

「結構上う手まく切り抜けたな……どうなるかと思ってはらはらしたぜ……でも、大変だぞ、この先」

「わかってます。でも、僕はミーネ姫を選びましたから……シャールさんもわかってくれると思うんですけど……」

「いやあ、ありゃあわかってねえな。どう見ても一発逆転を狙ねらっている、としか思えない。

　何というか、こう……アイリーンと似た雰ふん囲い気きがある。色々苦労しそうだな……お前を巡めぐる、もうひとつの侘タ瑠ル徒ト攻防戦は」

　伏ふせ龍たつはそう言って肩をすくめた。




　食事の後、晴せい凛りんはスンタタやダガフと共に、捕ほ虜りよが収容されている北街区に向かった。

　七千名を超える捕虜を収容できる施設などはないため、人の住んでいない北の一角を簡単な柵さくで封鎖し、その中にある住宅を、捕虜が寝食する場所として開放したのである。

　倉庫から運び出された小麦粉や玄米が荷車で運び込まれると、帝国兵たちは一斉に家々のかまどに火を入れて、食事の用意を始めた。

　煙突から煮に炊たきする煙が立ち昇り、捕虜たちは三日ぶりにまともなものが食える喜びに顔を輝かせた。

　捕虜たちの食事が終わり、あたりに夕ゆう闇やみが訪れる中で、龍りゆう飛ひの護衛の下もと、スンタタやダガフたちと一いつ緒しよに北市街に足を踏ふみ入れた晴凛は、そこの雰囲気に驚いた。

　家々の軒のき先さきや、部屋の中でくつろぐ兵士たちの表情は一いち様ように穏やかで、中には嬉うれしそうに笑いながら頭を下げる者もいる。

　そこはまるで、戦争が始まる前の賑にぎやかだった頃の侘瑠徒の街のように見えた。

「なぜ、彼らはあんなにも穏やかな顔をしているのだ？　我々は敵だぞ。もっと敵てき愾がい心しんをむき出しにしてにらみ返してくるのが当たり前ではないのか？」

　スンタタが怪け訝げんな顔で聞くと、ミリンの通訳を介して伏龍が答えた。

「飯が食えたからですよ。帝国軍は食糧不足だったのです。戦争が終わって、もう戦わなくてよくなって、鎧よろいを脱いで腹いっぱい飯を食えば、誰でも穏やかな表情になると思いませんか？」

　スンタタはしばらく考えていたが、やがて、納得がいったようにうなずいた。

「つまり、帝国軍で兵士として戦っていた頃のほうが、今の境遇よりも辛かった、ということか……」

「そういうことだと思います」

「敵のほうが待遇がいいというのも皮肉だな」

　スンタタはそう言うと肩をすくめた。

　一いつ行こうは北街区の中にある一番大きな建物の前にやってきた。

　そこは、侘瑠徒から人々が疎そ開かいする前は塩問屋をやっていた建物であり、後ろのほうにある塩倉にはシムールの赤塩が積んである。

　店の前には、鎧よろいを着た侘タ瑠ル徒ト側の守備兵が二名、棒を持って立っていた。

　守備兵は晴せい凛りんたちを見ると敬礼した。

「現在までのところ、異常はありません！　捕ほ虜りよたちはいたって平静で、剣けん吞のんな空気は今のところありません！」

「了解です！」

　晴凛は答礼を返した後で、守備兵に聞いた。

「孟もう旗き将軍は、こちらに？」

「はい、他の参さん謀ぼうの方々と、この建物におります！　士官を兵と接触させてはならぬ、とのご命令でしたので、こちらに隔離させていただきました！」

「まあ、大丈夫だと思うんだが、万が一にも兵士を扇せん動どうして、暴動でも起こされちゃたまらんからな。一応、士官と兵は分けてあるんだ」

　伏ふせ龍たつは弁解するように言うと、店の入り口を開けた。

　店の中は、広い土間と、そして板張りの広間になっていた。

　広間の上には簡単な敷物が敷かれており、その上に鎧を脱いだ戦衣姿の男たちが丸くなって座り、何やら話し合いをしていた。

　入り口からぞろぞろと武装した龍りゆう飛ひや、シムールの指揮官が入ってきたのを見て、男たちはぎょっとしたように凍り付いた。

　慌あわてて燎りよう原げん上じよう佐さが進み出る。

「あ、驚かせて申し訳ない。侘瑠徒の王である泉せん野や晴凛殿と軍師の皇こう伏龍殿、そしてシムール十二支族のひとつタッケイ族の族長スンタタ殿、シャン族の千騎長ダガフ殿をお連れしたのだ。

　孟旗将軍にご挨あい拶さつしたい、というのでね」

　安あん堵どの表情を浮かべた男たちの中から、見事な白髭ひげを伸ばした一人ひとりの老人が進み出た。

「私が孟旗です……今となっては将軍と名乗るのもおこがましいがな……」

　晴凛は一歩進み出ると、頭を下げた。

「この侘瑠徒の王、ということになっています、泉野晴凛と申します」

　孟旗将軍以下の参謀たちは目を見開いた。

「なんと……若い……いや、話には聞いていたが、こうやってお目にかかると本当に驚いた。まさか、君のような若ぞ……いや、若者が、シムールと手を組んで帝国に反旗を翻ひるがえすとは」

　晴凛はにっこり笑った。

「若僧で結構ですよ。僕は本当に、本物の若僧なんですから」

「あ、いや、申し訳ない……」

「いえいえ、まったく気にしていません。それよりも、どうですか？　こちらの計略とはいえ、食糧不足に苦しんでおられたと思いますが、兵士の方々に充分に食糧は回っていますか？　不足なら、いつでも言ってください」

　孟もう旗き将軍は首を振った。

「いえいえ、充分です！　部下どもは喜んでおります！　何せ、帝国の陣にいた頃は、まともな食事を食わせてやれませんでしたから……」

　脇わきにいた参さん謀ぼうが顔を輝かせてうなずいた。

「ええ、小麦！　米！　粟あわ！　それだけではなく、塩をどっさり、羊肉まで！　まったく、どこの飯店か！　というような食事ができて、みんな喜んでおります！」

「そうですか、それはよかった。とりあえず、食糧の備蓄はありますので、ご心配いりません。ゆっくり身体からだを休めていただいてから帝国にお帰りになって下さい」

　晴せい凛りんの言葉を聞いた孟旗将軍は目を見開いた。

「今……何と？」

「ええ、皆さんは帝国の軍人ですから、皇こう帝てい陛へい下かの命令に背そむくわけにはいかないでしょう。戻れば再び帝国軍の軍人として戦わざるを得ないと思います。それは仕方ありません。

　しかし、侘タ瑠ル徒トを出たところでいきなり攻め込まれても困ります。ですから、本隊に復帰するまでは、侘瑠徒に対して敵対しないということを誓せい約やくいただければ、ここから出ていかれるのは自由です」

　晴凛の言葉を聞いた参謀たちは、ひそひそ声で会話を交わした。

「そんな話は聞いたことがない」

「何か裏があるのではないか？」

「侘瑠徒を出たところで、後ろから矢で殺されるに違いない……」

　孟旗将軍はしばらく黙だまったまま晴凛をじっと見つめていたが、やがて、ぽつり、と言った。

「ひとつ、お聞きしてもよろしいですかな？　晴凛殿」

「はい、どのようなことでしょう？」

「あの黒い覆面姿の『クマー』と叫さけぶ異形の騎馬兵が突っ込んできて、我が軍は崩壊した。あの後のことじゃ。逃げ惑う我が兵を片っ端から刺し殺し始めたときに、侘瑠徒に押し寄せた我が兵を見て、侘瑠徒の門を開けろと命じられたのは、晴凛殿、あなただ、とお聞きしたが……それは事実ですか？」

　晴凛はうなずいた。

「はい、それは僕です。僕はあのとき北の城壁の上にいて、一部始終を見ておりました」

「なぜ、そのような命令を下したのですか？　篭ろう城じよう戦にあって城門は要かなめ。絶対に開けてはならんものです。門を開けば、城はあっという間に落ちるでしょう。なのに、なぜあのとき、門を開けろと命じられたのか？

　確かに、あのとき我が軍の戦線は崩壊し、戦意を失った兵どもは右往左往するだけの群集と化しておりました。しかし、すべてがすべてそうだったわけではない。

　中には、武器を持ち、まだ戦おうという意思を持った兵士もいたはずだ。そういう兵士を城の中に入れることになるとは思わなかったのかね？」

「思いました……それは当然考えました。でも、こうも考えたんです。あそこで門を開いて迎え入れた兵士は、きっと僕たちに感謝するだろうと。

　危機を救ってくれた相手に、弓を向けることはできません。特に、その感謝の記憶が残っているうちは……だから、とにかく助けることが先決だと思ったのです。

　そして、命が助かった、と喜んでいるうちに武装解除して、とりあえずご飯を食べさせて、ひと休みさせてしまえば、ほっとして、もう戦争しよう、なんて気分にはなれないと思ったんです。戦わなければ、僕たちは敵同士ではありません。同じ帝国人なんですから」

　そう言って頭を搔かいた晴せい凛りんを見て、孟もう旗き将軍は大きくため息をついた。

「いや、あきれた……まるで、素人しろうとじゃ。だが、素人であるがゆえに、人間の真実を知っておる。人の本音を見抜いておる……勝てんわけじゃ」

　そして、孟旗将軍は黙もく然ぜんとして目をつむった。しばらくのときそうしていたが、やがてぱちり、と目を開くと晴凛の顔を見て、きっぱりと言った。

「わしは敗軍の将じゃ。どうされても文句は言えん。だが、もし許されるのなら、晴凛殿の部下として、一度わしを使っていただけんか？」

「孟旗将軍！」

「何を言い出すのですか！」

　驚く参さん謀ぼうを見回して孟旗将軍は言った。

「別に短たん慮りよで言い出したわけではない！　お前らも知っているだろう！　今の帝国軍の惨さん状じようを！　あの沢さわ樹ぎ延えん銘めいのような男が出世し、総指揮官となって配属され、戦いの指揮を執とったこの戦いの末路を！

　これはすべて、苑その山やま燕えん鵬ほうの専せん横おうの行き着くところだ！

　このまま帝国を苑山の手にゆだねておいたのでは、帝国は滅びる！

　この泉せん野や晴凛殿が侘タ瑠ル徒トに掲げた旗印の意味をお前らも知っているだろう？

『尊そん王のう討とう奸かん』この四文字が意味するところは何だ？　晴凛殿は皇こう帝てい陛へい下かを無きものにして、自分が皇帝になるために兵を挙げたのではない！

　皇帝を尊とうとび、君くん側そくの奸かん臣しんを討つ！　この四文字に噓うそが無いことがわかった今、その大儀にこの老身を捧げても悔くいはない！」

　周りにいた参謀たちは黙だまり込んだ。

　一呼吸ほどの時間の後で、一人ひとりの参謀が顔を上げた。

「私もお供します！」

　すぐ、もう一人の参謀が続いた。

「私も孟旗将軍と共に戦います！」

「私もです！　今の帝国軍に未練などありません！」

「私は皇こう帝てい陛へい下かに弓を引く気は毛頭ありません。しかし、相手が苑その山やまなら、喜んで弓を引きます！」

　孟もう旗き将軍は参さん謀ぼうたちを見ていたが、やがて小さく頭を下げた。

「すまん、ありがとう。わしのわがままに、付き合ってくれるか……」

「私たちは孟旗将軍の部下であります！　将軍が行けというなら、どこにでも参ります！」

　その光景を見ていた伏ふせ龍たつが、晴せい凛りんに耳打ちした。

「将を射いんとすれば、まず馬を射よってことわざがあるけど、あれは噓うそだな……」

「え？」

「正確にはこうだ。軍を手中に収めたければ、まず将を落とせ……明日あしたから、侘タ瑠ル徒トの戦力が七千人増えるぜ」







　孟旗将軍との面会を終えた晴凛は、その後、総そう督とく府の会議室で、捕ほ虜りよの監視方法や負傷者の救護体制や戦死者の埋葬、といった、いわゆる戦後処理についての会議を行った。

　戦争というものは、いわば巨大なイベントである。その中で、実際に相手と戦う『戦闘』というものは、実はほんの少しの部分でしかない。

　戦闘の前にある戦争の準備と後にある戦後処理こそが、戦争というイベントの正体である。

　会議を終えた晴凛が総督府公邸の自分の寝室に戻ってきたのは、夜も遅くなってからだった。

　履はき物ものを脱いで寝巻着に着替え、寝室に向かった晴凛の耳に、何やらシムール語で言い争う女の子の声が聞こえてきたのはそのときだった。

　──まさか。

　晴凛は嫌いやな予感がした。

　寝室の戸の前に立って、中で言い争っている声を聞いたとき、晴凛はその予感が当たったことを知った。

　そう。ここは晴凛の寝室なのに『なぜか』ミーネとシャールが、いる……！

「なぜ、あなたがここにいるのですか！　ここは晴凛殿の臥所ふしどではありませんか！」

「それはこっちのセリフじゃ！　なぜ、お前がここに来るのじゃ！　お前の寝床は別棟にあるはずじゃ！　あの、メンミとかいう小間使いの娘と一いつ緒しよに寝ればよいであろうが！」

　早くもすごい剣幕なのが、声だけでもわかる。晴凛はそのまま回れ右をしたくなった。とはいえ、自分が寝るのは、この部屋なのだ……。

「それを言うならあなただって、あの、ミリンとかいう口の悪い護人もりとの方と一緒に寝ればいいじゃない！　あなたの寝室だって別棟のはずよ！」

「わしは護衛のために、ここにいるのじゃ！　晴凛は侘瑠徒の王！　いつ何時、刺客に襲われるかわからん！　だから、わしが一緒に寝て刺客から護まもるのじゃ！」

「あなたなんかに、護衛が務まるわけないじゃない！　あなたが護衛だと言うのなら、私だって護衛よ！　あなたなんかより、弓の腕だってはるかに上なんですから！」

「ほう、そう言うわりには弓を持っておらんではないか！　弓の代わりに枕を抱えて、その邪じや魔まっ気な出っ張りのついた胸でふんぞり返るな！」

「あなただって手ぶらじゃないの！　というかその格かつ好こうで足広げてふんぞり返らないで！　いろいろ見えるでしょうが！」

　すると、ミーネがおそらくは枕の下に隠していた自分の弩ど弓きゆうを取り出して見せたのだろう。自信満々の声で、嫌いや味みっぽく言う。

「ざーんねんでした！　わしはこれ、この通り、ちゃんと弩弓を持っておるのじゃ！　この弩弓で、実際に忍び込んできた刺客を倒したのじゃぞ！　わしには実績があるのじゃ！　さあ、帰れ帰れ！　晴せい凛りんはお前なんかに用はない！」

「そうはいきません！　夫と臥所ふしどを共にするのは妻の務めですわ！」

「お前は妻ではなかろうが！」

「あら、それを言うなら、あなただって妻ではないはず。違いますか？」

「うるさいうるさいうるさい！　晴凛はわしを選んだのじゃ！　だからわしと一いつ緒しよにいる！　それが何よりの証拠じゃ！」

「一緒にいるだけが妻の仕事ではありませんわ。夫の子を産み、育て、家庭を築くのも、立派な妻の仕事！　あなたのような子供がやっている、おままごととは違うのです！」

「おままごとなんかではない！　な、なぜなら……わしは、もう、ずーっとこうやって、晴凛と一緒に寝ているのじゃ！　邪魔するな！」

　その衝しよう撃げき的な言葉に、シャールが息を吞のむのがわかった。

「い、一緒に寝ている……ですって？」

「おう、そうじゃ！　一番最初は、あれじゃ！　エオル王のところで、お前と料理勝負をしたときじゃ！　あのとき、わしは晴凛の寝床で、晴凛と寝たのじゃ！　あれ以来、わしはずーっと、毎晩毎夜、晴凛と一緒に寝ているのじゃ！

　──噓うそだッ！

　晴凛は思わず叫さけびたくなった。

　確かに、あのとき、ミーネは寝床に忍び込んできた。だが、勝手に忍び込んで、勝手に寝ていただけだ。

　その後も、二回しか寝ていない。そのうちの一回は、ミリンさんも一緒だった。

　しかし、ミーネの噓を聞いたシャールは明らかに動どう揺ようしたようだった。

「な、なんということを！　ああ、あのとき、恥はじらいが先に立って、行動を起こさなかった私が馬ば鹿かだったのね……あのとき、勇気をもって私が包建パイクーに忍び込んで、この身体からだを晴凛様に差し出していれば、私が選ばれたかもしれないのに！　馬鹿馬鹿、私の馬鹿！」

　──ないない、それはない。

　晴せい凛りんは思わず首を振った。

　シャールの言葉は続いていた。

「でも、それを聞いて、私はなおさら晴凛様が好きになりました！　やってしまったことには責任を取る……なんという責任感あふれるお方なのでしょう！」

　──だから、やってない。何もしてないって！

　思わず胸の中でツッコミを入れたとき。

　後ろで声がした。

「何をヤってイルノですカ？」

「うわ！」

　振り向くとそこには、夜着に着替えたミリンが立っていた。

　いや、ミリンだけではなかった。もう一人ひとり、十四～五歳の少女がミリンの後ろに立って、天敵を見るような目で晴凛をにらみつけている。

「部屋の前で聞き耳を立てているとか、どんだけイヤらしい男なんでしょう。鳥肌が立ちそうですわ」

　いきなり最悪の印象である。

「入るなら入る、出るなら出るではっきりしてくださいな。正直言って、邪じや魔まですわ」

　と言いながら、少女──メンミはずかずかと歩み寄り、晴凛を押しのけて扉に手をかけると、

「お姉さまぁぁぁぁ！　わたくしメンミが、お布団を暖めに参りましたぁぁぁぁ！」

　そう叫さけんで、飛び込んでいった。

「うわ!?　あ、こらメンミ、いきなり飛び込んでくるな！　私は今大事な話を……っておい」

「お姉さまお姉さまお姉さまぁぁぁぁ！　……ってあら？　お姉さまのお胸がしぼんでしまわれました？」

「な、何じゃいきなり！　見境なしにしがみつくな！　お前は今にも垂れそうなシャールの胸と、夢と希望に満ちた若草のようなわしの胸との区別がつかんのか!?」

　まっしぐらに飛び込んだメンミは、どうやら勘違いをしてミーネに飛びついていたらしい。こほん、と咳せき払いをした彼女は、姿勢を正してから、こう言った。

「あ、あら？　これは失礼しましたわ。では、改めて。お姉さまぁぁぁぁ！」

　飛びつこうとするメンミを押しとどめて、シャールは尋ねた。

「いや、もうそれはいいから……メンミ、どうしてここに？　ここは晴凛様の臥所ふしどだというのに」

「お姉さまの身の回りのお世話をするのは、この私ですわ！　たとえ侘タ瑠ル徒トの街であろうとも、それは変わりません！

　おはようからおやすみまで、お姉さまの生活を見守らせていただきます！」

　そう言ってメンミは胸を張ったが、シャールは首を振った。

「いや、それを言うなら不ふ肖しよう私が、妻として晴せい凛りん様のあんなお世話とかこんなお世話とかをしなければならない。それにお前を付き合わせるわけにはいかない」

「ちょっと待てい、誰が妻じゃ！　妻はこのわしに決まっとろうが！」

「そうですお姉さま！　へたれ向日葵ひまわりの世話はシャン族の山やま猫ねこ姫に任せて、私と一いつ緒しよに！」

　そこにあきれ顔で部屋に入ってきたミリンが、

「晴凛殿のことをへたれ向日葵呼ばわりですか。確かに言えていると思いますが、山猫に任せるわけには参りません。おねしょでもされればシャン族の恥はじです」

　などと口を出した。

「おねしょ!?　ミーネ姫……子供子供と思ってはいましたが、あなたは、まさか、まだ……」

「待てっ！　『なんて気の毒な人なんだろう』って目でわしのことを見るなッ！　わしはおねしょなんかしとらん！」

「そういうわけですから、このミリン、山猫が粗そ相そうをしでかしたときのために、やってきたのでございます」

「ミリンも、もっともらしい言い方で、とんでもないことを言うな！　どうしてわしがおねしょをすることが前提なんじゃあ！」

　わいのわいのわいの。

　晴凛が寝るはずの寝台は、ミーネ、シャールの二人ふたりの姫と、その付き人であるミリンとメンミの四人が座り込んで、大騒さわぎになっている。

　肝心の晴凛は、おそるおそる部屋に顔を覗のぞかせて、

「え……ええと、入っていいのかな……？」

　それにいち早く気がついたのは、今回もミーネだった。

「おお、晴凛、さっさと来んか。早く寝るぞ！　『二人で』！」

　手招きをするミーネを見て、シャールも正座をして、

「晴凛様！　お疲れになったでしょう。さあ、今日きようはもう休みましょう、『二人で』！」

　と言って、ぽんぽんと太ももを叩たたいた。

　そしてミーネとシャールは顔を見合わせて、

「さあっ！」

「さあっ！」

　さらに熱を込めて、晴凛を招く。

　──……行きづらいなあ……。

　二人は寝台の右と左に陣取っているから、寝ようとすれば、どちらかに近づくしかない。

　だが、どちらかに近づけば、もう一方が激しく機き嫌げんを損そこねるのは確実だ。ミーネが頑固なのはよく知っているが、シャールも聞き分けがいいようでそんなことはまったくないと、ようやく晴せい凛りんも理解した。どちらかを選べば、ただではすまないのだ。

　そして、それぞれの姫の従者──ミリンとメンミも、じいーっと晴凛の様子を窺うかがっている。

　──さて、もう少ししゃきっとしないと、これからもずっとこの二人ふたりの尻しりに敷かれることになりますよ、晴凛殿。

　──へたれ向日葵ひまわりめ、お姉さまを選ばなかったらタダじゃすみませんわ。でもお姉さまを選んでもタダじゃすませませんわよ。

　視線の中に殺気のようなものを感じて、晴凛は身震いをした。

　どうやら、決めても決めなくても、ろくなことにはならないようだ。

「え、ええと……それじゃあ……」

　おそるおそる、口を開く晴凛。彼の決断は……。







「うー……やっぱり狭せまいじゃろ、晴凛。もうちょい、こちらに来たほうが楽ではないか？」

「あははは……」

「確かに寝台に三人は狭いかもしれませんね、晴凛様。よろしければもっとこちらにどうぞ」

「いや、あの、ははは……」

　右の耳には、若草のようなミーネの吐と息いきが。

　左の耳には、花畑のようなシャールの吐息が。

　寝台の真ん中にいる晴凛の左右の耳に、ミーネとシャールの息がかかってくる。

　生暖かくもほどよく湿った空気が耳にかかると、背筋がぴくっとなるような、くすぐったさを感じたが、晴凛にはその感想を頭の中でひねり出しているような余裕はなかった。

　晴凛は真っすぐ直立不動の形で仰あお向むけに寝ているのに、ミーネとシャールは『なぜか』身体からだを晴凛のほうに向けて寝ているのだ。

「シャールがもうちょい、胸の無む駄だな出っ張りを引っ込めればよいのじゃ」

「あら。確かに弓を引くときには邪じや魔まかもしれませんが、子供を育てるのには必要ですもの」

　と、シャールがミーネの悪口を軽くいなすと、今度は反撃した。

「子供と言えば、そうそう。ミーネ姫、本当におねしょは大丈夫なのですか？」

「だからおねしょなんかしとらんと、どれほど言えば！　どうして行かず後ご家けの言葉を真に受けるのじゃ、シャールは！」

　二人の激しい応おう酬しゆうは、晴凛を挟はさんで続いている。だが、クスクスという笑い声が混じっている。どうやら晴凛のそばにいることで、機き嫌げんは上々のようだ。
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　そして、その寝台の横には、ミリンとメンミが、毛布を敷いて、陣取っている。

「少しでもお姉さまに触れようものなら……『もぎ取って』やりますわ……！」

「なに物ぶつ騒そうなこと言っていやがりますか、このチンチクリン」

「だってそうじゃありませんの！　夫婦ならともかく、まだ決まってもいないのに同じ臥所ふしどに入るだなんて、なんて羨うらやましい、じゃなくて！　破は廉れん恥ちですもの！」

「心配ありません。晴せい凛りん殿はへたれ向日葵ひまわりです。この前一いつ緒しよに寝たときも、石のように固まったまま、器用に寝ていやがりました」

「一緒にって……まさかあなたも！　なんてエロへたれ向日葵！　やっぱり『そぎ取って』やらなければ！」

「ちょっと待ちやがりなさい、チンチクリン。『そぎ取るの』は勝手ですが、わたしを仲間に入れないでください」

　ぼそぼそとミリンとメンミも何やら話している。だが、晴凛にはそれを聞いているほどの余裕はなかった。

「身体からだを横にしたほうが、少しでも広くなりますよ、晴凛様。さあ、どうぞこちらに」

「ほれ晴凛、もうちょいこちらによってもよいぞ、こういうときからだが小さいほうが楽でいいな」

「いや、ええと、その……あはは……」

　ミーネとシャールのささやきと、晴凛のこわばった笑いはもうしばらく続いた。




　晴凛が眠れない夜を過ごしていたその頃。

　指揮所の二階にある仮眠室の寝台で寝ていた伏ふせ龍たつは、当直責任者である百人隊長に起こされた。

「伏龍殿！　敵陣に動きがあります！」

「何だと？」

　伏龍はがばっと起き上がった。

　──こっちが勝ったと思い込んで気が緩ゆるんだところに夜襲をかけるのは定石だ。

　二万人を失ったとはいえ、向こうにはまだ、一万人の兵力が残っている。

　再戦を仕掛けようと思えばいつでも仕掛けられるからな……。

　そんなことを考えながら、伏龍は着替える間を惜おしむかのように、寝巻着の上から、厚手の長衣を羽織って部屋を出た。

　指揮所から南の城壁に行くまでの間に、伏龍は、大勢の人が動き回る、ざわざわ、という音にならない音を聞いていた。

　息を潜ひそめて、秘密裏に動くつもりだったのだろうが、さすがに一万人近い人数が動けば、人いきれと物が動く音で、ざわざわという音が出る。

　夜明け前の城壁に立って、帝国軍の本陣を見た伏龍は安あん堵どのため息をついた。

　そのざわめきは攻撃準備ではなかった。

　帝国軍は撤退を始めていた。

　丸太を組んで矢除よけのための板を張った野戦用の仮設砦とりでや、張り巡めぐらした幕や旗はた指さし物ものなどをすべてそのままにして、馬車と徒歩で延えん声せいに向かって移動を開始していたのだ。

「いかがいたしますか？　部隊を招集しますか？」

　当直の百人隊長に聞かれた伏龍は、しばらく無言のままじっと帝国軍の様子を見つめていたが、やがて、ひょい、と肩をすくめた。

「いや、召集はしねえ。みんなに、あとしばらく楽しい夢見させてやろうじゃねえか」

「よろしいんですか？」

「よろしいも何も、昨日きのうの今日きようじゃ、追撃したくても無理だ。準備ができてねえ。

　何せ、勝って、逃げる帝国軍を追撃するなんてことがあるなんて想像すらしていなかったからな……逆に言うなら、この短い間に部隊を整然と撤収させることができるってことは、沢さわ樹ぎは負けて部隊を撤収するときのことまで考えてあったってことだ。敵ながら大したものだ……」

　薄青い雲の下を、夜明け前の風が吹き抜けていく中で、伏龍は寝巻着の上から引っ掛けた長衣の襟えりを合わせた。

　──帝国軍敗戦の知らせが延声に届くのは二日、ないしは三日後。

　そこから早馬で帝都に知らせが届くのはそれから四日後。

　一週間後、帝都はどんなことになるやら……楽しみになってきたぜ。

　伏龍は、頭の上でばたばた音を立てて翻ひるがえる「尊そん王のう討とう奸かん」の旗を見上げた。

「こいつを考えたときは、生き残るための方便のつもりだったんだがなあ……こうなりゃ行けるところまで行ってみるか」

　侘タ瑠ル徒トに掲げられた旗を揺ゆらした風が巻き込んだ雲は、ゆっくりと渦うずを巻き、帝国全土に広がろうとしていた。
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　　　終章







『侘瑠徒攻略失敗！　帝国軍緑軍壊滅！　侘瑠徒軍、延えん声せいを攻略開始か？」

　この驚きよう天てん動どう地ちの知らせが、早馬によって帝都に運ばれていた、その頃。

　帝都にある法務局の裏手の監かん獄ごくから、一台の囚しゆう人じん護送用の馬車が送り出された。

　馬車が通る路地の両側には高い土ど塀べいが続き、その塀の内側に立ち並ぶ建物には窓が無い。

　都の人々の目から完全に隔離されたこの路地は『往おう還かん路ろ』と呼ばれ、もともとは官塀の中にある政務機関、特に外務省と軍務省の職員が、都にいる人々の目につかぬように極秘裏に帝都の中と外を行き来するために作られた専用通路だった。

　だが、菰こも野の盛せい元げんが摂せつ政しようの座につき、国政の一切を大物官僚である苑その山やま燕えん鵬ほうが牛ぎゆう耳じるようになってから、その使い道はだいぶ変わった。苑山の息がかかった密偵や密使が往来するようになったのだ。さらに、苑山に都合の悪いことを知ってしまったために、罪をでっち上げられて捕ほ縛ばくされた人物が獄に送られる馬車がひっきりなしに行きかうようになったため、口の悪い下級役人たちはこの通路を密かに『密告路』と呼ぶようになっていた。

　通路の警備に当たっていた一人ひとりの役人は、怪け訝げんな顔になった。真っ黒に塗ぬられ窓ひとつ無い箱型の囚しゆう人じん護送用の馬車の前後には、見張り役の兵士が乗っていたのだ。

「おい、見ろよ、出てきた馬車なのに、見張りが乗ってるぜ……」

「それがどうかしたのか？」

「監かん獄ごくに行く馬車に見張りが乗ってるのならわかる。馬車の中に罪人が乗っているんだからな……でも、どうして監獄から出る馬車に見張りが必要なんだ？　監獄から帰ってくる馬車の中身は空っぽのはずだぞ？」

　警備兵の同僚は、あ、そうか、という顔になった。

「囚人が監獄から出るときは釈放されて裏門から歩いて出るか、死体運搬車に載せられて出るか……だよな。囚人が馬車に載せられて出るなんて聞いたことがない……どうする？　停めて確認するか？」

　同僚から尋ねられた警備兵は、しばらく黙だまったまま馬車を見ていたが、やがて首を振った。

「いや、やめておこう。下へ手たに突ついてとんでもないものが出てきたら、俺たちがあの馬車に載せられちまう」

「それもそうだな。俺たち下っ端は言われたことだけやって、日々を暮らすのが一番だものな……」

　同僚の兵士はそう言って肩をすくめた。

　結論から言えば、この警備兵たちの決断は正しかった。

　もしこのとき、不審に思った馬車を停めていれば、彼らは国家機密を知ろうとした、という理由で間違いなく捕ほ縛ばくされ、口封じのために即座に処刑されていただろう。

　この馬車に載せられていた囚人の名前は月つき原はら弦げん斉さい。

　先代の皇こう帝ていの右腕として、延えん喜ぎ帝国の内政外政にその手腕を振るい、帝国の国内で知らぬ者はいない有能な官かん吏りであった。

　しかし、先帝が崩ほう御ぎよした際に苑その山やま燕えん鵬ほうの手によって摂せつ政しようの地位から引きずり降ろされ、身に覚えのない謀む反ほんの罪を着せられ獄に繫つながれていた。

　延喜帝国の実質的な最高権力者となった苑山燕鵬は、気の休まらぬ日々を送っていた。

　監獄に放り込んだ月原弦斉を殺してしまうことは簡単だった。だが、殺してしまうわけにはいかなかった。

　延喜帝国の中に存在する、彼の密命を受けて動く獅し子し身しん中ちゆうの虫どもを見つけ出すためには、生きていてもらわねばならないと苑山は考えたのだ。




　官かん塀べいの中にある、とある国家機関の一室では、二人ふたりの役人が何やら真剣な顔で口論をしていた。

「承服できません！　なぜ、そんな、人ひと身み御ご供くうというか生いけ贄にえというか……犠牲を私の部署から出さなくてはいけないのですか？」

　嚙かみ付いている役人の上司らしい、少し年上の男が眉み間けんに縦ジワを寄せながら答えた。

「……これは先日の局長会議で決まったことなのだ。もうどうしようもないのだよ、部長……」

　部長と呼ばれた少し若い男は、食い下がった。

「どうしようもない、と言われましても、あまりにもひどすぎます！」

「わかっている、わかっているが……苑その山やま燕えん鵬ほう殿は、この延えん喜ぎ帝国中ちゆう枢すう部に月つき原はら弦げん斉ざいの息のかかった人間がいると信じて疑わない。

　苑山殿が帝国の実権を握って一年半。帝国に存在する様々な問題……小は小役人の不正から大は租税の減収に至るまで、悪いことはすべて月原弦斉が悪い！　弦斉のせいだ！　で押し通してきた。だが、弦斉が投獄され、帝国の表舞台から消え去ってもなお、帝国には問題が山積している……」

「……つまり、弦斉に責任を押し付けられなくなったから、今度は弦斉の手下どもに、上う手まくいかない責任を押し付けようってことですね？　でも、手下なんかいません！　そりゃあ、心情的に弦斉の肩を持っている人間は数多いでしょう。しかし、弦斉の密命を帯びて、帝国に仇あだなすことをするような人間がいるわけがありません！　それとも、局長はそんなやつがいるとお考えなのですか？」

　局長と呼ばれた上司らしい男は、首を振った。

「考えてはおらんよ……それはすべて苑山殿の疑ぎ心しん暗あん鬼きの産物だ」

「では、なぜ……」

　食い下がろうとした部長の言葉を抑え付けるように局長は言った。

「どうしろと言うのだ！　苑山殿の前に行って、そんな者はおりません。それはすべてあなたの疑心暗鬼から生まれた影です。と言えというのか！　言ってどうなる？　言えば、苑山殿が納得して、そうか悪かった、と頭を下げるとでも思っているのか？」

「そ、それは……」

　部長は言葉に詰まった。

　苑山燕鵬は実質的にこの延喜帝国を支配している。指先一本動かすことなく、目配せひとつで地方の太たい守しゆの首が飛び、皇こう帝ていの姻いん戚せきにある定じよう族ぞくでさえ領地を失って失脚するだろう。

　その相手に、誰が『あなたは間違っています』言えるだろう。

　絶句した部長を見て、局長が静かに言った。

「わかってくれたようだな……苑山殿が『いる』と言えば、弦斉の手下は『いる』のだ。いないという答えはこの世に存在しないのだ」

「しかし、だからと言って、何の関係もない、ごく普通に働いている部下の中から、その弦斉の手下にする者を選べと言われましても……承服しかねます！　部下の生命いのちに関わる問題じゃないですか！」

　局長は、ああ、そのことか、という顔になった。

「あ、いや、生命いのちを取るだの何だのと、そこまでのことはない。心配しなくてもいい。ちょっと地方に行ってもらうだけのことだ……苑その山やま殿には、始末したと報告しておく。

　なあに、下っ端の役人の顔と名前などいちいち覚えてはいまい。役所というのは書類と報告が揃そろっておれば、それが事実になる。そういう場所だ」

　局長の言葉を聞いて、部長の表情が少し緩ゆるんだ。

「それを聞いて安心しました。部下を殺す選択はいくら何でも寝覚めが悪すぎます……ところで、その人ひと身み御ご供くうに差し出され、地方に飛ばされた人間は戻ってこられるのですか？」

　局長は視線を逸そらした。

「……その人間は、書類上、死んだことになるわけだ。死んだ人間がのこのこと本庁の中を歩き回るわけにはいかん……まあ、そういうわけだ」

　──行ったきりの島流し……ということか。

　昇任も昇給も無し。生命こそ取られないものの、役人としては死んだも同じ。文字通りの飼い殺しというわけだな。

　考え込んだ部長を見て、局長は口調を変えて聞いた。

「……で？　どうだね？」

「どうだね？　と、申されても、承服しかねます！　可愛かわいい部下をそんなひどい目にあわせるわけにはいきません！」

　局長はうなずいた。

「そうか、そうだろうな……だが、可愛くない部下なら……どうだね？」

「は？」

　目を見開いた部長を見て、局長はにやりと笑った。

「私とて鬼ではないよ、部長……君が可愛がっている部下を差し出せなどと、そんな無む慈じ悲ひなことを要求しようとは思わん。私が欲しいのは、君が可愛がっていない部下なのだ」

「そ、そんな部下はおりません！　私の部下は、みんな可愛い部下ばかりで……」

　局長は、にたあ、と笑った。

「おや？　今、口ごもったようだが？　もしかして、誰かの顔や名前が、脳のう裏りをよぎったのではないかな？　そうだ。そいつでいいんだ。無理して自分に言い聞かせることはない。誰にもいい顔をしようなんてのは、最初から無理なんだ。

　この件で君に迷惑をかけた分は、しっかり見返りがあることを私が約束する。それでどうだね？　みんなでしあわせになろうじゃないか……」

　部長はしばらく視線を宙にさまよわせていたが、やがてがっくりと肩を落とした。

「わかりました……」

　次の日の朝。政務省の酒税を担当する徴収課の壁面に一枚の辞令が張り出されていた。

「……面めん涼りようが？」

「何で、あいつなんだ？」

「さあ？　確かにいてもいなくても変わんないから、別に困らないけどな……」

　いつものように出勤してきた課員が壁の前に集まって、色々噂うわさしているところに、一人ひとりのチャラチャラした若い役人がやってきた。

「うぃーっす……」

　適当に首を前に出すような仕草で挨あい拶さつしながら部屋に入ってきたその若い役人は、壁の掲示板のところに集まっている同僚を見て声をかけた。

「どうしたんすか？　何か変わったことでもあったんすか？」

　掲示板の前に集まっていた同僚が、その若い男を見て気の毒そうに言った。

「人事異動だそうだ……南の承しよう安あんにな……」

　若い男は無責任に笑いながら答えた。

「ははは、こんな時期外れに人事異動を発令されるなんて、、そいつ、よほど使えねえんだろうな。誰っすか？　その使えねえ馬ば鹿かって……」

　その使えない馬鹿の名前を聞いたとき、面涼というこの若い官かん吏りが、どんな顔をしたのかそれは定かではない。

　ただ、濡ぬれ衣ぎぬを着せられ、月つき原はら弦げん斉ざいと共に南の承安に島流しされることになったこの若い官吏が、この後、承安を舞台に延えん喜ぎ帝国の屋台骨を揺ゆるがす大おお騒そう動どうを引き起こすとは、誰一人ひとり気づいてはいなかった。







　　　あとがき




『ご主人様は山やま猫ねこ姫』いかがでしたでしょうか？

　辺境「見習い」英雄だった晴せい凛りんも、「駆かけ出し」「新米」「若じやく輩はい」ときて、今回とうとう「中堅」にまで出世しました。

　中堅という単語の「中」は、文字通り組織や団体の中心を意味します。そして「堅」というのは堅いこと、つまりそれなりに結果を出し実績を上げて、評価が固まった人物であるということを意味します。

　晴凛がどうやって侘タ瑠ル徒トという組織の中心になり、そして結果を出すのか。三万の帝国軍という圧倒的戦力に包囲された侘瑠徒の王である晴凛が、その劣勢を逆転するために、どんな手を使うのか。それは読んでいただければおわかりになると思いますが、あとがきから先に読む方のために、ちょっとだけお教えしましょう。

　今回登場する一発逆転用のギミックは、「化薬」「ミリン無双」そして「クマ」です。

「何だそりゃ？」とお考えになるかもしれませんが、お読みになった方なら、きっと「うんうん、そうだそうだ」と納得されるでしょう。噓うそではありません。




　この『ご主人様は山猫姫』の舞台となっている延えん喜ぎ帝国は、おおよそ八世紀から十二世紀にかけての実在の中国の王朝をモデルにした架空の国家です。そして、シムールは、中国大陸の北西部を拠点とする匈きよう奴どと呼ばれる遊牧民をモデルにしています。

　最初にこの物語を考えたときは、西せい夏かと呼ばれる中央アジアに実在した王朝の城じよう塞さい都市を舞台にした、もっと史実に忠実なお話でした。しかし、ほとんどの方は、実際の中央アジアの城塞都市の歴史のことなど知りませんし、おそらく興味もないでしょう。

　面白いのは史実に忠実な設定ではなく、その設定の上で動き回る人間の物語なのです。

　設定を説明するために行を割さくくらいなら、その分をミーネや晴凛の描写に振り向けたほうが、よっぽど面白くなる。そう考えた私は史実に忠実な部分を切り捨て、その構造だけをそのまま使うことにしました。つまり、延喜帝国とは、私の脳内にある歴代の中国王朝のイメージを合成して作り上げた「私の中国王朝」なわけです。

　当時、西域の辺境ではどんな戦いが行われていたのか、城攻めとはどんなものなのか。私の拙つたない文章では描ききれません。

　もし、そういったものに興味があって、もっと知りたいとお考えでしたら、書店に並んでいる、伊い藤とう悠ゆうさんの『シュトヘル』森もり薫かおるさんの『乙おと嫁よめ語がたり』そして、酒さけ見み賢けん一いちさん原作、森もり秀ひで樹きさん作画の『墨ぼつ攻こう』などのコミックをお読みいただければ、『山猫姫』の世界がもっと楽しめるのではないかと思います。

『山やま猫ねこ姫』を書く際には他にも「補給戦」とか「機関銃じゆうの社会史」とか、そういったミリタリー系の本や『漢帝国と辺境社会』などの新書、東方書店の西域に関連する本なども参考にしております。

　さて、今回も例によって、沢さわ樹ぎ延えん銘めいの作戦行動などについては銅あかがね大だい氏の、ミーネとミリンのやり取りなどについては椎しい出で啓けい氏のご助力をいただいております。

　そして、今回もまた、春日かすが歩あゆむさんに描いていただいたミーネ姫は、実に魅力的です。

　子供から少女へと、少しずつ成長していく姿を、これほどまでに見事に描きだしていただけるのは、作家冥みよう利りに尽つきます。

　それと、本書のカバー裏の「ワルガキ伏ふせ龍たつ」のイラストは、まさしくこの五巻を象徴するものだと思います。

　次の巻は、屋台骨の腐った延えん喜ぎ帝国の運命に翻ほん弄ろうされる少年皇こう帝てい。それを虎こ視し眈たん々たんと見つめるシムールの王エオル。そういった周囲の思惑を描きつつ、いよいよ攻めに転じる晴せい凛りんたちの活躍を描く予定です。どうぞお楽しみに。





（いつもと同じ）　鷹たか見み一かず幸ゆき
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鷹たか見み一かず幸ゆき

埼玉県北部に営業所を持つ、零細物語製造業者。

[image: ]




イラスト／春日かすが 歩あゆむ

夢だった挿絵のお仕事で晴れてイラストレーターデビュー。第15回電撃イラスト大賞＜選考委員奨励賞＞受賞。名を伏せて、賞金目当てに再度イラスト大賞応募を目論み中。
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